
 

令和５年度 未来をつくろう市民と市長の地域懇談会 
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開催日 会場 参加者数 ページ 

10/10 （火） 文化会館 20 2～8 

10/16 （月） ふれあいセンター 26 9～16 

10/18 （水） 西地区コミュニティセンター 25 17～26 

10/20 （金） 南コミュニティセンター 18 27～34 

10/27 （金） 山部福祉センター 27 35～44 

10/30 （月） 麓郷集落センター 32 45～52 

11/8 （水） 布部会館 8 53～57 

11/9 （木） 鳥沼会館 14 58～65 

11/14 （火） 東山支所 25 66～74 

アンケート集計結果 75 

 



 

日時 10 月 10 日（火） 18:30～20:00 

場所 文化会館（複合庁舎１階会議室 ABC） 

参加者 20 人 

 

１．開会 司会～小笠原企画振興課長～ 

 

２．市長挨拶 

令和 5 年度の地域懇談会ということで、今日が

第１回目となります。朝晩がめっきり寒くなって

くる中、ご参加をいただきありがとうございます。 

旭岳が白くなってきて冬の訪れを感じるところ

ですが、今年の夏の 30 度を超える暑さは何だっ

たのかなと思うところです。聞くところによると

30 度を超える日は 40日ぐらいあったということ

で、今まで 30 度を超えると異常気象だと片付け

ていましたが、これだけの日数があると対処をし

ていかなければいけないと思います。色々な課題

を投げかけていただいた夏だったと思います。 

そのような中で一番大きかったのは、子どもた

ちの教育環境です。暑さ中の温度管理するために

学校で色々工夫をしていただいたが、工夫だけで

は追いつかないところもあったのかと思います。

冷風扇ということで、冷風を校内に流す器材を導

入しましたが、これだけで済むのかということを

この後に向けて検討していかなければいけません。 

また、その他にも不安になったこととして、人

が少ないということで介護施設が閉所したことが

ありました。施設が判断することではありますが、

原因は人が足りないということなので、人を確保

していく手だてを行政は取っていかなければいけ

ません。民間の事業所、医療、介護、教育の方々に

もご参加いただいた１回目の話し合いを行い、人

が足りないことについて意見交換をしました。ま

た、同時に役所内でも雇用をどうやって確保して

いくのかの課題と対応について検討を行いました。

１回目の意見交換と行政側の企画をしている部分

と付け合わせを行い、来年度の予算に対応できる

形で進めていきたいと考えています。 

人が足りないというのはどこも同じです。保育

現場でも保育士が足りない、農業では海外の方を

入れて人を確保している、観光でいえば飲食、ホ

テルでは人がいなくて思うように 100％稼働でき

ていないという状況です。これを解消していくこ

とが地域の経済にもつながると思っていますし、

まちの活性化もここから始まると思っています。 

行政としては、シティプロモーションというこ

とでまちの魅力を磨き上げる、あるいは掘り起こ

すということを情報発信していくことで、住んで

いてよかった、富良野に行ってみたいと思ってい

ただけるようまちづくりを進めていきたいと思い

ます。 

今日は未来をつくろうということですので、皆

様から想いやアイデアをお聞かせいただけたらあ

りがたいなと思います。 

先ほども懇談会のテーマとしてあげさせていた

だいている「ゼロカーボンの取り組み」「AI オンデ

マンド交通」をまちの魅力に繋げていく取り組み

です。ゼロカーボンの取り組みの第 1 弾として太

陽光の普及に向けて補助金を拡充しましたが、市

民の皆様にご協力をいただいて初めて脱炭素、脱

炭素に掲げる目標に近づけるかと思います。内容

についてはなかなか、理解しにくいところ、取り

組みづらいところあるかと思いますが、ぜひ特段

のご理解とご協力をお願いしたいと思います。 

まちづくりの中で１番に掲げているのは「健幸」

です。市民の皆様の健幸が益々増進されることと、

短い時間ですが、意義ある懇談会にさせていただ

ければと思います。本日はよろしくお願いします。 

 

 

 

 



 

出席者紹介 

 ・稲葉副市長 

 ・近内教育長 

 ・関澤総務部長 

 ・西野 SC 戦略室長 

 ・山下市民生活部長 

 ・柿本保健福祉部長 

 ・川上経済部長 

 ・北川建設水道部長 

 ・佐藤教育部長 

 ・小笠原企画振興課長 

 

３．懇談会 進行～稲葉副市長～ 

ゼロカーボンの取り組み 

～石出環境課主幹 資料について説明～ 

市民 

 富良野に住んで４年目ですが、住みやすくこの

まちに住めてよかったと思っています。本日はゼ

ロカーボンについて説明を聞きたくて参加しまし

た。ホームページを見ると 2050 年のゼロカーボ

ン実現に向けて、「富良野市職員ゼロカーボン自主

行動宣言」というのがあり、素晴らしいなと思っ

たところです。 

今から言うことは、ご検討いただけたらと思い、

細かいことなのですが、自主行動宣言の 10 番目

の「クールビズ・ウォームビズを原則実践します」

という項目がありますが、北海道でも推進してい

るナチュラルビズにした方が、一生懸命働かれて

いる職員の環境がより良くなるのではないかなと

思いました。可能であればご検討いただければと

思います。 

 

北市長 

 ありがとうございます。ナチュラルビズの導入

ということです。今年はクールビズで 30 度を超

える夏を超えてきたところですが、そういうこと

もあってか、ナチュラルビズに取り組む自治体も

増えてきたようです。中富良野でも取り組みたい

という意向をもっているようです。沿線でも話し

合う機会がありますので、そのような動きも判断

しながらナチュラルビズについて検討していきた

いと思います。 

 

市民 

 ごみの分別について、ペットボトルについてCM

などでは潰してということが言われている。富良

野市は潰さないでという記憶があるが、その違い

や、私たちは潰した方がたくさん入るのでありが

たいと思いますがどうでしょうか。 

 

石出主幹 

 ペットボトルについては、潰しては駄目という

ことはありません。潰していただいて大丈夫です。

ごみ袋を有効に利用してください。 

 

４．地域との意見交換 

市民 

 私は持ち家を手放し、朝日町団地に住まわせて

いただいています。見晴らしもよくありがたいと

思っています。３年前に熱中症になりました。住

んでいるのは 20 戸ほどある中でも、私は真ん中

ぐらいの年齢です。熱中症で倒れた時、気が付い

たら病院にいて、あと 10 分遅れたら危険だった

と言われました。その時に、家族に「クーラーがつ

いてないの？」と驚かれました。 

そしてある議員さんに団地にエアコン等を付け

られないのはなぜかと聞いたら、「付けたいなら民

間の賃貸に引っ越してください」と言われた。そ

の時は腹ただしく思って、なぜと聞く気にもなら

なかった。今日は市長さんと懇談会があるという

ことで、なぜ駄目なのかの理由を聞かせてもらい

たいと思いました。 

 別の議員さんに聞いた話だと北麻町の方で体調

が悪く大変だということで、何度か話し合いをし

てエアコンをつけたと聞いた。なぜ駄目なのか納

得ができれば、後付けのクーラーをつけようかと



 

も思ったが、朝から晩までつけていると電気代が

大変だとも聞いた。でも命には代えられないとも

考えています。今日はその理由を聞かせてくださ

い。 

 

北川建設水道部長 

 今年の夏は暑かったので問合せをいただいてい

るとこです。公営住宅は国の補助をもらって建設

しています。北海道の住宅は（全戸にエアコンを

設置する）電気のアンペア数を用意していない現

状にあります。朝日町団地は多くの戸数があり、

皆さんが付けたいと言われると元々の線が細いの

で、付けられないという状況です。 

 北麻町のお話がありましたが、絶対に付けては

駄目ですということではありません。窓枠に付け

るタイプがあります。建物に穴を開けてしまうと、

退去の時に原状復旧してもらわなければいけませ

ん。窓枠に付けるタイプだと通常 100V で対応で

きると思うのでお話させていただいています。ま

た、付けるときは個人で負担をしていただいてい

ます。 

 一番大きな問題は電力量の引き込み線が大きな

課題となっています。他の市町村でも北海道の公

営住宅は同じ条件ですので、市町村の単独事業と

して整備しているところはあるかもしれませんが、

基本的には北海道の公営住宅も同じような考え方

で、ご自身で付けるのであれば窓枠タイプをお願

いしています。 

 熱中症の関係でご苦労されていると聞いていま

すし、独居老人の方も見回りしなければいけない

ので町内会の方、民生委員の方に対応していただ

いています。 

 設置については学校施設もそうですが、電力の

問題があるということです。個別には相談に乗れ

るかと思いますのでよろしくお願いします。 

 

市民 

清流公園の木が大きくなり、今の時期になると

枯れ葉が家の前にあり、掃除するのがうちの仕事

のようにやっていました。ごみ袋も自前で行って

いましたが、町内の方に市から提供してもらえる

と伺って、市からもらっています。私たち夫婦も

高齢になり年々負担になってきています。以前、

公園の担当の方に相談したこともあった。 

 高校生も通るので少しでもきれいな方がいいと

思い、個人的に行っていた。町内の方も伝えても

らえるということだったが、どうなったのかわか

らないので、このような場所でお願いしたいと

思って伺いました。 

 

北川建設水道部長 

 樹木の関係は市内各所で話題になっています。

今までは町内会や地先の方の協力で対応していた

だいたが、地域も高齢化となり、対応できないと

いう話もたくさんいただいています。市では「緑

の基本計画」という、まちごと公園というテーマ

があり、緑地化を進めてきたところです。木も太

くなり、通行の支障になっているところもありま

す。全国的にも問題になっているところです。 

 私たちも電線に架かっている場合は、ほくでん

や NTT と協議して対応しているというのが１点

目です。それから「強剪定」としてほとんど枝を

払ってしまう作業があります。毎年は実施できま

せんが、そのような方法がもう一つあります。 

 これからの時期、落ち葉が話題になるかと思い

ます。町内会に相談いただき、対応していきたい

と思います。 

 その他、危険木として判断した場合は伐採する

という対応もあります。まずは現場も見たいと思

いますが、町内会に相談いただきたいと思います

のでよろしくお願いします。 

 

市民 

 木がだんだん大きくなってカラスが巣を作るよ

うになっています。保育所の子どもたちも公園に

来るので、カラスが襲う感じになります。大人が



 

通っても襲ってきます。 

 また、木が大きくなり、午後からだと家が日陰

になって暗くなってしまう。せめて、線の下まで

枝払いなども考えていただければと思います。 

 

市民 

 毎年なのですが、除雪の際に仲通りの雪を道路

にだして、年に数回カット除雪していただくので

すが、その時に仲通りから出す雪をカット除雪だ

けではなくもっと取ってほしいという希望なので

すがどうでしょうか。 

 

北川建設水道部長 

 仲通りの除雪は外に出している状況は確認して

います。カット排雪ということで、山になると見

通しが悪い、通学の支障になるのでできる限り、

まずはカットしているところです。 

 市全体として排雪はまちなかを２周しています。

排雪を行うためには、ダンプが走るコースを選定

して全体排雪を行っていますので、思うようにな

らないという現状です。支障になる部分があるの

であれば、これから連合町内会長会議や広報で情

報発信を行いますので、町内会単位で要望いただ

けるようよろしくお願いします。 

 

市民 

 市の方で学校給食を３か月間無償にすると伺っ

た。予算的にはかなりな金額になると思うが、そ

の後はどのようになるのか。 

 

佐藤教育部長 

 今回、市内小中学校の給食費 10 月～12 月の３

か月間は、保護者支援の観点から国の交付金を活

用し、物価高騰対策として影響が大きいというこ

とで 3 か月分相当の給食費を助成するこというこ

とになりました。その後については、また有償に

なります。 

 

市民 

 市の単独で補助するような考えはないですか。

全額ではなくても一部補助などの考えはあります

か。 

 

近内教育長 

 基本的な考え方として、学校給食は、給食セン

ターの管理運営について市町村で負担しています。

給食の材料費について各家庭に負担していただい

ています。比率にして施設管理運営費で７割、給

食費で３割となっています。本市については給食

費に係る分がおよそ 8,000 万円、1 億 6,000 万円

ぐらいが施設管理にかかっています。 

 全国的に同じような状況ですが、税収が多い市

町村やふるさと納税等の財源があるところは無償

化に踏み切っているところです。本市については

法律改正や財源措置も含めて国に要望を出してい

るところです。今回は、あくまで国の物価高騰対

策として国から財源がくるということで３か月分

実質無料化としているところです。 

 近隣の市でこのような対策をしているところは

中々ないような状況です。国に対して改善を求め

ていくところです。 

 学校給食センターも老朽化してきて、施設設備

更新で莫大なお金がかかっていますが、自前で給

食を提供することは最低限守る中でどういった形

でできるのかを国に要望していきますし、検討も

していきたいと思います。 

 

北市長 

 給食費の無償化ということで請願を受けました

が、対応することも含めてお話します。請願の中

には子育て世代で生活困窮を助ける意味で無料化

できないかという内容もありました。給食費につ

いては、生活困窮世帯には既に支援をして無料に

なっています。他にも入学時にも支援など子育て

世代に様々な支援をさせていただいています。そ

ういったことから、給食費を単純に無料にすると



 

いうことは負担ができる人も無料になってしまう

ので、負担ができる方には負担をいただき、本当

に困っている方へ支援をしていくということがあ

るべき支援の姿かなと思っています。 

 無料化については、力のある自治体はできるが、

そうでない自治体はできない、中には給食セン

ターを設置できない自治体もあり、不公平をなく

す意味でも、国が全国的に進めてもらうのがベス

トではないかと思います。全国市長会や上川総合

開発期成会を通じて給食費の無償化について、既

に無償化している市町村もありますが、加盟市町

村の総意で国に求めている状況ということでご理

解いただけたらと思います。 

 

市民 

 何年か後に富良野高校と緑峰高校が統合になり

ます。富良野高校の土地の所有権はどこが持つこ

とになるのでしょうか。 

 これから富良野市と北海道との話し合いになる

と思いますが、市として利用法についてどのよう

に考えているのでしょうか。 

 

北市長 

 ビジョンという点では、まだ決まったものはあ

りません。北海道の考え方としても統合した後の

跡地の活用については検討していただいているよ

うです。 

 意見として、商業関係で土地を利用したいとい

う声も伺っていますし、行政関係で教育に資する

目的であれば無償譲渡をするなど、北海道も色々

と検討していただいているところです。そういっ

た条件の中で行政として考えられる方策としては

教育に資する施設、あるいは高等教育を誘致する

というのが北海道の考え方に沿っているのかとも

思いますし、行政としても地方創生人口減少対策

としても、教育関係に資する学校の誘致が理想的

かなと思っています。そういったことで、文科省

や北海道とも話はしていますが、まだまだ先は見

えないということです。 

 

市民 

 学校統合ということは人が少ないということで、

若い人がいなくなると子どもも少なくなる。人口

減少は全国的なことだと思いますが、富良野市と

して観光に力を入れていく、農業に力を入れてい

くという話があります。東川町をニュースで見ま

すが、唯一人口が増えて、福祉も良く、外国人の学

校もあると、富良野市として人口を増やしていく

構想があればお聞かせいただけたらと思います。 

 富良野はそんなに魅力がないまちなのでしょう

か。 

 

北市長 

 魅力がないまちかということは、そんなことは

ないと思います。その魅力を上手に伝えることが

できていないという反省はしています。 

 人口対策で、引っ越してきた方に補助をするよ

うな自治体もあります。富良野市としての考え方

は、まずはまちの魅力を高めていくことが１番か

なと思います。魅力を高め、住んでいる人が楽し

く生活できることが、情報が広がり富良野に行っ

てみようかな、住んでみようかなという気持ちに

させる、そんな取り組みを進めていくことで、地

方創生人口対策に効果が表れることを期待しなが

ら各種事業を進めていきたいと思っています。 

 先ほど、高校再編のことで、学校ということを

話ましたが、学校ができると学生が集まり、学生

が来ていただくと色々な行動が表れ、経済にも貢

献していただけるかと思います。大きな取り組み

として外国人の学校という、いきなり大きなもの

はできませんが、少しずつ要素を入れた取り組み

を進めていきたいと思います。 

 今、予算編成の時期にもなってきています。一

つひとつの事業の中で富良野の魅力につながるの

か、どのような効果を及ぼすのかを考えて予算を

立てたいと思います。 



 

 

市民 

 まちの魅力というのも大事だと思いますが、働

くところがないと人は住まないと思います。企業

の誘致なども含めて、何年か前に南富良野町にポ

テトチップス工場ができて、単純に私たちは富良

野市にできなかったのかと思いました。富良野に

観光客はかなり来ていると思いますが、通りすが

るだけで他地域に行く人の方が多いと思います。

人が増えない原因の一つがそこにあるのかと思い

ます。 

 

稲葉副市長 

 色々な手を打たなければいけないという状況で、

今年の４月からシティプロモーションを積極的に

行っていくため新しいセクションを作りました。

少しずつ前に進んでいきたいと思いますので、今

日に限らず、アイデアをお聞かせいただければと

思いますのでよろしくお願いします。 

 

市民 

 合同墓について、今は墓じまいなどが進んでい

て、いずれかは合同墓に入るつもりの人もいると

伺っていますが、見るとちょっと寂しいと感じて

しまう。旭川とかと比べるとそう感じる。富良野

の合同墓は少し寂しいと感じる。今後あれなら

入ってみたいというような墓にできないものか。 

 

山下市民生活部長 

 合同墓は、数年の議論を経て今の形になりまし

た。色々な地域の合同墓を見て、建設費も加味し

ながら今の規模に至っています。 

 中に収容できる数は決まっていますので、建設

費をもとに計算をして１人あたりの金額を設定し

ています。利用者の中には、通常の墓は負担が厳

しいので合同墓なら負担できてよかったという声

も聞いています。今あるものをしっかりと管理し

ながら長く使っていくことが最優先ですので、新

しいものを作るとか既存のものを改造するという

ことは今のところ考えていません。今の合同墓が

予定より早くいっぱいになり、次回の合同墓とな

りましたら、ご意見を伺いながら考えていきたい

と思います。 

 

５．情報提供 

AI オンデマンド交通の運行について 

～西野 SC戦略室長 資料にて説明～ 

 

市民 

 高齢なので、主人も車をやめることを考えてい

ますので、こういうのは嬉しいです。８人乗りと

いうことで色々な人が乗ったら、病院の予約に間

に合わないとかになるのでしょうか。 

 

西野 SC 戦略室長 

 乗車の予約は、１週間前から 30 分前まで予約

ができますので、最初に予約をした方が優先され

ます。そのルートに後から予約した方がいれば、

乗り合いで乗車できるルートになっていきます。

その後の予約については、ルートが合わない場合

は最初の方を下ろしてから次の方が乗車できるよ

うになります。予約が遅くなればなるほど、乗車

時刻が希望に合わない場合があります。 

 

稲葉副市長 

 ある程度時間の余裕をもって予約をしてもらう

ということになります。 

 

市民 

 希望した時間にいけないということもあるので

しょうか。 

 

西野 SC 戦略室長 

 希望した時間帯に既に予約が入っている場合は

対応できなくなります。なぜなら車が１台しかな

いからです。その代わり、希望した時間以外に AI



 

が計算をして代わりの時間をご案内します。ただ、

希望した時間の２時間以内に全ての予約が入って

いた場合は、「ご条件にあう車両はありません」と

ご案内されます。 

 

市民 

 ということは、同じ時間に希望した場合はどち

らかが行けないということですか。 

 

西野 SC 戦略室長 

 同じ時間に希望した場合、早く予約した方が優

先されます。後の方は最初の方を下ろした後に対

応するよう AIが計算をします。色々な方が利用す

ることで AI が機械学習を行いますので、だんだん

誤差を少なくして送迎できる仕組みとなっていま

す。最初は戸惑うこともあるかと思いますが皆さ

んに使っていただくことで AI が機械学習を積み

重ねて精度を高くしていきます。そのため長い期

間の実証運行期間をとっています。 

 

市民 

 100％要望に応えられないということで理解し

ていいですか。 

 

稲葉副市長 

 100％ではないということになります。 

 他にご意見がないようなので、最後に市長より

一言お願いします。 

 

北市長 

 １時間 30 分になりましたが、情報提供も含め

て、熱心にお聞きいただき、また様々な地域、個人

的な部分も含めて住んでいての課題ということで

貴重なご意見をいただきました。対応できるもの

は現況を確認してスピード感をもって対応したい

と思います。 

 色々な計画や条例があり、それに沿って進めて

いますが、今の情勢に合っていないものもありま

すので、市民の皆様のご意見をいただきながら、

変えられるものは変えていきたいと思います。お

気づきの点がありましたら、市役所は昼間空いて

いますので届けていただけたらと思います。 

 AIオンデマンドについては、スタートするまで

に色々な関係する団体・企業と協議をして今の形

になりました。今後は、利用が増え、ご意見を聞き

ながら成長できる事業だと思いますので、将来改

善できることも多々あると思いますのでご利用い

ただけるようお願いします。 

 最後になりますが、今日色々なご意見をいただ

き、市の事業に繋がるご意見もあったかと思いま

す。そうした皆様の声に感謝申し上げ閉会の挨拶

に代えさせていただきたいと思います。 

 

６．閉会  ～小笠原企画振興課長～



 

日時 10 月 16 日（月） 18:30～20:10 

場所 ふれあいセンター 2 階集会場 

参加者 26 人 

 

１．開会 司会～小笠原企画振興課長～ 

２．市長挨拶 

今日は地域懇談会２回目ということで、ふれあ

いセンターにお集りいただきました。夏のあの 30

度を超える暑さが懐かしく思えるように、寒く

なってきました。そういった中、大勢の皆様ご参

加をいただいたことに心よりお礼申し上げます。 

暑さで新しい課題が今年でてきたという状況で

す。子どもたちが暑さの中で勉強するということ

で、なんとか暑さ対策できないかということです。

既に冷風扇という大きなくくりで対策を講じてい

るところですが、30 度を超える日数が 40 日あっ

たそうです。そうなると異常気象では片づけられ

ない。暑さに対応できる教育環境、高齢者には生

活環境を対応していなかければいけない、新しい

課題があった今年の夏でもあったかと思います。 

今回の地域懇談会の中で、テーマ・情報提供と

いうことで、ゼロカーボンいわゆる脱炭素の取り

組みと、AI オンデマンドというデジタルを活用し

た市民にとっての利便性確保という点について情

報提供をさせていただきます。こういった大きな

ものに加え、様々なところ課題がでてきています。

その課題の中で不安も大きくなってきているのか

と思います。その最たるもので人が足りないとい

うことがあります。北海道が認可をしている高齢

者福祉施設が、人が足りないので経営を続けてい

くことが難しいということで閉鎖、一部の施設で

は人が足りないことを、施設を集約することで対

応していくような新たな取り組みも始まっている

ようです。 

こうした様々な不安ということで言えば、地域

安全週間の推進になっています。犯罪件数は減っ

ていますが令和 4 年までずっと降下していたもの

がちょっと上向いたということです。そういった

中で女性や子どもに対する犯罪、特殊詐欺という

ものが増えてきているということだと思います。 

犯罪に対する不安、世情からくる不安、色々あ

ると思います。不安を全て解消するこということ

にはならないかもしれませんが、少なくてもそう

いった不安を解消していく手だてとして、コロナ

で落ち込んだ地域のコミュニティを再開するとい

うことが重要だと思っています。 

そのよう中で、未来をつくっていく、新しい持

続可能な富良野を構築していくことを皆さんと共

有できればと思います。意見交換では忌憚のない

ご意見をお聞かせいただき、地域の発展と皆様の

幸せにつながるような施策を展開していきたいと

思いますので、ご意見、ご提案をいただければ幸

いと思いますので限られた時間ではございますが、

よろしくお願いします。 

 

出席者紹介 

 ・稲葉副市長 

 ・近内教育長 

 ・関澤総務部長 

 ・西野 SC 戦略室長 

 ・山下市民生活部長 

 ・柿本保健福祉部長 

 ・川上経済部長 

 ・北川建設水道部長 

 ・佐藤教育部長 

 ・小笠原企画振興課長 

 

３．懇談会 進行～稲葉副市長～ 

ゼロカーボンの取り組み 

～石出環境課主幹 資料について説明～ 

市民 

 これは何年計画になっているのですか。 



 

 

石出環境課主幹 

 ゼロカーボンロードマップにおいて 2050 年に

ゼロにするとなっています。2030 年にまず一つ

の目標として 48%減らすということになってい

ます。 

 

４．地域との意見交換 

市民 

 南麻町の公園に遊具を作っていただいています

が、事前に町内に何か報告などはあったのでしょ

うか。今作っているものを見るとすごいなと思う

のですが、今は公園遊具で事故なども起きたりし

ているので大丈夫かなと心配しています。 

 

北川建設水道部長 

 公園整備は、基本的に現在あるものを更新とい

うことなので、同じようなものを設置させていた

だいています。おそらく複合型の遊具が設置され

ていると思います。更新事業なので、計画をたて

順番に整備していますが、計画を立てる段階に利

用者を含めて色々とお話をさせていただいている

経緯がございます。 

安全面の部分は、公園遊具は全部認証されたも

のを使っていますので、安全だとご理解いただき

たいと思います。 

 

市民 

人材開発センターの周りに古い大木がズラッと

並んでいる。学生も通るけれど風が吹いたら、枯

れ枝がどんどん落ちてくる。あれを黙って見過ご

していたら、大きな事故が起きるのではないか。

処理するにも相当お金はかかると思うが事故でも

起きたら大変なので、ちょっと見てもらって検討

してもらいたいなと思います。 

 

稲葉副市長 

 人材開発センターの所長とも調整しながら、木

の古い新しいを確認して調整させていただき、す

ぐにどうにかできるかわかりませんが、対策させ

ていただきます。 

 

市民 

 学校給食の無料化についてちょっとお伺いしま

す。学校給食の無料化に関しまして、署名が約

3,000 あまり教育長に届けられたということで、

先般新聞にも出ていました。私も署名させていた

だきました。それで無料化に関しては、10 月から

始まって３カ月間と聞いていますが、なんで 3 カ

月なのかということを聞きたいのと、その先どの

ようになるのかをお伺いしたい。 

 

佐藤教育部長 

 今回の給食費 3 カ月は支援ということで行って

いますが、保護者の負担支援ということで国の交

付金を活用して、物価高騰対策ということで３カ

月行わせていただくことになりました。 

 その後については、国の支援を得ながら行って

いますので、それ以降については、保護者の支援

は考えてはいません。その他、低所得者への支援

ということでは、従前より行っています。今回は

生活困窮者ということではなく、全世帯が実質無

償になるといった事業です。 

 

市民 

 無料化について請願がでましたが、それについ

て答えはでていないということですか。 

 

稲葉副市長 

 請願については、市議会に対して「無償化を考

えてくださいとうこと」と、「国に対して要望して

ください」ということです。市に対しては署名が

要請書という形で来ていますので、国に対して要

請をしてくださいということですが、それはもう

既に色々な機会を通じてさせていただいています。

給食費を決定しているのは、富良野広域連合で決



 

めていますので、市が直接給食費を無料にするこ

とができません。広域連合を組織する沿線自治体

でどうするかを協議しなければできません。 

 

市民 

 他の市町村で無料化しているところはないので

すか。 

 

近内教育長 

 前段に基本的な仕組みを少し述べさせていただ

いて、その後質問にお答えしたいと思います。 

 憲法の中では教育無償化と言っているのですけ

れど、その中身というのは、授業料と教科書につ

いては無償ですけれど、給食に関しては国の判断

として無償化とは言っていないのです。学校給食

の中では、施設の管理運営、調理などについては

市町村や自治体、富良野市では広域連合が経費を

全て見ます。食材費については保護者の負担と学

校給食ではなっています。ただ、最近の国の言い

方としては、経済対策として子育て世帯が厳しい

状況の中で、それぞれの自治体の工夫によって、

財政的な負担をしていくのは構わないとなってい

ます。国も無償化とは言ってなく、実質無償化と

いうことで、例えば紋別市や根室市などふるさと

納税額が大きいところは、基金を組む中で無償化

にしています。もう一つの形としては、対象とな

る子どもがすごく少ない自治体はそのような対応

をしているところもあります。多くは本市のよう

に国の経済支援対策などを利用して物価高騰対策

として、保護者に対して助成を行っている状況で

す。 

 

市民 

 学校給食の無償化について、先ほど市長から話

がありましたが、雇用が中々大変だということで

した。その雇用確保するためには、行政として若

い子育て世代に優しく、住み良いまちにしていか

なければ若い人も住まなくなる。他所からこない

となるとだんだん雇用も大変になってくる。 

 そうするためには財源が必要だっていうことは

わかります。ふるさと納税の話もありましたが、

富良野市は令和２年に１億なかったのが、令和４

年には８億 8,000 万ぐらい。根室や紋別みたいに

130 億は海水産物があるからだと思いますが、ふ

るさと納税は、国が弱い地域に対してふるさと納

税を使って財源を確保しなさいということですよ

ね。ですから富良野に関しても、地域おこし協力

隊を雇用した中でどんどん伸びています。まだ伸

びしろは、あると思います。ふるさと納税にまだ

力を入れていただいて、財源を確保して若い世代

が住み良いまちにしていかなければ、だんだん富

良野市の人口も少子高齢化で減って、過疎化がど

んどん進むのかなと思います。 

 

北市長 

 若者が生活しやすい快適なまちづくりをという

ことだと思います。その入り口で給食費の話がで

ましたが、子育て世代への支援というのは十分で

はないかもしれませんが、かなりの手だてをして

いると思っています。昨年は高校生まで医療費無

償化をさせていただきましたし、給食に関しては、

今回の請願では生活困窮している、あるいは子育

てをすることで負担が増えていることを軽減でき

ないかということでした。 

 いわゆる困っている方々へ支援をするという部

分につきましては、低所得世帯の方々については、

すでに無償化をさせていただいています。その他

にも入学時の支援など様々な部分でさせていただ

いています。 

 子育て世代の支援ということで、要望いただい

た時にもお話させていただいているのは、今必要

なのは、社会全体で子育てをしている人たちと協

力しながら、いわゆる共創という形で子育て支援

にあたるのが適当ではないかという考えでありま

すし、子育て世代の方々にもそのようなお話をさ

せていただいています。その考えからしますと、



 

完全に給食費を無償化するということよりは、給

食費を支払うことができる方々は負担していただ

いて、その分で本当に困っている方々に支援を厚

くするという形の方が、社会全体で子育て世代の

方々を支援していくことにつながるのではないか

と考えています。 

 無償化については、全国市長会などで学校給食

の無料化について要望はさせていただいています。

自治体の中で支援しているところもあります。先

ほどふるさと納税で財源確保をして支援できるの

ではないかとありましたが、それも自治体にとっ

ては様々な格差があるかなと思います。 

 そういった格差の中で、無償にできるところと

できないところ、もっと言えば給食センターを設

置できない自治体もあるわけですから、自治体間

の不公平もなく、平等に無料化するということに

ついては、国がやはり手掛けていただかないと実

現できないかなと思っています。 

 そういった中では全国市長会、上川総合開発期

成会という上川管内 24 自治体の合意の中で無償

化できないかと国に要望させていただいています。

無償化がないというということではなく、国が負

担する無償化にむけて自治体も頑張っているとこ

ろです。 

 

市民 

 はい。わかりました。 

 ふるさと納税の話がありましたが、まだまだふ

るさと納税は集められると思います。今は農産物

が６割。観光でブルーリッジのボールボーイやウ

グイス嬢もふるさと納税で取り扱いをしている。

色々なものがあるのでふるさと納税を集めて、で

きる限り若い世代の施策としてやっていただけれ

ばと思います。 

 

稲葉副市長 

 ありがとうございます。ふるさと納税をもう少

し力入れろという応援と受け止めさせていただき

ます。ふるさと納税は地域おこし協力隊も含めて

色々な手立てをしています。市だけではなく作る

側も色々なアイデアをいただいて取り込んでいき

たいと思います。 

 

市民 

 地域の要望ではなく、スポーツのことで要望さ

せていただきます。スポーツ施設についてスポー

ツ協会にお願いしていますが、厳しい状況もある

と伺っています。野球については、少子化でチー

ムの維持するのも大変な中で野球を楽しんでいる

状況です。今年の夏は非常に暑く熱中症の危険な

日があり、限られた土日を使って試合を実施して

いますが、熱中症の危険があり試合を延期したこ

ともありました。 

 野球場のベンチについて、熱がこもるような作

りになっており、大人が複数名ベンチに入り子ど

もたちの様子を伺い、審判団も気にしていました。

その中でベンチの後ろをくりぬいて風通しを良く

すると違うのではないかと意見がありました。少

しでも環境を整えてもらえたらと思います。市民

野球場については扇風機のような風を循環できる

ようなものがあればより良いのではないかと思い

ます。子どもたちが健康管理の分で改善できるも

のはお願いしたいと思いました。スポーツ協会に

は要望をさせていただいていますが、このような

場でも聞いていただきたいと思い発言しました。 

 

山下市民生活部長 

 スポーツ協会では各団体や利用者からの意見を

聴いており、日頃よりコミュニティ推進課でもス

ポーツ協会から意見を伺っています。特にこの時

期には、次年度予算要求に向けて各団体からの意

見や要望をまとめていただいております。利用者

の声を伺って対応していきたいと思います。予算

のこともありますが、工夫で対応できることはし

ていきたいと思います。 

 



 

市民 

 子どもたちが一生懸命やっている姿を見て健康

面だけは大人がしっかり対応していかなければい

けないと思い発言しました。 

 

市民 

 近内教育長に応えていただければと思いますが、

富良野はいいところだと思っています。ぜひ、富

良野に移住してほしいと思いますが、何が魅力に

なるのかを市の先頭になって考えてほしい。 

 ２点目は医療のことについてです。協会病院の

充実にもっと力を入れてもらいたいと思います。

どうしても他の地域の病院に行く人がいます。で

きれば基幹病院として充実を市の方でも考えてほ

しいと思います。 

 移住の件と医療の件について市としての考えが

あればお聞かせいただきたい。 

 

近内教育長 

 教育に携わる中で移住にしても医療しても、人

づくり、人の確保が大切だと思っています。地域

づくりは人づくり、人づくりは教育もありますし、

地域で人と人が関わる中で、富良野はいい街だと

コミュニティがしっかりしている中で、ここで安

心して子育てがしたいと思ってもらえるまちにし

たい。色々な活動を通じてまちをアピールできる

ことを教育という限られた中で対応していきたい。 

 医療だけではなく福祉も含めて、子どもたちを

安心して生み育てられる、高齢化が進んでいる中

で、人づくりという観点で富良野に住んで医療や

福祉のサービスを提供できる環境づくりをしたい

と思います。いずれにしても私が考えているのは

人づくりという点を大切にするまちづくりをして

いきたいと考えています。 

 

市民 

 市の職員で役を複数兼ねている人がいるが、こ

れは人が足りていないということですか。１人で

３つも役を持っていると手が回っているのかと思

います。以前から見ると職員数が減っていて大変

じゃないかと思いますがどうでしょうか。 

 

関澤総務部長 

 富良野市の職員数は減っているのは事実として

ありますが、役職を兼ねているというのはそれぞ

れの業務にボリュームがありますので、１人工を

あてるのかあてるまでの業務なのかどうなのかと

いうことがあります。職員が大変になっている部

分がないとは言いませんが、兼務の部分について

はトータルで業務を進められるという判断で割当

をさせていただいています。 

市役所が行う分野が昔に比べて増えているのも

事実で、新たな業務のボリュームが増えてきまし

たら新しいセクションを立ち上げています。先ほ

ど話題になりましたが、令和５年４月からはシ

ティプロモーション推進課ということで専門の職

員を配置しています。兼務で行うものと難しく

なったら新たなセクションを立ち上げることを検

討しながら、職員に負担がかからないよう毎年検

討を行いながら職員採用も含めて行っています。 

 

市民 

 もう一つ聞きたいことがありますが、ゼロカー

ボンについて、電気とか節約ということ我々も取

り組み、で国も言っていますが、スキー場の電気

が煌々とついています。スキーのシーズンならわ

かりますが、夏も電気がついていました。市では

どうもできないのでしょうか。もう少し経済面を

考えないと、市民も考えているのだから考えてほ

しい。すごくもったいないような気がします。 

 

川上経済部長 

 すみません。聞いておりません。 

 

市民 

 富良野高校の跡地についてどうなるのか気に



 

なっています。 

 

近内教育部長 

 富良野高校が令和７年４月から緑峰高校と一緒

になるということで空くわけなのですが、道立学

校で道有地ということで現在まだどうなるのかと

いうのは道や道教委では決まっていないと伺って

います。我々地元の総意としては、教育関係で一

体的に整備を考えてほしいと要望しているところ

です。今後検討される中で地域要望を聞いていた

だけるようにしていきたいと思います。 

 

市民 

 副市長にお聞きしますが、新聞にも出ていまし

たが、６月の児童手当の支給が遅れたなどがでて

いました。担当者がって新聞にはでていました。

普通は誰かが管理した中でやると思いますが、そ

の管理についてお聞きしたいと思います。 

 

稲葉副市長 

 ６月の児童手当、この前の追徴についてミスが

あったと新聞に公表させていただきました。誰か

がということより根本的に何にミスがあったのか

ということを認めて、二度と起こらないようにす

るためにどういうことをしなければいけないのか

ということを都度確認させていただいています。

ダブルチェックなどチェック体制の強化をして再

発防止に努めたいと思っています。ミスは最小限

にして早めに対応し、市民の皆様にはなるべく迷

惑をかけないようにしたいと思います。 

 

市民 

 ミスはゼロにならないと思いますが、チェック

などをして減らせると思いますので、これから前

向きに検討してください。 

 

市民 

 ゼロカーボンについて、年々気温が上がってい

るのは身に染みてわかっています。昔は「いい雨

だな」と静かな雨がありましたが、最近は静かな

雨が降るようなことがなくなった。本州のような

大雨でまち全体が水没するようなこと、ここら辺

も水没するようなことが起きなくもない。その時

に私たちはどうしたらいいのか。避難場所は指定

されていますが、訓練もしたことがないし、実際

に災害が起きたらどうなるのかという心配があり

ます。ゼロカーボンと合わせて、気温が下がって

落ち着くならいいですが、そうならないと思いま

すので、ゼロカーボンもなんとなくわかっている

人はわずかと思いますので、もっとわかりやすい

説明をいただきたいのと、災害の対応を考えても

らいたいと思います。 

 

稲葉副市長 

 ゼロカーボンについては色々な機会で説明をさ

せていただきたいと思います。防災の関係につい

ては担当より説明します。 

 

関澤総務部長 

 市では、災害対応について自助、共助、公助とい

うことで市民の皆様にお願いをしています。市民

の皆様お一人お一人で災害に向けて準備をするこ

とはどういうことがあるのだろうか、地域で助け

合いができることはどういうことがあるのだろう

か、またそれらではカバーできないことを行政機

関でどのようなことがあるのだろうか、というこ

とを様々行っています。先日、防災ガイドマップ

を送らせていただきました。その中には市民の皆

様に準備をしていただきたいことも載せさせてい

ただいています。合わせてハザードマップも載せ

ています。この内容については市ホームページに

掲載されています。 

 各町内会単位で自主防災組織を作っていただけ

ないかとお願いもしています。共助の部分をどう

いった形で進めていけるのか。どう作るのか、ど

う活動していくのかという点について、出前講座



 

としてお邪魔している部分もありますので、地域

でも話題にしていただいて、町内会を通じて要望

していただくこともできるかと思います。 

 防災訓練の在り方について、地域の方が参加し

ていただくものもありますが、ここ数年はコロナ

の影響で開催できていませんでした。市として災

害が起きたらどのように対応するのかは机上では

ありますが毎年行っています。防災訓練全般につ

いて今後どのようにしていくのかは検討していま

す。まずは地域で話あっていただきたいのと、こ

ういったものを参考にしていただきたいと思いま

す。 

 

稲葉副市長 

 市には地域防災マネージャーという職員もいま

す。先日東小学校に防災訓練教室を行いました。

専門の職員もいますので活用していただけたらと

思います。 

 

市民 

 防災ガイドマップが宅急便で届きました。市の

広報とは別に夜届きました。町内会としてはいい

迷惑です。一回で配布できることを、私も仕事を

しているのでそんなにそんなにできないです。そ

れでなぜ宅急便で届けたのですか。 

 

関澤総務部長 

 広報紙とまとめるとボリュームがすごく大きく

なるところもあるものですから、それが負担にな

るのではないかということで分けさせていただき

ました。今、お話をいただいたように二度手間に

なるということをお聞きしました。私どもとして

は負担を少なくできないかと思って行ったことで

すが不十分な部分がありました。 

 

市民 

 なるべく広報とか配布物は一度にお願いしたい。 

 

 

５．情報提供 

AI オンデマンド交通の運行について 

～西野 SC戦略室長 資料にて説明～ 

 

市民 

 AI オンデマンドのお金の支払いはどのように

なりますか。 

 

西野 SC 戦略室長 

 お金の支払いにつきましては、こちらの車両に

乗っていただいて降りる時にドライバーの方にお

支払いいただく形になります。 

 

市民 

 樹海学校の近くにいる地域の方など、どんなに

遠くても近くても 300 円になりますか。 

 

西野 SC 戦略室長 

 利用いただけるのは市民であればどなたでも登

録できます。利用できる範囲というのは、市街地

50 か所の乗降場所から乗降場所までになります

ので、ここの移動であれば１乗車あたり 300 円と

いう内容になっています。範囲内で今実証運行と

いうことで考えています。 

 

稲葉副市長 

 他にご意見がないようですのでこの地域懇談会

を閉めたいと思います。閉会にあたり北市長より

ご挨拶を申し上げます。 

 

北市長 

 それでは６時半から８時 10 分過ぎということ

で、長時間にわたって、こちら側のテーマ、あるい

は情報共有ということで AI オンデマンドの関係

についてお話をさせていただきました。熱心にお

聞き届けいただき、まだまだわからないところが

あろうかと思いますが、今日全体の雰囲気を見て



 

感じたことが一つありまして、現場と我々行政側

の思いが、みんな目的は一つでみんなが便利に、

みんなが利用しやすいよう、あるいはみんなが活

用しやすいように、そしてそれぞれ町内会につい

てお手伝いいただいていますが、苦労が少ないよ

うに配慮しながら行っていますが、現場と行政側

の見ているところが違って目的が達成できていな

いと感じさせていただきました。それを埋めてい

くには、常に思いや意見を届けていただけたらあ

りがたいと思います。総合計画でも共創で市民の

皆さんと行政が一体となって、お互いに努力、協

力しながらまちをつくっていく、まちを魅力ある

ものにしていくという総合計画になっていますし、

それを実現できるのは、そういった動きかなと思

います。情報共有がいかに大切かということだと

思いますので、引き続き行政の方に皆様の考え方

を届けていただけたらとありがたいと思います。 

 今日のテーマにありました、ゼロカーボン、AI

オンデマンド交通、これらはただ単に利便性に、

あるいは環境にということだけではなく、地域の

魅力にもつながりますし、この制度を活用してい

くことで、今なかなか経済が落ち込んでいて、こ

れの回復の兆しが見えないところではありますが、

そういった経済の動きにもつなげていきたいとい

うところです。 

 一つのことをやるのに２徳、３徳とちょっと欲

張りなところはありますけれど、そういったもの

を成し遂げていかなければいけない、今の時代と

いうふうに思っています。それだけ時代の変化が

多種多様になってきていて、また急にもなってき

ています。そういったものを地域懇談会あるいは

地域の皆さんからのご意見をききながら、一つひ

とつ解決していきたいというふうに思います。 

 ぜひこの後も、引き続き行政と皆さんと協力し

ながら、まちづくりに努めて参りたいと思います

ので、協力をよろしくお願いします。結びになり

ますが、行政の大きな主題としては、やはり皆さ

んの健幸と、そして幸せを感じられるまちづくり

ということです。ぜひそういったものが、叶えら

れるように、また皆さんの一緒に幸せを感じられ

るように、皆さんのご意見をお待ちしております

のでよろしくお願い申し上げて、お礼のご挨拶に

代えさせていただきます。 

 

６．閉会  ～小笠原企画振興課長～



 

日時 10 月 18 日（水） 18:30～20:00 

場所 西地区コミュニティセンター 

参加者 25 人 

 

１．開会 司会～小笠原企画振興課長～ 

２．市長挨拶 

今日は西地区コミセンでの地域懇談会というこ

とで、北の峰の山も中腹まで白くなってまいりま

して、大変寒い中、そして夜分お疲れのところこ

のように大勢の方にお集りいただきましたこと、

心からお礼申し上げます。 

地域懇談会ということで、今回はテーマとして

ゼロカーボンの取り組み、そして情報提供として

AI オンデマンド交通の関係について説明させて

いただきます。どれも富良野市の将来にわたって

市民生活の安全安心、そういったものを支えるた

めの取り組みとなります。ぜひ、こういった事業

を今年から始めたばかりの事業ですが、まだまだ

改善、あるいは良いものにしていくため、皆さん

のご意見を聞かせていただきながら、充実した事

業にもしていきたいと思っておりますので、忌憚

のないご意見をいただけたらと思います。 

また、地域との意見交換で、富良野市の将来に

わたって住んでいる方が楽しく、健康で幸せを感

じられるようなまちづくりを進めさせていただい

ておりますし、それぞれの地域の中でこれまで少

し停滞気味でありました、コミュニティの再生に

もご尽力いただいているのかと思います。 

基幹産業の農業、観光においても課題が生まれ

た１年かと思います。そうした部分についてもご

意見をいただければと思いますし、新しい事業に

ついては意見交換の中でご報告させていただけれ

ばと思います。ぜひ今日の短い時間かもしれませ

んが、今日の地域懇談会が実りの多いものになり

ますよう皆さんにお願い申し上げ、開会にあたっ

てのご挨拶に代えさせていただきたいと思います。

どうぞよろしくお願いします。 

 

出席者紹介 

 ・稲葉副市長 

 ・関澤総務部長 

 ・西野 SC 戦略室長 

 ・山下市民生活部長 

 ・柿本保健福祉部長 

 ・川上経済部長 

 ・北川建設水道部長 

 ・佐藤教育部長 

 ・小笠原企画振興課長 

 

３．懇談会 進行～稲葉副市長～ 

ゼロカーボンの取り組み 

～石出環境課主幹 資料について説明～ 

市民 

 ちょっとお聞きしたいですが、今のまま 2100

年になったら、（気温が）４度ぐらいあがると説明

がありましたが、ちょっと湿った雪が降るという

ことでした。もっと具体的に教えてください。TV

では北海道では採れなかった魚が採れるとか、具

体的に富良野ではこういうことが起きますから、

ゼロカーボンに皆さんで協力してくださいという

例を教えていただけますか。 

 

石出環境課主幹 

 今、具体的に雪という部分で湿ったものが増え

るというのが一つです。あとは、道総研というと

ころと一緒にコラボしたセミナーで話がありまし

たが、農業の部分で今の雪解けが 1 カ月早くなる

ので、３月中には全部雪が溶けてしまう。そうな

ると一気に溶けるので、水分が一気にでるので斜

面傾斜地などでは土が流れてしまう。雪が早くな

くなってしまうので、十勝の方では今もあると聞

いていますが、春に砂塵が舞い、砂嵐が起きやす



 

くなるので葉っぱなどに付いて生育に影響がでる

のではないかと言われています。 

 

市民 

 富良野は農業と観光ですが、観光では何か影響

がありますか。雪がなくなるからスキー場に来る

人がいなくなるとか、野菜はちょっと作物が採り

づらくなるとか、こういったことがあるためにゼ

ロカーボンに向かっていくということですが、今

はゼロカーボンに対して説明がありましたが、こ

んなこともあるんだよ、だから皆さん協力ってこ

とだと思ったのですが違いますか。 

 

北市長 

 補足になるかわかりませんが、私の方から少し

お話させていただきます。今年の天候も言ってみ

れば温暖化、異常気象ということで片づけていま

すが、温暖化の兆候が表れた気候だったかなと思

います。そのような中で、影響を受けていること

なのですが、農業においては、当初温度が上がれ

ば北海道が寒いということから、お米の品種改良

を進めてきました。これだけ温度が上がってくる

と良い効果になるかと思っていましたが、結局温

度が高すぎて、そして雨が降った後も 35 度とい

う温度になると、農産物には病気が蔓延していき

ます。そのようなことで、ビートは病気がついて

糖度があがらない、お米も特Ａという品種が北海

道に３品種ありますが、収量はそこそこ取れてい

ますが、品質が一等米の割合が下がっている。あ

るいは玉ねぎも高温で畑の中で煮えたような状態

になっていました、病気とか消費地に着くと傷ん

でいるような現象が起きているようであります。 

 また、今もこの地域も熊や鹿の鳥獣害が問題に

なっています。熊が人里に出てくるのも高温のせ

いで、山のどんぐりが育たないという環境がある

ようです。自然もいわゆる温暖化の中で自然体系

が崩れているということで、生活の環境が変わる

のは動物だけじゃなく人間の環境も変わってくる

ということですから、例えば子どもたちにとって

は、勉強しやすい環境ということも今年の夏では

問題になったように、観光も本来だと北海道は涼

しいところというイメージがあって、夏の観光に

訪れていただいていたわけですが、これも本州よ

り暑くなってしまったら、そういった足も遠のく。

様々なところで想像できることは、今お話したぐ

らいのところもかもしれませんが、様々な影響が

でると思っています。ゼロカーボンを富良野で達

成して、地球規模の今問題になっているのが解決

できるかといったら、どれだけの効果があるかわ

かりませんが、人間として人類としてやはりこれ

だけの環境に負荷を与えてきたわけですから、そ

の改善に取り組むのは、効果以前に意識の中で高

めていかなければいけないと思っています。十分

な説明にはならないかもしれませんけれど、ご理

解いただければと思います。 

 

稲葉副市長 

 色々な例を含めながら、もっと具体的に皆さん

には説明をさせていただきたいなと思っています。 

 

４．地域との意見交換 

市民 

 自分はスキー場の近くでスキーに関わる仕事を

していますが、富良野は農業と観光だと、私は観

光についてお聞きしたいと思いますが、冬の観

光ってスキーリゾートにくるお客さんが大半だと

思いますが、スキー場は一つだけで、具体的に言

いますと北の峰のゴンドラは、かなり前からあり

ますが、今後どれぐらい使うことができるのかと

いうのが、スキー場のことなのでどこまで行政が

関わりを持つのかはよくわかりませんが、ただス

キー場だけのことではなく、停まったり、壊れた

りするとスキー場だけの問題ではなく、北の峰旅

館組合だけではなく、市内のホテルとか多くの観

光業に結構大きな打撃を与えると思っていますが、

その辺は何か把握していることはありますか。 



 

 

川上経済部長 

 スキー場のゴンドラ、あるいはロープウェイ

色々あると思いますが、やはり富良野観光にとっ

て冬の観光にとって、夏も使っていますが、スキー

場があるということが非常に誘客に繋がっていま

す。ゴンドラにつきましては、やはりかなり年数

が経っていることは感じていますけれど、プリン

スホテルの投資計画等に関わるのかなと思ってい

ます。少しお話をしますと、プリンス（西武）さん

が保有する国内の施設をどのようにしていくのか、

今後の計画・方針の中で検討した結果、施設を売

却し運営を継続する方法を選択する一方、富良野

プリンスホテル、富良野スキー場の所有を継続す

るとともに、全国３カ所、軽井沢、箱根、富良野に

重点的に投資を行っていく方向を打ち出していま

す。富良野市としてもプリンスさんと情報交換を

行いながら、施設に投資をしていただけるよう努

力していきたいと思います。 

 

市民 

 富良野にプリンスとして力を入れていくという

ことですが、北の峰の旧プリンスホテルがかなり

老朽化してきており、今後使うのかというのもか

なり怪しい状態で、かなり北の峰に対して力を入

れていない。あまり気にしていないような状況が

感じ取れると思います、そうなってくると本当に

北の峰のゴンドラ大丈夫かなと思います。市とし

てプリンスに投資をしてもらうことを願うという

ことが行政としてできることなのかもしれません

が、急に故障したりした時の打撃を考えると、北

の峰旅館組合とか商工会議所とかも含めて全体サ

ポート、まわりのビジネスをやっている人も北の

峰のゴンドラから恩恵を受けていると思うので、

それをバックする形で未来につなげられる方がい

いのかなと思いますがどう思いますか。 

 

川上経済部長 

 おっしゃる通りだと思います。それで、市長も

毎年、プリンス本社に伺って社長と意見交換や、

投資についてはお願いをしています。確かに施設

は老朽化していますが、しっかりと安全基準は満

たされていると思いますので、今のところは大丈

夫かなと思いますが、市としても非常に重要な観

光資源という認識ですし、今後も意見交換する場

面はありますのでしっかりと行っていきたいと考

えています。 

 

北市長 

 私の動きということでお話をさせていただきま

すが、プリンスホテル（西武）が固定資産の扱いを

決断する前、富良野のプリンスホテルを残してい

ただきたいということと、三大リゾート地を重点

とすると決定した後も、現在の会長、責任あるトッ

プの方とお話させていただきました。この後のプ

リンスホテルとしての投資、あるいはスキー場の

改善に向けても努力をしていただきたいというこ

とをお話させていただいています。スキー場のリ

フト、ゴンドラそういったものもありますし、北

の峰のプリンスホテルについても補修をかけて再

利用できるようにということで検討はされていま

したが、コロナで動きが止まった状態であります。

これが経営改善というか観光客の足も戻ってきて

おりますので、そういった中でプリンスホテルと

しても改善に向けた動きがあるのかなと思います。 

 また、富良野市としても北の峰のプリンスホテ

ルは、コクドが初めて富良野に入ってきて整備し

たもので、一つの象徴のようなものになっていま

す。この後、ご指摘いただいたようにプリンスホ

テルの方に伝えさせていただき、行政とプリンス

ホテルと連携しながら、地域の振興、発展などに

努力をしていきたと思っていますのでご理解いた

だければと思います。 

 

 

市民 



 

 今の関連で、私がプリンスホテルの総支配人と

話しをする機会があり、今プリンスのゴンドラ関

係では技術屋さんがいないということで、オペ

レーター、あるいは整備する方が確保できないと

いうような話をしていました。 

 ただ、まだ何人かのグループでやっているそう

ですが、今後人材を確保していかなければ極めて

難しいとのお話を伺いました。今このインバウン

ド関係でプリンスさんにはお客様それなりに来て

いるということでありますけれど、やはりコロナ

の影響や外資系のインバウンドが来られていない

というのが現状だそうです。ホテルの一部では営

業していないということをお聞きしました。ワー

ルドカップとはまで言いませんが、基軸となるよ

うなスキー場を運営とあるいは行政なりの支援と

いうものを、今後していかなければプリンスの存

続も難しくなっていくのではないかと思いますの

で、連携調整をしながら守っていただきたいなと

いうふうに思います。 

 そういった面で地域課題という部分で観光の話

がでましたが、北の峰を含めた観光振興計画がし

ばらく見ていないと思います。地域にいる中で北

の峰とまちなかとの連携をしながら観光をどのよ

うに捉えていくのかという新たに計画づくりが必

要になってきているのかなと。町内会でも戸数が

減少しているところで外資系が土地等を買収され

ながら、建物が建っていますが外資系で北の峰の

観光資源が成り立っていくのかとそうではないと

思います。やはり地元の手作りによる地域が受け

入れる。あるいは地域にある旅館組合等が受け皿、

そういったものを合わせて、観光振興計画を新た

に再構築していなかいと、これまでのような観光

の在り方では富良野は存続しないのではないかと

思います。日本国内人口の旅行客は相当減少して

いるということになれば、国際的な部分を見据え

た観光づくりをしていただきたいと思っています

のでよろしくお願いします。 

 

川上経済部長 

 過去には富良野市の観光振興計画があり、下部

に山部、東山などの地域振興計画がぶら下がって

いました。今、その観光振興計画がリニューアル

され富良野ビジョン 2030 という 2030 年に向

かってこういう観光地を目指していこうというよ

うなものを示した指針があります。それに向けて

今、富良野の観光地づくりが進められています。

北の峰は富良野市の観光の核となっていますので、

北の峰地域の将来目指すような姿も描いています

ので、その方向に少しでも近づけるようにしてい

るところです。 

 今、推進をする組織や財源について議論を行っ

ていますが、進めていく上は、推進母体とお金こ

の２つをなんとか工面していくような状況です。 

 

市民 

 寒くなってきましたので雪のシーズになります。

毎年除雪のことで町内の方からよく言われている

のは、だんだん除雪が手薄になってきているので

はないかということ。幅が狭いという町民の声が

結構くるので、その都度担当者に話をしています。

家の前にドンと置かれているという声も聞きます。

今年度は、その辺は大丈夫なのかなと、またあっ

たら市役所に行かせていただくのですが、その辺

をちょっと教えていただきたいと思って質問しま

した。 

 

北川建設水道部長 

 除雪につきましては、これから皆様に色々と協

力をしていただかなければいけない時期になって

います。決して手薄にしているわけではございま

せん。今の出勤基準は 10cm 積もったらというの

は変わっていませんし、どうしても雪を寄せてい

く作業になりますので、だんだん道が狭くなって

いくということがございます。そういった時は排

雪をかけながらやっております。色々な町内会か

ら連絡がきますので、私たちもパトロールをしな



 

がら、危険個所等を含めてやってはいますけれど、

お気づきになった時は、町内会を通じて連絡をい

ただいて、現地を確認させていただきながら対応

していきたいと思います。決して手薄ということ

ではなく、今まで通り行っているというのが現状

です。もっと言えば人件費や燃料代も上がってお

り、これからかかってくる費用も大きくなるだろ

うと予想していますが、そういった部分について

は予算を確保しながらきちんとやっていきたいと

いう風に思っています。 

 

市民 

 排雪は年２回ですか。１回ですか。昔は年２回

ぐらいやっていたのですが、ここ数年は年１回

ちょっとかなと。排雪の規定は何かあるのですか。 

 

北川建設水道部長 

 昨シーズンは、年２回市内全域を排雪していま

す。基準というのはそんなにありませんが、大体

お正月前に神社まわりから始め、雪を捨てる場所

までの道を確保するため、ダンプが通る道路を優

先的に排雪していきます。その後各町内会をグ

ルっと回って行っており、それが１月 10 日前後

になり大体２週間ぐらいで市内全域が一回りしま

す。その後雪の量にもよりますが、もう一回りを

同じ順序で行います。その他にも山部や東山など

農村部も回らせていただいています。雪の量にな

ると思いますが概ね 2 回と考えていただければと

思います。 

 

市民 

 排雪の日程は教えていただけないでしょうか。

教えるとみんな家から出すということで、大変だ

ということは聞いていましたが、そんなに思いっ

きり出さないので、排雪の邪魔にならない程度に

出すのであればいいのかなと個人的な考えですが、

その辺はどうでしょうか。 

 

北川建設水道部長 

 排雪につきましては、まず雪の処理について自

宅の雪は自宅で処理してくださいというお願いが

１つあります。朝５時ぐらいから除雪が回ります

が、その真っ暗な時にも実は出されている方が結

構いらっしゃいます。そうなると暗くて人がいる

と非常に危険です。そういった部分もあるのでま

ずは道路に出さないでくださいっていうのがまず

一つ。排雪についても同じように事前にわかって

しまうとどんどん家から出てきてしまうと、ダン

プ１台につきという契約になっているものですし、

今までは１日でできたところが１日半かかり、時

間だけがかかって、次の地域に行く時間が非常に

かかるということもあります。できる限り、排雪

については道路の雪を持っていって道路幅を広げ

る、または歩道の雪を処理するという部分で行っ

ていますので、その辺はご理解いただくしかない

と思いますのでよろしくお願いします。 

 

市民 

 排雪の関係で今聞きましたが、私は早くから家

の前を除雪しますが、その後に除雪が来てまた寄

せられるわけです。そういうことが結構ありまし

た。押した雪は持って行ってもらわないと困りま

すが、そういった苦情はありませんでしたか。 

 

北川建設水道部長 

 除雪の時間帯は幹線道路、通学路については朝

７時 30分までにあけるようにしています。ただ、

朝５時に行くところと７時に行くところがあり、

朝早く除雪をした後に、間口に置いて行かれてし

まうことになろうかと思います。二度手間になっ

てしまうかもしれませんが、そこだけ早く行くな

どはできないのでご承知おきいただければと思い

ます。あえて山にしていくようなことはないと思

いますが、何かの都合で動かせないような塊があ

りましたら連絡いただければ対応します。 

 



 

市民 

 市の職員採用についてお話をさせていただきた

いと思います。今の冬の除雪とも関係ありますが、

冬の除雪体制について、今年も委託で行われると

思いますが、問題は人手不足ですよね。運転手、オ

ペレーター関係等の確保が今年の段階でどうなる

のか。今後における課題として、従来の委託方式

一部直営でされていますと思いますが、行政側と

しても人の確保が必要ではないかと思います。 

 今、特に課題になっているのが、人材の確保の

問題、やはり技術系、あるいは保健師、保育士関係

など有資格者の確保をどんどん進めていかないと、

今後市民サービスに見合った職員定数がいなけれ

ばならないという時代がくると思います。そう

いった面で考えると、先々で採用しながら、財政

的なことはあろうかと思いますが、先を見通した

人材確保をすべきでないかと思います。方向性を

作られていると思いますが、考えを教えていただ

きたいと思います。 

 もう１点について、新庁舎ができて職員の皆さ

んも活発に業務が進められていると思いますが、

昔と比べると事務スペースの中で、職員対話、仕

事の連係プレイなどそういった行動はどういう場

で作られているのかなと。以前は会議室とかで

ミーティングをしながら業務を行っていたように

思います。今はパソコンなどで電子会議的なこと

が行われているかわかりませんが、職員の対話に

ついてどういうふうに体制が作られているのかな

と思います。職場づくり、人づくりが大切ではな

いかと思います。 

 もう一つには、新庁舎の駐車場について正門が

いつから供用開始になるのか、まだ広報等でも周

知されていないのでどうなっているのか。 

 

北市長 

 大きな意味での人材確保というところで、私の

方から少しお話をさせていただき、それぞれ部長

よりお答えさせていただきます。人材確保につい

ては、今までも中々雇用が十分に確保できていな

いということで、農業や土木については海外から

という状況も生まれておりました。しかしながら、

現状では、先ほどご指摘をいただいたとおり保育

士も足りない、あるいは農業のお手伝いをしてい

ただく方も十分じゃない、観光も先ほどご指摘を

いただいておりますが、観光事業に関わる方々も

雇用がなく、十分に事業展開ができていないとい

うのが今の実態です。 

 今年の春からこのことを重点課題として、雇用

確保に向けた対応を今検討しているところです。

民間の方からもご意見をいただきました。また、

庁舎内では行政としてできる方策ということで今

検討、内容精査のまとめを行っています。これら

まとめたものを民間の方々と意見交換させていた

だき、次年度に向けて対応できるものは、予算を

確保しながら対応していきたいと思っています。

人材確保というのは大きな課題となっています。

富良野市の産業構造も変えるのではないかという

ぐらい、重大な案件ですので、慎重にそしてスピー

ド感をもって対応していきたいと思っていますの

でご理解いただければと思います。 

 

関澤総務部長 

 市役所の人材確保について、現状は事務職員に

ついては概ね募集をした分については確保できて

います。ご指摘のとおり技術職については、募集

をしても応募がない状況もあります。そういった

ことについては、専門学校や大学などへアプロー

チしながら、富良野に来ていただける人を確保し

ようと、今努力しているところですし、職種によっ

ては前倒し採用を一部行っているところで、その

職種の人がいなければ業務が進まないということ

にならないように、確保できていないところはお

互いにカバーしながら進めているところです。皆

様にはご迷惑をかけないよう人材確保については

努めていきたいと思います。 

 もう１点、職員の会話について、イメージは以



 

前とそれほど変わっていないと自分は思っていま

す。１人１台パソコンが割り当たっていまして、

連絡調整とか意見交換などができる機能もあり、

距離が離れている職員とも連絡や調整が取れるよ

うな活用も今できています。仕事の部分で報告、

連絡、相談は当然変わっていませんし、重視をし

ているところです。不十分に思われることについ

ては、そう感じられないよう努力をしていかなけ

ればならないと思いますのでご意見として承りま

す。 

 最後に駐車場についてです。新庁舎に移行し、

旧庁舎を取り壊すことで昨年から行っています。

駐車スペースが十分に確保しきれない部分もあり

市民の皆様にご迷惑をおかけしているところです。

駐車場については、現在、外構工事を進めていま

す。工期については 11 月末、12 月１日から市役

所南側の駐車場100台以上停められるスペースが

開放できます。旧文化会館跡地も駐車場になりま

す。南側の駐車場について、いつから使えるのか

については、広報等でもお知らせしたいと思いま

すのでよろしくお願いします。 

 

稲葉副市長 

 駐車場について、間違いなく 12 月から使える

のですが、それを何とか少しでも早くできないか

というところで、正式に供用開始する日にちが確

定しきれていないので、工事の状況によってでき

るだけ早く使えるよう、わかり次第皆様にお知ら

せをしたいと思っていますので、もう少しご迷惑

をおかけしますけれど、ご理解いただきたいと思

います。 

 市の職員を採用しないのではなく、募集しても

職種によって応募自体がないという状況になって

いますので、先々をみて前倒しを含めて調整した

いと思っています。もう１点、対話については、対

面での対話とパソコンを使った対話、両方を使い

分けながら、連絡をしていますので、ご心配いた

だきありがとうございます。私も以前と変わって

いないと思っています。 

 

市民 

 職員採用については、前倒しを行っていかない

と一般職について、国家公務員も同じようなこと

を考え、地方公務員、北海道職員も同じことを考

えています。富良野市の職員定数が多くなるかも

しれませんが、頑張っていかないと本当に人が来

ないと思います。 

 職員対話についてはわかりましたが、私からみ

ると職員同士の話し合いがなかなか職場ではされ

ていないように見えます。タブレットを使うのは

わかりますが、やっぱり対面することで人の心と

いうのがわかりつつ、そこで仕事を覚えていくこ

とになろうかと思います。 

 

市民 

 鳥沼公園駐車場の裏にある花壇の淵にあるブ

ロックが落ちる。また、子どももそこに上がって

いることがある。以前にも市役所に伺いましたが、

予算がないから、予算が付かないからと言われた。

一つ 30 キロぐらいある石で土が半分ぐらいしか

かかっていないので危ない。話は聞いていますか。 

 

北川建設水道部長 

 崩れているという話は聞いています。作業をさ

せていただいている中でも見ています。少しずつ

でも手を付けていかなければいけないという認識

ではありますが、手が付けられていない状況です。

今シーズンがいいのか、おそらく来年がいいと思

いますが、モルタルにするのがいいのかも含め外

れない対応をしたいと思います。また、花壇につ

いても広くて、今まで管理している方も高齢化し

て管理が厳しいと伺っていますので、花壇の在り

方も含めて、地域とお話をさせていただきたいと

思います。 

 

市民 



 

 基本的なことで申し訳ありませんが、固形燃料

ごみは全て固形燃料にしているのですか。それで

どのように使っているのか。余っているならどう

使っていくのかとお聞きしたい。 

 もう１点は、老人クラブのことで役員のなり手

がいなくて解散しているところもある。行政とし

てどのように考えているのか。 

 

北市長 

 老人クラブについて、思いのことしかお話でき

ないかと思いますが、身近な老人クラブも会長の

なり手がいなくて解散しますという話を聞きまし

た。ただ、高齢者の方々や独居も含めて、コミュニ

ティの場が極めて少なくなってきており、老人ク

ラブのありようというのは非常に大切なものに

なっていると思いますし、老人クラブの活動で、

高齢者の方々が健康を管理していく、維持してい

くという役割にも繋がると思っています。仲間が

いて初めて楽しい人生をおくれることもあろうか

と思いますので、老人クラブの解散については残

念だと思います。強制して行う団体でもないと思

いますので、そのような答えにしかなりませんが、

そういうことないように行政に相談いただいた時

には、その相談に真摯に応えていきたいと思って

います。 

 

石出環境課主幹 

 皆様が日頃から分別していただいている黄色の

ごみ袋をぎゅっと固めて固形燃料にしています。

供給先は市外の熱を供給している会社とハイラン

ドふらのボイラーで全量使っている状況です。 

 

市民 

 現在、町内会の役員をしていますが、市からの

文書で返信が FAX でもとなっていますが、FAX が

ないので、返信封筒を入れていただければ助かる

ので考えていただけないでしょうか。 

 

市民 

 私もそれを感じています。パソコンやスマホも

持っている人がいますので、メールでの報告なり、

あるいは、町内会への連絡事項を掲示板みたいな

ものでお知らせしたりすることはできないでしょ

うか。FAX で送る、直接持っていくではなく、イ

ンターネットで市に届ける方法も一つあるのでは

ないかと思います。そういった改善をしてはどう

かと思います。 

 

稲葉副市長 

 市としては、色々な方法で受けられるようにし

たいと思いますし、今おっしゃったように FAX が

ない方もたくさんいらっしゃると思いますので、

例えばそういった場合は直接取りに行くとか、お

電話でも受け付けるなどもありますが、具体的に

どのようなものがありますか。 

 

市民 

 防犯灯もありますし、地域一斉清掃、子ども会

の有無、敬老の日関係もあります。FAX やメール

とかも使えないので、返信封筒があればシンプル

だと思います。役員の担い手もいないというのも

ありますのでよろしくお願いします。 

 

稲葉副市長 

 今、具体的なお話もいただきましたので、内部

でどのような形がいいのかを検討させていただき

たいと思います。 

 

５．情報提供 

AI オンデマンド交通の運行について 

～西野 SC戦略室長 資料にて説明～ 

 

市民 

 こちらのふらのりについては市民を対象にした

サービスだと思いますが、観光客について冬のハ

イシーズンだとタクシーが全然取れない状態で



 

40 分待ちとか、電話が繋がらないとか、繋がって

も対応できないなどが結構あります。タクシーが

利用できないことで観光客の流動を妨げて、さら

なる観光の妨げになっていることを把握している

のかという質問です。 

 

稲葉副市長 

 聞いていますし、タクシー会社や料飲店の方に

もお互いにいい方法を考えましょうという形で、

状況確認をさせていただいています。 

 

市民 

 前回の説明会に参加させていただいたのですが、

実際に動き出して、色々な問題が出た時に説明が

あるのか、聞きに伺った方がいいのか教えてくだ

さい。 

 

西野 SC 戦略室長 

 11 月１日から新たな取り組みで、まさに実証実

験の取り組みですけれど、何かそこに課題や問題

がありましたら、スマートシティ戦略室に問い合

わせいただければと思います。 

 

稲葉副市長 

 何かあれば直接スマートシティ戦略室に問い合

わせいただければと思います。 

 また、広報 10 月号にも掲載していますのでそ

ちらもご確認いただき、わからないことはスマー

トシティ戦略室に問い合わせいただければと思い

ます。 

 他にご意見がないようですのでこの地域懇談会

を閉めたいと思います。閉会にあたり北市長より

ご挨拶を申し上げます。 

 

北市長 

 限られた時間ではありましたが、こちら側の

テーマ、あるいは情報共有ということで熱心にお

聞きいただいたことに心からお礼申し上げます。

また、地域のご意見、あるいは考え方ということ

で、大変貴重なご意見もたくさんいただいたとい

うふうに思っております。検討が必要なもの、そ

して現場確認しながら対応していくもの、様々あ

ろうかと思いますが、できる限りスピード感を

もってこれら一つ一つに対応していければと思っ

ております。 

最後の AIオンデマンドの関係、タクシーの利用

というところで不自由もあるということを、ご指

摘をいただきました。今スタートするためのシス

テムということで、提案をさせていただきました。

このことについても、運行している中で何かあっ

たらどうなるのかとお話をいただきましたが、ま

さにそのご意見をいただくことで、このシステム

を改善し、より良いもの利便性の高いものに変え

ていくことも可能かと思っていますので、引き続

きご利用、そしてご理解いただいた上でご意見を

いただければと思っています。 

これから暮れに向かっていくわけですが、国で

は、物価高騰で電気など、全てにおいて値上がり

し、支出が増えるということから経済対策も検討

されているようです。これらが発表されるのは 11

月になってからかと思いますが、この政策を滞る

ことなく迅速に対応できるよう、12 月議会の中で

予算組みができるよう対応していきたいと思いま

す。これらについてもお気づきの点がありました

ら、ご指摘いただければと思っています。 

また、未来をつくろうということで、来年の予

算編成もこれから始まるわけですが、人が足りな

い、あるいは人口が減少し子どもが少なくなって

いると、様々な部分を解消していくためにも、ま

ちとして魅力を高めていくことが大切だと思って

います。シティプロモーションという新たな部署

も設けさせていただいています。そういった関係

についても、引き続き行政に皆様のご意見をお届

けいただければありがたいと思っています。そう

したことが富良野市の将来明るい、そして住みや

すい、住んでいてよかった、富良野に来てみたい



 

という方をつくる、そんな力にもなっていくのか

と思っています。引き続き、行政に対してご協力

ご理解いただきますようお願い申し上げ、今日の

懇談会、最後までお付き合いいただきましたこと

にお礼申し上げて、閉会の挨拶に代えさせていた

だきます。 

 

６．閉会  ～小笠原企画振興課長～



 

日時 10 月 20 日（金） 18:30～20:00 

場所 南コミュニティセンター 

参加者 18 人 

 

１．開会 司会～小笠原企画振興課長～ 

２．市長挨拶 

 夏の暑い時期を過ぎ、温度が下がってまいりま

して、今晩も雨が降っている中、そして温度も下

がった中ですけれども、お疲れのところご参集い

ただきましたこと、心からお礼申し上げます。 

 地域懇談会も４カ所目となり、それぞれの地域

の中にある課題等も、それぞれの立場からご発言

をいただき、今日を迎えているわけですけれど、

一つ一つの課題をクリアしていくことが、富良野

市の将来に明るい、そして幸せな、住んで良かっ

たと言えるようなまちづくりに繋がっていくかな

と思っていますので、本日の懇談会におきまして

もご協力をよろしくお願いします。 

 先ほどもお話しましたが、本当に暑い夏であり

ました。北海道全体でも 30 度を超える日数が 40

日あったそうです。異常気象ということで片づけ

られているところですが、これだけの日数、そし

て 35 度を超えるようなことが続くと、様々な問

題も起こしている今年の夏だったかと思います。

その一つとしてはやはり子どもたちにとって、教

育環境は、授業になる、ならないということより

子どもたちの健康管理も対応できるのかというこ

とを大変心配した夏でもありました。既に冷風扇、

保健室に冷房室クーラーなどの設置を進めていま

すが、これが例年続くとなれば、やはり抜本的に

きちっと対応しなければならいということを今検

討しています。行政としても、知事、全道市長会が

参加し、総務省へ暑さ対策を申し入れしています。

子どもたちの教育の場は、幼稚園、保育所、学童保

育センターなど様々な場所もありますし、高齢者

の施設も冷房の必要性が高まっていると思います。

これらを行政としても１日も早く対応していきた

いと思います。 

 農業も同じで、雨が降り、土が黒くなり、30 度

を超える日照があると土の中は 40 度を超えて作

物が育つ環境にはなくなってしまいます。暑いと

いうことで、豊作も期待していましたが、収穫し

てみると病気がついていて、痛んでいる。あるい

は温度が高すぎて成長が著しく阻害されていると

いうことで、今年の農業生産のトータルの時期が

近づいていますが、決していい方向ではないなと

思います。なんとか平年並みを確保と思っていま

すが、なかなかそこまではいかないかというふう

に思っています。間違いなく減少傾向にあるのが

玉ねぎ、あるいはビートなどは減少傾向になるの

かと思います。 

 また、観光においても、コロナが明けて人の動

きが出てきて、一時はコロナ前の 120％の入り込

みがあったと報告を受けています。しかしながら、

それが全て経済に繋がっているかというと、なか

なかそうでもないようです。それの主な原因は働

く人が少なくなっていて、ホテル、飲食も含めて

100％の稼働をするというのは難しいそうです。

したがって、人はいっぱい入ってきているけれど、

70％80%ぐらいの稼働ということで、経済に良い

影響を及ぼす効果には、まだまだ課題があるかと

思います。 

 今、何点か申し上げましたが、将来にわたって

不安な材料もたくさんあるわけですが、その不安

を解消するというのも一つですが、地域の皆さん

が１人１人声を掛け合って、その課題に向き合っ

ていく。そして、その課題に向き合っている姿勢

と行政が力を合わせてまちづくりを進めていく。

そういった中でこの大きな問題を解決する方法も

生まれるかと思います。本日のテーマゼロカーボ

ン、情報提供ということで AIオンデマンド交通に

ついて報告させていただきますが、地域の方々と



 

の意見交換も含め、忌憚のないご意見をいただき

ますよう申し上げ、開会の挨拶に代えさせていた

だきます。 

 

出席者紹介 

 ・稲葉副市長 

 ・関澤総務部長 

 ・西野 SC 戦略室長 

 ・山下市民生活部長 

 ・柿本保健福祉部長 

 ・川上経済部長 

 ・北川建設水道部長 

 ・佐藤教育部長 

 ・小笠原企画振興課長 

 

３．懇談会 進行～稲葉副市長～ 

ゼロカーボンの取り組み 

～石出環境課主幹 資料について説明～ 

 

市民 

 私の場合は朝７時までは電気をつけていますが、

晩の６時まではずっとつけていません。それと後

はテレビだけにして電気は完全につけていません。

それとガスは止めて、ポータブルのガスにしてい

ます。それと、灯油は 20L のタンクに入れていま

すが、あまり使わないよう厚着をして我慢してい

ます。 

 

４．地域との意見交換 

市民 

 私は今車に乗れているので、ハイランドに１週

間に３回行っています。自分１人なので、灯油、水

道を節約するため風呂は焚いていません。それで

ハイランドに行くのですが、年を取り車に乗れな

くなったらどうしたらいいかということで悩んで

います。友達を誘ってハイヤーで行くとかも考え

てはいますが、どうしたらいいでしょうか。 

 

柿本保健福祉部長 

現在、保健福祉部の取り組みとして、ご家庭に

お風呂がない住宅の方や、あっても単身の高齢者

でお風呂を維持するのが大変だということで、相

談にのり、やむを得ない場合は、毎日ではありま

せんが、ハイランドまで市のバスで往復させてい

ます。そのような状況やお知り合いの方でそのよ

うな方がいましたら、保健医療課に相談いただけ

ればと思います。 

 

市民 

 頼んだらすぐに回してくれますか。 

 

柿本保健福祉部長 

 ルートが決まっていまして、停留所まで来て

乗っていただいてハイランドまで行って戻ってく

るという形になります。先ほど申し上げたとおり、

公営住宅等でお風呂がない方、あっても単身でお

風呂を洗ったり、沸かしたりができないというご

事情がある方が対象になっています。まだまだ元

気で家族でお風呂に入れる方々は、そのバスをご

利用することができません。 

 

市民 

 何点かあります。１点目は農村花嫁対策ですが、

男性女性含めて教育についてです。男性に失礼で

すが、男性の教育が非常に低いと思っています。

学校を卒業してからの教育を徹底してやっていた

だきたいと考えます。 

 それから、富良野も人口減で２万人を切りまし

た。この対策について今後どのようにしていこう

かをお聞かせいただければと思います。 

 それから、富良野高校の跡地利用についてです。

緑峰高校と統合になりますが、新しい学校名がど

うなるのか、跡地をどうするのかをお聞かせいた

だきたい。 

 それから、普段墓地に行きますが、９線から墓

地に入る道路が非常に狭いです。大型バスは当然



 

すれ違うことができない。道路側溝が左右にある

ので難しいかと思いますが、高齢者が結構お参り

に行きますので、改良いただけたらと思います。 

 それから、ラベンダーについては完全に中富良

野に負けている。富良野もラベンダーに限らず、

スキーもありますので、もう少し元気づけられる

ものがないかなと思います。 

 それから旭川との高規格道路については、今進

んでいますが、いつごろに完成するのか予定をお

聞かせいただきたいと思います。 

 富良野旭川間は花人街道という有名なところ。

花畑も３カ所ぐらいあって、非常に立派ないい観

光地だと思います。そこに自転車専用道路があっ

てもいいかなと思います。 

 それから、近頃熊の事故が本州でもありました。

出没に対しての対策を。 

 それからこの人口減少に対して市議会議員の数

をもう少し考えてもいいのではないか。減らそう

ということではなく、どういうことがいいのかな

というところをお聞かせいただきたいと思います。 

 

川上経済部長 

 農村花嫁対策ということで、これまで広域の自

治体や、農協が独自でやっていると色々あったと

思います。その中で今パートナーを求める人を集

めにくいという状況にもありますが、イベント等

を重ねながら、なんとかマッチングするような取

り組みをしてきたところです。担当者に聞くと、

男性はすごく真面目で奥手、どちらかというと女

性の方が積極的だというような話も聞いています。

男性になんとか積極的になってもらえるよう働き

かけもしているという話もきいています。これま

で農村花嫁対策は、同じようなことを市と農協で

行っていましたので、一本化して効率よくしてい

く方向にと思います。 

 

市民 

 男性は結構奥手です。これをやっぱり積極的に

させるためには、学校卒業してからの、教育、ふれ

あい、そういうものを設定しなければ結婚にはな

らないので、協力的にお願いします。 

 

北市長 

 人口減少対策について、以前から移住・定住対

応や、移住・定住に繋がるワーケーションとして

富良野に来てテレワークで仕事ができるなど、関

係人口を増やしていくことから、移住・定住につ

なげていきたいと動いています。それと合わせて、

来てくださいだけでは、富良野に住む動機にはな

らないと思う。今年の４月にシティプロモーショ

ンとして富良野市にある魅力や資源の掘り起こし

や磨き上げできる部署を設置しました。富良野の

魅力を情報発信することで、そういうところなら

行ってみたいと、こんな魅力があるまちなら住ん

でみようかなという動機につなげていきたい。そ

のためには今住んでいる人たちが住んでいた良

かった、幸せを感じられるまちではないかと思い

ます。人口減はどこのまちも同じで引き合いだけ

では解決しない。加えて、若い方々が勉強しても

らえる環境、学校に魅力を持ってもらって他から

も通ってもらえる環境を整えるとご意見いただい

た部分は解消できるのではないかと思います。 

 

佐藤教育部長 

 新しい学校名について、現在統合準備委員会で

校名アンケートを実施しています。アンケートは

12 月 15 日までとなっています。 

 富良野高校の跡地利用については、まだ決まっ

ていない状況です。北海道が所有しているもので

すが、道教委から地元の利用について聞き取りも

あるかと思いますし、市としても教育に関する利

用がいいと考えています。 

 

北川建設水道部長 

 ９線から墓地に上がる道路のことですが、上り

と帰りの道を分けて、帰りは旧道から零号に抜け



 

られるようにして、看板も設置しています 

 

川上経済部長 

 花関係を含めた観光資源ですが、ラベンダーは

ワイン工場やハイランド、その他にも地域の方に

協力をいただき、国道沿いの花壇整備や観光協会、

建設業協会、北の峰の住民や観光課で観光客に楽

しんでもらえるよう花壇を整備しています。中々

花畑を増やすことは難しいですが、六花亭に季節

に合わせた花を整備してもらうお願い等を働き掛

けていきたいと考えています。新しい観光資源の

開発ですが、ロケ地のセットと合わせて富良野市

の環境の取り組みを紹介、富良野自然塾では、旅

行に来た方が木を植えて、旅行で発生した二酸化

炭素を削減するような新しい取り組みができてき

ています。他の分野との組み合わせで、新しい観

光資源を作っていきたいと思います。 

 サイクリングの関係も観光資源の一つになって

いて、数年前から富良野市だけではなく、広域で

サイクリング観光を進めています。コースを設定

したり、イベントを開催したり、道路にコースペ

イントしたりを行っていますが、道路の整備等で

ペイントが剥がれるなどの課題もあります。しか

し、富良野美瑛は非常にサイクリングには最適で

すし、海外の旅行会社にも、海外から来てサイク

リングをしてくださいと案内しています。ただ、

独自のサイクリングコースとなると道路や予算と

の兼ね合いもありますし、確かにサイクリング専

用レーンがあれば安全面なども確保されるかもし

れませんが、現実的な課題はあると思いますので、

既存のもので進めたいと思います。 

 

小笠原企画振興課長 

 高規格道路の関係について、ご承知のとおり現

在富良野道路のトンエルを含む部分が開通し、そ

の先の富良野北道路が工事を行っています。これ

が中富良野まで行き、その先の中富良野から上富

良野部分が、３月になって計画段階評価になった

と連絡がありました。そちらの工事も近年着手に

なろうかなと目途が立ったところです。合わせて、

東神楽の方についても、昨年全線舗装化され、両

方から工事を進めている状況です。ただ、全線開

通というところについては正直目途が立っていま

せん。時期については明確化されていないという

のが実情です。 

 先日は、美瑛町で道づくりフォーラムが開催さ

れ、関係自治体が集まり、国や道の関係者、国会議

員も招待し、早期の全線開通に向けて意識の醸成

を図ってきました。これからも国等に中央要望も

含めてしっかりと働きかけをしたいと考えていま

す。 

 

川上経済部長 

 農産物の鳥獣被害が非常に広まっています。熊

だけではなく、鹿など、色々な被害があり、今広

がっているのがアライグマです。また、熊の出没

も増えていますが、農村地域は警察署や担当課で

パトロールを行っており、必要に応じてハンター

の見回りも依頼しています。市街地での目撃情報

があった場合は、まず警察か市に連絡があります。

そこから警察と市担当者が現地にいって詳細情報

を整理し、地域や学校等、ホームページ、LINEな

どで周知がされます。同時に警察、農林課で夜間

のパトロールや翌日早朝パトロールをしています。 

 

稲葉副市長 

 市会議員の関係については、私たちの立場では

お答えできませんので、答えは控えさせていただ

きたいと思います。 

 

市民 

 ごみステーションについて、３～４年前に少し

幅を縮めて奥行きを深くしたら、設計図を出せと

言われた。結局は出さなくても許可は下りたので

すが、今回作るのに市推奨以外のサイズで作った

ら面倒くさいのかなと思っています。推奨サイズ



 

のもう一つ大きいサイズがあれば作りやすいのか

なと思います。補助金について、28,000円ですが、

小さいものでも 10 万円になります。大きいもの

をつくると 28,000 円の補助金では作れないなと

考えるので検討いただければと思います。 

 

石出環境課主幹 

 推奨サイズは３つありますが、それ以外の大き

さでも問題はありませんし、設計図も必要ありま

せん。補助金の関係についてもそのような声があ

りますので検討しています。 

 

稲葉副市長 

 補助金の関係については要望ということで承り

ました。 

 

市民 

 福祉バスの関係でお伺いします。老人クラブで

今の福祉バスを利用しています。日帰り利用は十

分できていますが、１泊２日の旅行に対しては、

２年に１度に制限されたようです。老人クラブで

も楽しみにしている人が多いので２年に１回しか

なければがっかりしてしまう。何とか１年に１度

福祉バスを利用できるようにしていただけないか

という要望です。 

 

柿本保健福祉部長 

 福祉バス事業について、予算の関係と各団体に

公平に利用していただくために、申し訳ありませ

んがこのようなルールにさせていただいています。

貴重なご意見をいただきましたので、どのような

形であれば少しでもサービス向上になるのかを考

えさせていただきたいと思います。 

 

５．情報提供 

AI オンデマンド交通の運行について 

～西野 SC戦略室長 資料にて説明～ 

 

市民 

 この前の説明会でも聞いたのですが、30 分前に

頼んでおいたが、年だから歩くのが遅かったり、

冬なので滑ったりした場合で間に合わなかったら、

完全にバスは行ってしまうのですよね。そして他

で頼んだ方がいたら、30 分とか 40 分遅れるかも

しれないと聞きました。時間までに行きたいとな

れば大変になるのではないかと思いました。 

 

西野 SC 戦略室長 

 地域説明会では時間に間に合わなかった場合に

どうなるのかという質問がありました。ふらのり

はその時間の先も予約が埋まっている場合もあり

ますので、申し訳ありませんが、その予約時間に

間に合わなかった場合は、この車両は行ってしま

いますので、説明会等では５分前には乗降場所で

待っていただくようお願いしています。 

次に、到着時間も電話でご案内します。今のＡ

Ｉの計算では乗り合いが発生したとしても 10 分

から 15 分程の遅れではなかろうかという計算が

されています。これは少し実績を積み重ねながら、

その誤差を少しでも縮めるような工夫もしていき

たいと思います。 

次に、車が１台しかありませんので、希望する

時間に既に予約が入っていればその時間に予約は

できません。希望の時間から２時間先までの中で

空いている時間をご連絡します。その中でもご案

内できる時間がない場合は、「条件に合う車両は用

意できませんでした」とご案内します。いずれに

しても私たちも初めての取り組みですし、どれだ

けの方が、どれだけの地域で、どれだけニーズが

あるのかまだ見えない部分です。こういった一つ

の実証実験という形で行いますので、その中で

様々なデータをとりながら、効率的で運行の良い

サービス提供を考えていきたいと思います。 

 

市民 

私は健康づくりで毎日ふらっとを利用させてい



 

ただいています。高齢者の健康づくりというので、

利用料金を少しでも安くしていただければという

希望です。 

 

稲葉副市長 

 これについては、ご要望として承ります。 

 この他、懇談会全体を通して皆さんからありま

すか。 

 

市民 

 今日、回覧されましたが、グループホームが閉

鎖するけど、説明会は行いませんと紙１枚で経過

についてきました。それか８月にも他のところも

施設を閉鎖しました。この先どんどんこういう高

齢者が増えていくのに、働く人がいないから閉鎖

するというミスマッチが発生しています。この解

決策をなにか考えていますか。私は高齢者をもっ

と利用したらいいのかなと思っています。元気な

高齢者がたくさんいます。高齢者をフルタイムで

働かすのは非常にきついですが、１時間とか２時

間とかシフトを組んで、上手に元気でいてもらう

と小遣いもかせいで、自分の健康のために生きて

もらう。そういう方式でうまくやっているところ

もあります。富良野みたいに顔の見える町だとわ

りとやり易いのではないかと検討してもいいので

はと思っています。 

 あと、空き家がかなり増えてきました。町内も

５件ぐらいあり、放置しているとゆくゆくは老朽

化して危険だからと公金を使ってやらなければい

けなくなると思います。それより早くその情報が

あれば、リノベーションするなり、積極的に住ん

でくれる人を探すなり、そういった方法をとった

方がいいのかなと思います。 

 あと、成年後見だと、死後後見などがますます

必要になってくる。富良野市でも合同墓を作って

くれたことはすごくありがたいと思います。死後

後見がしっかりしていないと生前後見と死んだ後

の後見で例えば財産の処分等を整理する等、京都

などでは市民後見人がやっていたりします。本来

は司法書士、弁護士がやりますが、富良野の場合

はそれだけでは生活ができないということで、ど

うしても親族後見や市民後見人にお願いするしか

ないのかと思います。そんな仕組みを作っていく

ことがすごく大事かと思います。 

高齢者が増えてくると医療だとか、予防だとか

健幸都市をつくるためには、その辺に力をいれて

いただきたい。市民としても手を取り合ってやっ

ていきたいと思っていますが、なかなか一朝一夕

には進んでいかない。今回のふらのりで、一つ光

明が見えたのかと。とにかくやってみないと何も

わからないので、やってみて不都合な部分を改善

していこうというのがスマートシティ戦略室の考

えではないのかと思います。 

この町に住んでいる人が一番大事だと思います。

市長のお話でもそれが一番大事、だから健幸都市

をつくろう、そのためには色々な政策があると思

います。市の職員も色々アイディアを出して頑

張っていると思います。市民の余っているパワー

も利用したらいいのではないかと思います。 

 

北市長 

 グループホームを含めて高齢者施設の閉鎖の関

係から少しお話をさせていただきます。８月に閉

鎖した施設については道の認可を受けていますの

で、市には閉鎖が決まりましたということでした。

その後、高齢者施設の全体の要望ということで市

役所に来ていただいた、様々な要望もいただきま

したが、閉鎖する前に相談いただければ、人の確

保など何等かの対応ができたのではないかと思い

もあります。今は人が足りなくて施設が閉まると

いうことです。もう一つの方は人が足りないこと

を、施設を合わせて働く人が働きやすくなるとい

うことで対応を図るということで、閉所になった

ということです。 

人を確保するための対策として、民間の方々か

らお話を伺っています。そして行政として人材確



 

保をどういった形で進めていけるのか、どういう

形が効果あるのかを検討しています。それを合わ

せて、民間の方々に行政の考え方を報告させてい

ただき、最終的に来年の事業で展開できるような

ものをつくっていきたいと進めています。 

 空き家対策については空き家の掌握はしていま

す。もう置いておくのには危険が伴うものについ

ては、行政も解体ができようになっていますので

そういった方向で進めています。ご指摘いただい

たように、活用できるところをどうやって活用し

ていくのか、生かしていくのかというところはま

だまだこれからの段階です。ただ、民間事業者か

ら、空き家をリノベーションすることで活用を

図っている事業所があり、富良野市でも事業展開

できないかと、ご提案いただいていますので、ご

指摘をいただいたように空き家対策を、移住・定

住の関係、あるいは子どもたちを富良野で学ぶよ

うな環境を作っていく。その場合には住まいも大

切になってこようかと思いますので、活用につい

てもこの後検討を進めなければいけないと思って

いますので、お気づきの点がございましたらご提

言いただければと思います。 

 それと高齢者の活用ということでご意見をいた

だきました。人材確保では様々な形を検討してい

ます。その中には、一つの方法としてまだまだ頑

張れる高齢者の方々に役割や出番を作ることも大

切なことになると思います。その中で検討させて

いただければと思います。 

 後見制度については社会福祉協議会と連携をし

ながら進めています。後見がなければ生活できな

い、施設の中でも対応ができないという方々もお

られますので、後見制度を充実させていく方向で

検討させていただきたいと思います。現況につい

ては担当より説明します。 

 

柿本保健福祉部長 

 成年後見制度は、法人後見として社会福祉協議

会の方が非常にご尽力いただいています。年々頼

りになる制度ということで活用される方が増えて

きています。これを社協が全部を見ることが将来

できなくなってくるかもしれないということで、

社協のスタッフを拡充するなどを視野に入れて検

討しています。市民後見となると現状は周知や研

修会など行っても、壁が高いのが実情です。もう

少し時間はかかるかと今は考えています。大きな

町ですら担い手がいないので、地道に進めていか

なければ市民後見を伸ばしていくのは非常に難し

いという考えです。 

 市民後見とは別に、社協では安心預かり事業と

か最後まで安心事業という事業も取り組んでいま

す。後見までではなく、亡くなった後自分の身辺

整理をどうしたらいいのだろうという相談には制

度としてのれるような状況になっています。 

 

市民 

 今から 10 年ぐらい前に富良野圏域で日常生活

自立支援事業、市民後見人と一緒にやりましょう

という話があった。富良野以外の社協は OK でし

たが、富良野だけ６万円の年会費払えないと言っ

て断られた。当時は道とかからも担当者がきて広

域でできたらモデル事業として非常にいいので富

良野でやりましょうとなっていた。それを今頃に

なって一生懸命社協がやっているなんて冗談では

ないと私は言いたいです。だから、成年後見だっ

て当時からやってくれていたらもっと進んでいた

と思う。死後後見もしっかりとできたと思います。

私のまわりにもたくさん後見が必要な方がいまし

たけど、みんな悩んでいます。 

 これからますますそういう情報は必要だと思い

ますし、子育て支援や福祉関係で特別支援学校の

誘致の話もありました。それからフリースクール

も欲しいという市民グループの人たちもいます。

それらを含めてもう少し人を大事にしてほしい

なって思います。 

 あと民生委員も各地区にいますが、足りていな

いのではないですか。民生委員の補助委員もいて



 

いいと思いますし、いないと情報収集だって届か

ないと思います。そういう話をしたら民生委員は

十分足りている。でも新聞ではなり手がいないと

なっていました。富良野はそんなに充足している

のかなと思いますし、高齢者に何か困ったことな

いかと回っているのかと知りたい。 

 

柿本保健福祉部長 

 社会福祉協議会へのご意見に関しては私からの

回答は控えさていただきますが、ご意見を賜りま

したので、社協にはこういう意見が市民からあっ

た旨をお伝えしたいと思います。 

 後見制度に関しまして、市の事業として成年後

見制度を行っており、社会福祉協議会に委託して

運営しているところです。 

 民生委員に関しては、全国的になり手がいない

という状況で定員を満たさないところが相当あり

ます。昨年 11 月に改選され、富良野は地域のコ

ミュニティがしっかりしていますので、おかげさ

まで定員は満たされたところです。定員の 55 人

で足りるのか足りないのかという点については、

民生委員の方々にはご自身の役割を十分発揮して

いただいております。 

 

稲葉副市長 

 こういう現状だということで、色々なご意見も

含めてご要望も含めて持ち帰りたいというふうに

思います。もう一度全体を通して皆様からござい

ますか。なければ閉会にあたり市長からご挨拶申

し上げます。 

 

北市長 

 それでは長時間にわたって、こちら側のテーマ、

あるいは情報提供を届けさせていただいたことに、

お礼申し上げます。また、意見交換ということで

大変貴重なご意見をいただきました。これらにつ

いて対応できるものについては、早速対応してい

きたいと思いますし、ご意見ということで伺った

部分につきましても検討を加えながら、実施でき

るもの、あるいは少し時間がかかる。色々とあろ

うかと思いますが、今日頂いたものを生かしてい

けるような体制で行政運営に努めてまいりたいと

思っています。 

10 月も中過ぎて、いよいよ雪の時期をむかえよ

うかというところです。高齢者の施設で色々な不

安のお話も伺いましたが、暮れに向けて不安も多

いのではないかと思っております。物価の高騰と

合わせて生活が大変になっているというのが現状

かと思います。国では、総理大臣が国の経済対策

ということを打つようです。どういうものかわか

りませんが、予算化していくのは富良野も 12 月

議会の中で予算確保をしなければいけないという

ことになりますので、遅れることなく 12 月議会

には提案できるような体制で、国の情報を捉えて

いきたいと思っています。お気づきの点があれば

ご意見をいただければと思います。 

不安な部分は様々あろうかと思いますが、不安

を一人で抱えるのではなく、地域の中でコミュニ

ティの中で発散をしていただく、相談をしていた

だく。そして地域の中で対応できないものは、行

政にご相談いただければ、行政がそれに対応する。

という形の中で、住み良い富良野をつくっていき

たいと思っています。この後、引き続き行政に対

するご支援、ご理解をお願いしたいと思います。

最後になりましたが、長時間お付き合いいただい

たことに心からお礼申し上げ、閉会の挨拶にさせ

ていただきます。本日は大変ありがとうございま

した。 

 

６．閉会  ～小笠原企画振興課長～ 



 

日時 10 月 27 日（金） 18:30～20:30 

場所 山部福祉センター 

参加者 27 人 

 

１．開会 司会～小笠原企画振興課長～ 

２．市長挨拶 

 今日は山部地域の地域懇談会です。雨が降り足

元が悪い中、お集りいただきましたことにお礼申

し上げたいと思います。山部地域の皆様におかれ

ましては、日頃から地域の振興発展に向けた取り

組みや経済に資する活動、様々なところで一生懸

命に活動いただいています。そのことが、富良野

市全体の振興あるいは発展にも繋がっているかと

思います。そうした意味では、この場をお借りし

て、皆さんの日頃のご尽力に感謝申し上げたいと

思っています。 

 11 月がもう目前という時期ではありますが、今

日は日中照っていると、ずいぶん雪虫が出ていま

して、量の多さにびっくりするところです。やは

り夏の温度の高かったということが、あの小さな

虫にも影響を与えているのかなと思います。今年

の暑さの中では、子どもたちの勉強する環境がど

うなのかという意見もいただいています。今まで

は、異常気象ということで、１年だけで済むので

はないかという思いもあったわけですが、今年は

30 度を超える日数が 40 日あったそうで、今後は

この高温で夏を過ごすのが当たり前になってきて

いるのかもしれません。そういった中では、今の

子どもたちの教育環境ということでお話をしまし

たが、寿光園など高齢者が生活する施設も含めて、

この暑さで健康を害することがないような生活環

境を確保していくことも、行政に求められる大き

な役割になってきたかなと思っています。 

 このように気候が変わり、あるいは時代が変わ

り、また技術が進歩するという中では、様々な変

革に挑戦していかなければいけない時代を迎えて

いるのかと思っています。山部地域の中でも、土

地改良事業は、この後展開するための協議が進め

られていますが、これも一つかと思っています。

さらに、今日のテーマでゼロカーボンの取り組み

に加えて、AI オンデマンド交通の運行も含めて、

足を確保していくことが町の大きな課題になって

います。AI を活用するというところが、新しい技

術、そして利便性を高めていく取り組みになろう

かと思っています。 

 今日の地域懇談会の中では、意見交換の時間も

ありますので、山部には高齢者の施設、学校、郷土

館もあるということで、様々な課題があろうかと

思います。山部地域から要望をいただく機会が後

日予定していますが、今日は大勢の皆さんから日

頃思っていること、感じていることをお伝えいた

だければと思います。短い時間ですが、有意義な

時間になりますようお願い申し上げて、開会のご

挨拶に代えさせていただきます。 

 

出席者紹介 

 ・稲葉副市長 

 ・近内教育長 

 ・関澤総務部長 

 ・西野 SC 戦略室長 

 ・山下市民生活部長 

 ・柿本保健福祉部長 

 ・川上経済部長 

 ・北川建設水道部長 

 ・佐藤教育部長 

 ・小笠原企画振興課長 

 

３．懇談会 進行～稲葉副市長～ 

ゼロカーボンの取り組み 

～石出環境課主幹 資料について説明～ 

市民 

 太陽光発電もいいのですが、そればかりが増え



 

ると景観的にあまり良い状態とは思わないです。

中富良野町の国道沿いに太陽光パネルの下に羊が

飼われているところがあります。あのような農業

とゼロカーボンの取り組み等、融合する形は素晴

らしいと思います。農家も高齢化が見られている

ので、あのような施設であれば、農地について従

業員を雇わず管理できるかと思います。そういっ

た活動をやってみてはどうかなと思います。 

 

石出環境課主幹 

 ありがとうございます。計画に少し記載してい

ますが、観光というものが大事な資源となってい

ますので、景観に配慮して太陽光を導入しようと

いうのがあります。基本的には農地とかではなく、

市街地で設置できるところにまずはということで、

建物に設置しようというのが一つです。今、ご意

見いただいた農業と並行して、その下で営農でき

るものがあれば、そういったものを合わせて行う

ことを今後検討していきたいと思います。 

 

市民 

 反対意見もあったかもしれませんが、庁舎を１

年早くなっただけで、少しでも安くできたという

ことで、その決断にありがとうございます。 

 ソーラーの関係で、ソーラーとは違う形で安価

にできるものがあります。自動車でも自動車

ショーでは電気で走るものばかりになってきてい

ます。電気パネルを廃線の後を利用するなども含

めて検討していただければと思います。 

 

稲葉副市長 

 ご意見として受けたまわります。 

 

市民 

 以前、リサイクルソングをつくりました。これ

は、富良野がごみのリサイクル率が１位というこ

とで私が作ったわけですが、富良野はそういう PR

が不足していると思います。このゼロカーボンの

歌をぜひ作りたいと思います。富良野からそう発

信をしていくといいと思いました。このゼロカー

ボンについて、説明を聞いて色々とある程度わか

りましたので、応援として、近いうちに作ってみ

たいと思います。 

 

稲葉副市長 

 今、富良野市のリサイクル率が 90％をキープで

きているのは、市民の皆さんのおかげだというこ

との宣伝が足りていないと理解しています。色々

なプロモーションで使わせていただきたいと思い

ますので、ご意見として賜りました。その後のゼ

ロカーボンの歌も期待して待っていますのでよろ

しくお願いします。 

 

市民 

 ゼロカーボンと言う前に、今何が必要かと言っ

たら、この地球上の汚れている空気を綺麗にする

ことだと思う。パネルを作るにも資材が必要、そ

の前に空いているところに木を植えて、空気を掃

除するというような市の考えをもってお金を使っ

てもらえたらいい。他の地域だとそのような取り

組みをしているところもある。環境整備の方が先

だと思う。電気電気と言っているがそれ以前だと

思う。補助金を使って木を植えるようにして空気

を綺麗にしましょう。 

 

市民 

 森林の整備というのが大事だと思っている。

やっぱり演習林も高齢林になっている部分も結構

あるようです。その辺は古い木より新しい木を植

えることで、吸収が増えてくると思うので森林整

備は大事になってくる。山部あたりは、木がたく

さんあり高齢林が多いので伐採しないといけない

のではというのが結構あると思う。古い木をいつ

までも残しても寿命があるので、やっぱり循環す

ることも考えて、古い木を切って新しい木を植え

るということも、今もやっていると思いますが、



 

これからもやっていただきたいと思います。 

 

北市長 

 ゼロカーボンの関係でお話しますと、炭素を出

さない生活環境を作っていくことと合わせて、今

ご指摘いただいたように、木や植物が炭素を吸収

することと合わせて、ゼロカーボンという生活環

境にしていきたいということですから、ゼロカー

ボンの取り組みの中にも木が吸収して空気を綺麗

にしていくということの目的は入っていますので、

ご理解いただきたいと思います。 

 合わせて、森林組合の活動も含めてお話ありま

したが、多くは高齢を迎えている山林があります。

この整備として、伐採の後きっちりと植林をして

いくことが求められているかなと思います。しか

し、それに中々手がついていないというのも実体

かなと思います。ただ、国は森林環境譲与税とか、

森林の再生に予算をつけていますので、それを活

用できるような制度も富良野市として持っていま

すので、それを活用して山を守っていく、そして

空気を綺麗にしていく努力を引き続き務めていき

たいと思っていますのでご理解いただければと思

います。 

 

４．地域との意見交換 

市民 

 来年の春には JR がなくなることはもう決定し

ています。これは前々からそういうことで議論さ

れていましたが、もう止むを得ない形です。そし

て来年の 3 月いっぱいで、Ａコープが閉鎖します。

これが相当年寄りは利用しています。その他にも

診療所が 11 月２日で今まで配達してくれていた

薬が配達できないということになっています。こ

れも深刻な問題で、皆さんが心配していることは、

診療所もなくなるのではという心配までしていま

す。AI オンデマンド交通のことですが、富良野市

街地で何十カ所もバス運行ということで停まるこ

とをやりますが、富良野は自分の家を出たらお店

がいくらでもある、病院もある、薬局も、スーパー

もある。ところがこの郡部田舎の方はないので今

後この足をどうしたらいいかと考えていますか。 

 

北市長 

 それぞれ大きな課題ということで、３点ほどご

指摘をいただいたと思います。 

 １点目のＡコープの閉鎖の関係ですけれども、

これについて行政で閉鎖しないで続けていただく

ような意見を出すのは中々難しいと思っています。

閉鎖されることで、対応が求められる部分につい

ては地域の方々と協議を重ねながら作っていけれ

ばと思っています。どのようなものが作れるかと

いうものは今即答できるものはありませんけれど

も、地域の中でご協議をいただき、必要とされる

もの、どんなところが必要とされるのか、どこま

で行政が応援できるのかというところで、この後

お話合いで進めていければと思いますし、山部振

興会としても捉えていると思いますので、役員の

方々ともご相談させていただければと思います。 

 診療所の関係ですが、詳細な部分については担

当からお話しますが、薬を配達していただいてい

る人がいなくなるということで、対応できなくな

るという話を伺っています。ただ薬の配達ができ

なくなるから山部診療所がなくなるということに

は繋がりませんので、それはご安心いただければ

と思います。それを担っている先生がどうしても

見つからないとなった時は、今心配されているこ

とも出てくるかもしれませんが、それ以外のこと

で診療所がなくなるということはないのでご安心

いただければと思います。 

 足の確保についてですが、JR は来年の３月でな

くなります。ただ、それに合わせて路線バス、ある

いは地域を走るバスというものを乗務員等も含め

て対応しています。JRがなくなったことで不便を

おかけするということは何とか解消できるかなと

思っています。ただ、将来的にそのままの形でい

いのかどうかというのは、また地域の方々と相談



 

しながら決めていければと思っています。この後

に情報提供ということで、オンデマンド交通も検

討していますが、これもご指摘いただいた社会的

に立場の弱い方々の足を確保し、どうやって確保

していくのかということが始まりですから、これ

に加えて、地域でどういう交通体系を持つのが適

当か、望まれるのかというようなところで話し合

いを進めていきたいと思っていますので、ご理解

をいただきたいと思います。 

 

柿本保健福祉部長 

調剤関係の経過から説明させていただきます。

皆さんご承知のとおりドロップ調剤薬局さんにお

いては博友会さんの頃から、特別なご配慮で薬の

無料配達と集金をしていただいていました。この

たび、10 月６日に、協会病院からドロップ調剤薬

局さんの薬剤師が退職することにより診療所の薬

の配達が 10 月末でできなくなると伺いました。

10月 10日にドロップ調剤薬局担当者に状況を確

認した結果、11 月８日から薬剤師の退職に伴い、

配達ができなくなる。それまで診療所に来ない患

者様に対しては、ドロップ調剤薬局さんから直接

個別に連絡をすると連絡をいただきました。私ど

もの対応としては、10月 11日に市内調剤薬局 12

カ所に山部診療所へ薬の配達について打診しまし

た。また、診療所を通じて患者さんへの現在の状

況について周知を図り、概ね通院されている方々

にはお知らせを終えています。現在、数カ所の薬

局において宅配便による当日配送、集金は可能と

の回答を得ています。患者の皆様には送料等のご

負担をお願いすることになると思われますが、何

卒ご理解いただきたいと思います。私どもにとり

ましても急なことで、期間があまりありませんが、

協会病院と連携して 11 月８日以降の体制を整え

て、患者の皆様に混乱が生じないよう取り組んで

まいります。 

 

 

市民 

 薬のことですが、送料を負担していただくとい

うことですが、どの程度の料金を想定しなきゃい

けないのでしょうか。 

 

柿本保健福祉部長 

 ２～３カ所の調剤薬局で対応できると聞いてお

りますが、送料が 600 円程度。それと代金支払い

の方法によって異なりますが、代金引換になりま

すと手数料が 400 円程度かかります。薬代の他に

送料と合わせて1,000円ぐらいのご負担になろう

かと思います。振り込みになりますと。金融機関

の振込手数料が別途かかるようになります。 

 

市民 

 仕方がないのかもしれませんが、結構な負担増

になるということで、薬代より配達料の方が高く

なるような場合もでてきて、年金で生活している

方々が相当厳しい状況に置かれると考えられます。

なんとか手当ができるようであれば手当をしてい

ただけるような方策を考えていただければと思い

ます。 

 

稲葉副市長 

 何ができるのかということも含めて、色々な面

で検討させていただければと思います。 

 

市民 

 私も高齢者になってきていますので、先のこと

を考えた中で、やはり交通の便とか病院とかを考

えると山部にいて不便だからどうしようかと不安

になってきます。そういう不安を取り除いていた

だきたいなと思います。来年は JRもなくなる、農

協もなくなり買い物もできなくなる、病院に行く

のも大変になる。今は車があるので交通手段があ

るが、いずれは自分も車を運転することができな

くなり、免許を返納しなければならなくなる。そ

うなると交通手段が一番大事になってきて、自分



 

のことを守るためにはそういうものがなければ、

この地域に住んでいられないということもあると

思います。その辺を色々と考えて、今後山部をど

うしていったらいいか、住民が住みやすい、人口

も減らない、若い人も入れるようなまちを作って

いただければと思います。 

 それと、山部中学校が統合になり、中学生が路

線バスで通っています。当時どのような話し合い

があったのかわかりませんが、来年は JR が廃止に

なると、路線バスを一般客や高校生も利用するこ

とになります。今でさえ中学生はストレスを感じ

ながらバス通学しているのがもっと感じるように

なると思います。そういうストレスをなくすため

にはスクールバスなどを用意していただければと

思います。今は 15～20 人がいると思います。市

街地の生徒は学校が終わるとすぐ帰れるが、山部

の子は早く終わっても学校で待ってなければいけ

ない。親に電話して迎えに来てもらうとそういう

負担が増えています。中学生はまでは、終わった

らすぐに帰れるといった、同じような対応をして

ほしいと思います。その辺を再度考えてスクール

バスと検討していただきたいと思います。 

 

北市長 

 調剤薬局のことから地域の心配ごとを解消して

ほしいということになってきたのかと思います。

学校の関係については教育委員会の方から説明を

させていただきます。 

調剤について、これは制度として全市的に使わ

れているものです。病院の後、調剤薬局に行って

待っている時間がない場合に、多少費用は掛かり

ますが、送ってもらった方がいいという方が利用

しています。こういった宅配の制度を使っている

方は市内にも何件もあると思っています。そう

いったことからすると、山部だから、診療所だか

らというところで宅配に関して支援ということに

はならないかなと思っています。公平性を確保し

ながら努めていきたいと思います。加えていえば、

生活のしにくさというのはどこにでもあるのかな

と思います。そういった不便さをなくしていくこ

とが、住んでいて良かった。あるいは富良野に住

んでみたいと思われるようなまちをつくっていき

たいと考えていますし、努めさせていただきます。

ただ、それを実現していくには、住んでいる方々

の協力もなければ難しいかなと思います。行政だ

けでできることではないと考えておりますので、

山部の抱えている課題を住んでいる皆さんとお話

合いをさせていただき、どういった方法がいいの

か、その方法を作っていくには、行政は何ができ

て、住民の皆様にはどんな協力をしていただかな

ければならないのかという話し合いを進めていけ

ればと思います。 

 

近内教育長 

 中学校の統合について、経過はご存知のことか

と思いますが、一つは子どもたちが少なくなって

きていることによって、先生方が少なくなると、

子どもたち同士の学びが損なわれつつあること。

もう一つは専門的な先生の確保ができなくなると

いうことが発端だったわけです。もう一つは部活

動の問題、これは可能な限り子どもたちのそう

いった機会を提供していきたいということです。

そういったところが、統合の主な要因だったわけ

ですが、そういった中で当然通学についてスクー

ルバスがいいのか、路線バスがいいのかご意見を

いただき、路線バスを使っていただいているとこ

ろです。ただ、どんどん状況が変わっている中で、

実態を踏まえながら、どうしたらいいのかを継続

して、子どもたちからも意見を聞きながらやって

いきたいと思います。もう一つは、バスの待ち時

間について、学校には居場所を確保するように話

をしています。上手く利用して勉強なり、何がで

きるのかも含めて、継続して調査をしながら、子

どもたちに負担がかからないように努めていきた

いと思います。 

 



 

市民 

 当初、合併になるのは、子どもたちが競い合い、

大勢の中で勉強をすることは大変いいことですが、

どこの地区でもスクールバスは走らせていたはず

です。山部の場合は保護者が路線バスに乗って通

わせるというふうに決めたのですか。 

 

稲葉副市長 

 経過として、誰が言い出したのかはわかりませ

んが、路線バスだと朝行くときも問題ないし、帰

りも何便かあるので部活をする子もしない子も対

応できるということで、路線バスで通うことに異

論はなかったです。 

 

市民 

 自分は他の地域ではスクールバスで学校まで

行っているのに、山部はなぜスクールバスがなく、

バス停で待っていたり、雨が降っていたら親と車

で待っていたり、不思議に思っていました。 

 それともう一つ、小学校のスクールバスで道路

１本隔てたら乗れませんというのはなぜですか。

バスに余裕があるから乗せてあげたらいいと思い

ます。 

 

佐藤教育部長 

 学校のスクールバスの運行については、２月か

ら３月にかけて翌年度の運行経路というのを学校

や父母と話をして決めています。具体的にどこの

地域のことなのかわかりませんので詳細を確認し

ながら進めさせていただきたいと思います。 

 

市民 

 うちに 90 歳になる母親がいます。病院につい

ても１回に半日で帰れる距離にあって大変ありが

たいと思っています。北見の病院の話を聞きまし

た。病院経営はどこも大変な状況になっていると

想像します。おそらく、富良野圏域も同じような

状態であろうかと思います。協会病院のような中

核病院がある状況を、ぜひ地域で考えて維持して

いただければと思っています。 

 

北市長 

 センター病院の関係については、大変ありがた

いお話をいただいたと思います。今、中々医師の

数が揃わないという中で、待ち時間が長いなど

色々な意見もいただいています。ただ、現況とし

ては、医師確保のため制度をつくっていますし、

病院に対しての支援も行っています。最近では、

院長とも相談して、より医師を確保していくとい

うこと。総合内科医の医師を確保していくことで、

今センター病院が担っている２次救急、あるいは

入院なども充実していけるということです。現況

よりも病院機能を上げていくためにも、医師の確

保が必要ということで、旭川医大と連携しながら、

医師の確保ができる体制を行政としても作ってい

きたいと思っています。いずれにせよ、地域の中

核になる病院だと思っています。病院がないとこ

ろに人は住めないわけですから、よりセンター病

院の機能を高めていくために努めていきたいと

思っています。 

 

市民 

 旧山部中学校の跡地に企業誘致されたと思いま

すが、現在の進捗状況はどうなっていますか。 

 

川上経済部長 

 山部中学校跡地のウイスキー蒸留所建設につい

てですが、東京の民間会社がウイスキー蒸留所の

建設を今検討しているという状況になっています。

民間企業のことですので、あまり細かいことは言

えませんが、進捗状況だけ申し上げますと、ボー

リング調査が終わって、建設のタイミングを見計

らっているという状況になっています。何度か市

長と社長が意見交換を行っていますし、経済団体

の方を中心に市民ツアーで厚岸に視察に行ってい

ます。そのような状況ですが、今資材の高騰など



 

色々な課題があり、蒸留所の建設を見計らってい

る状況です。課題もいくつかありますので、それ

をクリアできるよう今準備をしているというふう

にお聞きしています。また、貯蔵庫については、蒸

留所より先に建設することを前向きに検討してい

るとお聞ききしています。 

 

北市長 

 行政として、企業誘致というのは大きな課題で

すし、この山部地域を選定させていただいたのも、

地域の経済に貢献できるのではないかと考えまし

た。今説明があったとおり、物価高騰などの動き

があって、蒸留所の建設まで一気にいけないとい

うのが現状かと思います。しかしながら、貯蔵庫

を建設したいと作業が進んでいるようですので、

少し時間はかかっていますが、皆さんが期待して

いるものに応えていけるかなと思っています。 

 

市民 

 企業誘致されることは幸いですが、そこに建物

が建つことで、山部の町から見える芦別岳が見え

なくなるような建物は建設されないよう願ってい

ます。 

 

稲葉副市長 

 それほど高い建物ではないですので大丈夫だと

思います。 

 

市民 

 余市のような観光地になるのか。 

 

北市長 

将来的には製品の展示するところや工場見学が

できるようにしたいと考えているようです。厚岸

の施設がそのようになっています。海のウイス

キーと山のウイスキーということで富良野を選定

いただき、原材料も地元産の麦を使うようなこと

も考えているようです。 

 

５．情報提供 

AI オンデマンド交通の運行について 

～西野 SC戦略室長 資料にて説明～ 

 

稲葉副市長 

 これから発展していく可能性がありますので、

まずはスタートさせてみようということになりま

す。実際に運行してみて波及できるかもしれませ

ん。まずはやってみようというスタンスですので

ご理解をいただきたいと思います。 

 

市民 

 将来的には、東山や山部などもこれを利用して、

乗り換えなしで行けるようになるのか。 

 

稲葉副市長 

 それを含めて検証させていただきたいと思いま

す。ただ、路線バスは通っていますので、東山から

これを使って富良野までというのは考えていませ

ん。あくまで路線バスに乗り継ぐようなパターン

でできればと考えています。コミュニティカーを

使って路線バスに乗って富良野まで行くというの

もあると思いますので、どういう形がいいのか

色々と試行錯誤させていただきたいと思います。 

 

市民 

 予約が 30 分前でも OK というのは素晴らしい

こと。これが１時間前だと時間が空きすぎると思

う。 

 

市民 

 以前、寿光園に路線バスを回すことができない

のかと質問を受けたことがあります。寿光園から

病院に行く人は多いのでそういったことも視野に

入れていただきたいと思います。 

 

 



 

北市長 

 路線バスで繋ぐのか、コミュニティバスを創出

して繋ぐのか色々な方法が考えられると思ってい

ます。今後地域の方々と協議をさせていただきな

がら決めていきたい、進めていきたいと思います

のでよろしくお願いします。 

 

市民 

 コミュニティカーについてちょっとお聞きした

いですが、これから老人とか、足が悪くてバス停

まで行けないとか、買い物に行けないとかがある

ので、コミュニティカーで山部から乗り合いで富

良野まで行くとかは考えていませんか。 

 

稲葉副市長 

 皆さんで乗り合わせて富良野に行くということ

ですが、幹となる路線バスにどのように枝として

繋がっていくということを考えていますので、今

のところはまっすぐ富良野までということは考え

ていません。バスと共存しながらどのように幹と

枝を繋ぎ合わせて乗りやすい状況にするのかを考

えさせていただきたいと思います。 

 

市民 

 そうすると足の悪くてバス停まで行けない人は

タクシーで移動するということになるのか。 

 

稲葉副市長 

 外出支援のタクシーもありますのでそちらを利

用することになると思います。 

 

市民 

 年金生活者はつらいですよね。 

 

稲葉副市長 

 外出支援のタクシー券なども含めて制度があり

ますので、補助できる分については補助を行いま

すが、基本的にふらのりもそうですが、ドア to ド

アはタクシーを利用することになります。タク

シー券については介護保険法で該当する方には助

成しています。 

 

市民 

 山部の場合はタクシー券が2,000円だと思うが、

町中から診療所までは2,000円かからないと思い

ます。券はおつりがでないので、分割できるよう

な券を発行できないでしょうか。 

 

柿本保健福祉部長 

 JR やバスなど公共交通機関を足が悪いなどで

利用できない方を対象にしています。山部を

2,000 円に設定しているのは、それぞれ距離とタ

クシーと料金を合わせた単価としています。山部

の診療所までは山部地域のコミュニティカーを利

用いただいていますので、外出支援のチケットは

利用されているケースはないと思います。 

 

市民 

 今、山部にコミュニティカーがあると聞いたが

そういうものがあるということはちょっとわから

ない。コミュニティカーという名称では理解して

いないので、どういうものなのか説明してくださ

い。 

 

山下市民生活部長 

 診療所への通院利用のためのコミュニティカー

が走っています。利用している方も大勢いますし、

広報もしているところです。車は富良野タクシー

を利用しています。山部支所で申し込みをしてい

ただいて、利用方法は利用する日の前日に予約を

していただくことになります。１回 100 円となっ

ております。以前から山部地区のコミュニティ

カーとして運行しており、東山地区のコミュニ

ティカーとは運行形態が違います。 

 

 



 

市民 

 コミュニティカーとしての認識がなかったもの

で、介護タクシーや福祉タクシーという認識でし

た。現在、山部地区総合振興協議会で山部地区の

コミュニティカーが必要だということで、皆さん

からご意見いただく中で、喫緊の課題として話を

している部分があります。山部地区の議員の方に

もお手伝いいただきながら、どういう方法がいい

のかどうすれば運行できるのかを含めて、今調査

研究をしているところです。我々としては、スクー

ルバスの代わりに路線バスを使っている、スー

パーがなくなり買い物難民がでるのではという心

配もあり、山部から富良野に行ける方法がないの

かと思っている。今のコミュニティカーでは山部

から出ることができないということで、自分たち

ももう少し勉強しないとどのような方法がいいの

かもわからないのが実情です。行政でもオンデマ

ンドが増えている状況だと思いますが、その中で

も何が駄目で何がいいのか、どういう方法をとれ

ば皆さんの希望に沿うことができるのかを、もう

少しお互いに共通の課題として、これから研究し

ていきたいと思います。市の方としてもどういう

形ならお手伝いできますなどの指針があれば、自

分たちとしても調査研究する指針になるかと思い

ます。 

 

市民 

 コミュニティカーは人を運ぶものですが、全国

的には荷物などバスを使って運ぶなどが始まって

いますよね。色々な関係機関の許可をとらなけれ

ばいけないと思いますが、コミュニティカーで薬

の配達なども可能ではないかと思うので、色々と

検討してみてください。 

 

稲葉副市長 

 先ほど会長からあった指針というものは、今は

ありません。皆さんと協議をさせていただきなが

らつめていくしかありません。他地域の事例はお

話をさせていただきます。色々な選択肢を探りな

がらやっていかなければいけないと思っています

ので、ご意見ということで承りました。 

 

市民 

 南町９町内の元教員住宅等が５件ありますが、

いなくなって何年か経ちます。それで環境衛生的

には、市から年２回草刈に来ていただいています。

売りに出すと広報にでていましたが、一括でしか

売らないとなっていました。住宅も古いし、山部

地域などで売れないと思いますし、何年かかかる

かなと思います。 

 

関澤総務部長 

 競争入札という形で２回お知らせをしました。

直近２回目の競争入札で応じていただける方がい

ました。今、売買契約の手続きをしているところ

ですのでご理解いただきたいと思います。 

 

市民 

 JR 山部駅を壊すようなことを言っているので

すが、どういうことで壊すとなっているのか。 

 

小笠原企画振興課長 

 JR 山部駅の今後についてですが、今のところ私

どもも駅舎を壊すということは聞いていません。

かつ、JRとの意見交換の中で、駅の今後どうする

のか、考えを聞きましたが、JR としてもまだ取り

壊す予定はないそうです。屋根が落ちたり、傷み

が進んで危険な状況となってくれば取り壊すこと

もあるとは思いますが、今のところは廃線後もす

ぐに壊すということは一切考えてないという答え

でした。 

 

稲葉副市長 

 もう一度全体を通して皆様からございますか。

なければ閉会にあたり市長からご挨拶申し上げま

す。 



 

 

北市長 

 長時間にわたって、熱心にこちらの情報提供も

含め、テーマについて説明をお聞きいただきまし

たこと心からお礼申し上げます。また、地域の課

題ということで、多岐にわたるご意見もいただき

ました。かなり難しい課題もありますが、多くは

地域の方の足をどうやって確保するのかというこ

とが中心になったのかと思います。これはどこの

地域も大きな課題になっておりますし、市街地か

ら始まりましたが、そういった意味ではその足を

確保するところの第１弾として、AI オンデマンド

交通ということです。地域の皆さんと、またお話

をさせていただきながら、皆さんが思っているコ

ミュニティカーの運行に繋げていければというと

ころです。 

 いずれにせよ、今回の地域懇談会は未来をつく

ろうおということであります。時代が変わる、あ

るいは気候環境が変わる、そして技術が発展して

いくということでありますから、好きとか嫌いと

かではなく、世の中が変わっていくのが必然に

なっている部分もあります。その必然の部分が

いってみれば AI に代表されるデジタルというこ

ともあるのかもしれません。そういう時代になっ

ていく、世の中が動いていくということを理解い

ただき、それを取り組むということも、生活を変

えていくということが必要かなと思います。 

 電話はダイヤル式でしたが、それがいつの間に

か持って歩ける電話になって、今はスマホです。

まさにコンピューターを持て歩いているようなも

のになっています。このように必要とされるもの

が、どんどん出てくればそれに合わせて世の中、

社会が変わっていくということでありますから、

そういった感覚も持ちながら、振興発展させてい

ただければと思っています。前段申し上げたとお

り、皆さんと協力しながら、地域を作っていくと

いうのが行政の役割でもありますので、地域の意

向、あるいはお考えというものを行政に届けてい

ただければありがたいなと思っています。 

最後になりますが、長時間ご協力をいただきま

したことに心から感謝申し上げて閉会のご挨拶に

代えさせていただきます。 

 

６．閉会  ～小笠原企画振興課長～ 



 

日時 10 月 30 日（月） 18:30～20:00 

場所 麓郷集落センター 

参加者 32 人 

 

１．開会 司会～小笠原企画振興課長～ 

２．市長挨拶 

 夜になると少し寒くもなってきましたけど、そ

のような中本当に大勢の皆様にご出席をいただき

ましたことにお礼申し上げます。また、地域の振

興、行政の推進ということで平素からご協力をい

ただいていることにも、重ねてお礼申し上げます。 

 今日６カ所目ということでありますが、どの地

域もコロナ明けて、新たな環境の中で、それぞれ

の生活、地域の振興を図っていかなければならな

いとう新たな目標目的ができているということも

あるのかもしれませんが、本当にどの会場も大勢

の皆さんにお集りいただいています。 

 振り返ってみますと、今年の夏は大変暑い夏で

ありました。今日も３時ごろ太陽が出ていると、

雪虫が大量発生しています。こんなに虫がでたか

なと思うわけですが、やはりこれも天候のせいで、

大量発生に繋がっているのかなと思います。また、

天候のせいといえば、鹿や熊などいわゆる鳥獣害

の被害発生も顕著になった年になっているかなと

思います。 

 そうした中で今回の懇談会のテーマでもある

「ゼロカーボンの取り組み」ということで皆さん

にご案内させていただきたいと思います。よく富

良野市だけで、富良野市の取り組みで地球環境を

守れるのかと疑問になるところもあるかもしれま

せんが、小さいことからでも始めないと、今の地

球環境を守っていくことは難しい、至難なことに

なっていますし、地域の住みやすさなども維持す

るためにも、このゼロカーボンの取り組みは大事

なことだと思っています。 

 また、皆さんが常日頃から地域のため、行政の

推進ということで色々なお考えとして思いがあろ

うかと思います。そうしてものも意見交換として

お聞かせいただければと思います。ぜひ忌憚のな

い色々な思いを語っていただければありがたいと

思います。 

 加えて情報提供ということで、AI オンデマンド

交通の関係について、11 月１日からスタートにな

りますが、この取り組みについても説明をさせて

いただきます。いわゆるデジタルの利活用で住民

の方々の利便性を図っていくということも、この

取り組みの一環となっていますし、こうしたデジ

タルを活用した取り組みの中で、地域の経済も高

めていくことができればと思っています。この地

域の中でも関係することがでてこようかと思って

いますが、そういったものを一つ一つ提案いただ

き、そして実現していくことが、地域の発展、富良

野市の住みやすさ、観光として行ってみたい町、

そんなものに繋がってこようかなと思っています

ので、限られた時間ですが、ご協力をいただきま

すことをお願い申し上げて開会の挨拶に代えさせ

ていただきます。 

 

出席者紹介 

 ・稲葉副市長 

 ・近内教育長 

 ・関澤総務部長 

 ・西野 SC 戦略室長 

 ・山下市民生活部長 

 ・柿本保健福祉部長 

 ・川上経済部長 

 ・中島都市施設課長 

 ・佐藤教育部長 

 ・小笠原企画振興課長 

 

 

 



 

３．懇談会 進行～稲葉副市長～ 

ゼロカーボンの取り組み 

～山下市民生活部長 資料について説明～ 

市民 

 今、食べ残しということでゼロカーボンに繋が

るとありましたが、学校給食はどれぐらいのこっ

て帰ってきますか？ 

 

佐藤教育部長 

 学校給食の残渣がどれぐらい出るのかについて

は、手元に資料がなくてお答えできなくて申し訳

ありません。 

 

市民 

 相当前ですが、芦別市の給食はすごくおいしく

て残渣がないと聞いた。でも富良野はあまりおい

しくない。やっぱり作る人は栄養ばっかり考えて

いると思うが、残渣を少なくするようなことを考

えてはどうか。学校給食が特に多いからそういう

小さなことから改善していければ効果が発揮でき

るのではと思います。 

 

近内教育長 

 他の学校給食センターの状況も良いところは取

り入れるよう、毎年沿線市町村と一緒に回ってい

ます。調べて改善できることはしていきたいと思

います。一つだけお話させていただきますと、子

どもたちの食生活が昔と違って出来合いのものを

食べる傾向が強くなってきています。例えばコン

ビニ弁当だとかは高カロリーですが、バランスが

よろしくないと言われています。そういった意味

では生涯にわたって健康であるためには、バラン

スの良いものを学校給食で提供させていただくと

いう中で、家庭でもご理解いただき、朝ご飯を食

べることや、家族そろって食べるそういった形の

中で規則正しい食生活ができるようなことも合わ

せて行っているという考えでいますのでご理解よ

ろしくお願いします。 

市民 

 すごく素敵な取り組みだと思いますし、私もこ

れから色々できることをやって少しでも結果を出

していければと思いますが、環境保全のことばか

りに目を向けてしまうと暮らしが窮屈になってし

まうのかなっていう部分も見えてくると思います。

例えば、今年は猛暑で全道的に学校施設等の冷房

問題があって、それを設置すると電気代がかかる

となると、このゼロカーボンの取り組みが衰退し

ていると思います。ただそれも命を守ることが最

優先だと思いますのでバランスを保ってこういう

活動をしていけばと思います。なので、学校の冷

房施設などは今後どうなっていくのかをお聞きし

たいです。 

 

佐藤教育部長 

 今年の暑い夏が今年で終わるのか来年以降続く

のかというところはちょっとわかりませんが、こ

の暑さがまたくることは子どもたちの健康がすご

く心配になります。今検討しているのは、環境の

心配もありましたが、子どもたちの健康、命を守っ

ていくことが大事ですので、各学校には保健室に

は冷房が入っていますが、それ以外にも子どもた

ちが集まれるような部屋を涼しくできるようにし

たいと考えています。また、音がうるさいという

こともありますが、冷風扇などと合わせながら工

夫をしていきたいと考えています。 

 

市民 

 富良野もすごく観光に力をいれていて北の峰に

はホテルとかがすごくいっぱいできていますよね。

そういうところにはエアコンの室外機が外から見

えます。それを見た時に、一般市民にゼロカーボ

ンの取り組みを進めていますが、ホテルの電気関

係というのは宿泊した人たちが自分で調整するの

か、もう決まっていてそれ以上温度を調整できな

いような仕組みになっているのかちょっと疑問が

あります。また、ごみの問題にしても、宿泊客には



 

どの程度の分別をしてもらって処分しているのか

なと思いました。 

 

山下市民生活部長 

 今回は、暮らしの中で CO2 排出量を減らしてい

くということでお話させていただいていて、市民

１人１人ができる削減ということでご協力をいた

だきたいとお話をしました。計画では、当然、家庭

だけではなく、産業部門、業務部門、運輸部門とい

うことでそれぞれ CO2 排出量を把握しています。

それぞれがどれぐらい減らさなければいけないの

かということで目標数値を定めています。これに

基づいて色々なところにもゼロカーボンの取り組

みを協力のお願いを進めていきたいと思っていま

す。４部門を合わせると CO2 の排出量が一番多い

のが家庭部門で約 28％ということ、次に多いのが

運輸部門で 25％と数字がでていますし、業務部門、

産業部門として事業所やホテルにも、この削減目

標をお願いしていくことになっていますので、計

画を進めていく中でも色々な業種にゼロカーボン

の取り組みについてご理解していただき、ご協力

できることのお願いしたいと思っています。 

 

稲葉副市長 

 エアコンは各部屋で逐次調整しながらというこ

ともありますし、ごみの分別についても皆さんに

ご協力いただきながらお願いしているところです。 

 

市民 

 先ほどのスライドの中で、例えばお湯を沸かす

ときに強火じゃなく中火でとありましたが、例え

ば強火で５分で沸かすのと、中火で 10 分で沸か

すのだったらどっちが本当に CO２排出するのか

ということと、薪ストーブ・ペレットストーブの

話がでましたが、結局木を切らないと薪とかペ

レットって作れなくて、木を切ることで CO2 を吸

収してくれる植物が減っちゃうわけじゃないです

か。その辺のバランスがどうなのかわからないで

す。 

 

山下市民生活部長 

 まず、炎の大きさですが、一般的に出ているも

のとして水１Ｌを沸騰させるという条件が付くと

強火ではなく、中火の方が LP ガスに限って言えば

若干の節約になりますということを掲載していま

す。他にも 100 個ほど取り組み事例を紹介してい

ますが、それぞれ一般的な取り組み事例というこ

とになっています。色々な取り組みを紹介し、わ

かりやすく生活に密着した行動が脱炭素に繋がる

ということを掲載しています。実際 LPガスではな

く違う炎だとどうなのか、水が１Ｌじゃない場合

はどうなのかなどそういったものは細かく検証し

ているわけではありません。ただ、この 100 項目

は生活をしていく上で、こういうことが繋がって

いくということを理解していただければと掲載し

ています。個別の取り組みを見ていただいて、こ

れは本当に繋がるのかというものがあれば、ご意

見をいただければ 2030 年に向けて色々と調べて

いきたいと思います。あと、薪ストーブやペレッ

トストーブについてですが、山を切り開いて燃料

にするのではなく、使った木や間伐材を用いて、

木を必ず戻していくことを前提にしていますので

ご理解いただければと思います。 

 

４．意見交換 

市民 

 布礼別小学校が今年３月で閉校になりましたが、

今雨漏りなどもしていると思います。今後どのよ

うに処理するのかということ。 

10 年以上前に教員住宅を３戸売却しましたが、

今は誰も住んでいません。住むという条件で売却

をしたと市が言ったはずです。そこは誰も住んで

いなくて荒れ放題になりつつあります。 

あと、布礼別から扇山の道路、７～８年前に雨

が降って川が氾濫しました。その時の富良野市か

らの報告は毎年 400 万円ずつかけて 10 年でそこ



 

を開通しますという約束の元で行われました。後

から噂でもう手は付けないとい聞いた。一度言っ

たことはやっていただかなければと思う。その時

の場当たり的な発言は違うと思います。やはり

4,000 万円で本当にできるのか私も不思議に思っ

たけれど、もうしないと聞いて愕然としました。 

それとこれからの鹿や熊対策についてもちょっ

と聞きたいです。もうちょっと富良野市として猟

友会などハンターを育成するとか、職員でそのよ

うな人を採用するとか、もう少し取り組んでもら

いたい。10 何年前に鹿柵ができたが、その内側で

鹿などは繁殖しています。もう少し市でそのよう

な人を採用することも必要だと思います。 

教員住宅も誰も利用していない住宅が多数あり

ます。そのような住宅をどのように管理していく

のかもお聞きしたい。 

 

佐藤教育部長 

 布礼別小学校の屋根の雨漏りについては、担当

も中の片付けなど行っていますが、把握していま

せんでした。この後確認させていただきます。 

 教員住宅のことですが、一度市から手が離れて

しまっているところですが、状況を確認して購入

した方もしくは管理している方に連絡を取りたい

と思います。 

 教員住宅の管理について、使えるものは使える

ようにしたいと思いますし、利用ができないもの

については現場を確認して対応します。 

 

中島都市施設課長 

 大雨によって布礼別川添線が甚大な被害を受け

ました。復旧に向けて色々と協議を行っています

が、詳しい開通についての記録について改めて調

べさせていただきたいと思います。現状は、布礼

別川と道路が隣接していますので、道路復旧と同

時に布礼別川の護岸と河川の復旧も必要となり、

現在復旧が難しいということで市道認定から外さ

せていただいています。この間、北海道とも色々

と情報交換を行い、復旧に向けて手法がないか協

議をしているところです。先週、北海道と布礼別

川添線についても、過去から生活道路として利用

している道路なので、復旧方法がないかという意

見交換をしたところです。残念ながら、今はどの

ように復旧していくのか見いだせていないところ

ですが、今後も引き続き開通できる見込みがある

かも含めて協議を進めていきます。過去の経過に

ついては調べて、確認させていただきたいと思い

ます。 

 

市民 

 布礼別川添線の話については、当時の担当者が

変われば、資料がないとか色々と言い訳をするよ

うだけど、私たちははっきりと聞いている。そう

いう言った言わないという話はしたくないし、当

時私も本当にできるのかと思ったが、市がやると

いったのでやると思った。 

 それから、教員住宅について当時売る条件にそ

こに住むという条件があったにも関わらず、住ん

だのは何カ月だけだった。条件違反だから売って

手が離れたとかではなく、対応してもらいたい。

地域としては住めるような状況じゃないので、早

く壊して更地にしてもらいたい。 

 

川上経済部長 

 鳥獣害の関係について非常に被害が拡大してい

る状況です。問い合わせ等も増えており、担当が

対応に追われている状況です。ハンターの育成に

ついては、銃を所持するための支援と資格を取得

するための支援を制度として設けて、ハンターの

確保に努めています。９月 27 日から 10 月２日に

市内４カ所で鳥獣害の意見交換を行いました。そ

の時には個体数を減らすしか方法はないのか、柵

についても老朽化していますので、入れ替えがで

きないのか、あるいはもっとハンターへ支援がで

きないのかなど様々な意見がでています。いただ

いた意見を精査して、次年度以降に対応をしてい



 

きたいと考えています。加えて、沿線５市町村の

首長で北海道知事と北海道議会へ要望として、

様々な支援の拡充等をお願いしてきています。ま

た、自衛隊などの協力もできないかと要請をして

いる状況です。 

 

市長 

 確定したものがないので私が聞いている範囲に

なりますが、布礼別川添線の関係について、災害

が起きた時にあそこには一部農地もあり、そこに

通えなくなるという話がありました。最初の復旧

に向けた検討というものがされましたが、やはり

金額が高額になることと、そこを通る頻度がそれ

ほどないということから、農作業などでどうして

もそこに行かなければいけない用事があった時は、

車が通れるようにしますという話は聞いた経過が

あります。下の農地の部分について、地先の方の

承諾を得てからになりますが、布礼別川の氾濫が

あった時の緩衝帯という形で農地を使いたいとい

うことで、行政も地権者のかたにも了解を得てそ

ういう形になっているのが現状かなと思います。

担当からも先ほどお答えしましたが、これに関

わってもう一度調べさせていただき、後日内容を

お伝えさせていただきたいと思いますのでご理解

をお願いします。 

 教員住宅については、今の状況をお聞きしまし

た。ただ地権者がいる以上は勝手に解体等をする

わけにはいきませんので、状況等も地権者の方々

と協議させていただいて解決策を探っていきたい

と思いますのでご理解いただければと思います。 

 

市民 

 鳥獣被害の関係ですが、私も自衛をしています。

以前は、ハンターに鹿がいるというと自衛でもと

いわれたことが始めた動機ですが、市に言えばい

い、農協に言えばいいではなく、自覚をもって自

分で対応しようとする人に手厚く補助する方法を

考えてほしいと思います。人に頼めばいいという

風潮はちょっと違うような気がしますし、自覚を

もってやっている人には手厚くしてほしいなと思

います。 

 

川上経済部長 

 やはり資格と取得して地域にしっかりと根付い

ていただきたいという思いもあります。猟友会と

一緒になって意見交換も行いながらやっています

ので引き続きよろしくお願いします。また、占冠

村では地域おこし協力隊制度を利用してハンター

を１人雇用しています。富良野市でもできないか

を検討しています。 

 

市民 

 防犯灯についてお伺いします。麓郷地区では 45

灯の防犯灯があって去年は 40 万円の支出があり

ました。防犯灯・街路灯は道路の設備の一つと考

えられますので、道路管理者が管理をする。市道

についている防犯灯は富良野市が設置をして管理

をするということにならないでしょうか。 

 

中島都市施設課長 

 道路の構造基準があり、道路照明というものは、

交差点照明、まちなかの連続照明が照明として位

置づけられていますので、防犯灯を道路施設とし

ては管理していないです。 

 

市民 

 防犯灯を全部街路灯として市が管理していただ

くわけにはいかないですか。 

 

中島都市施設課長 

 道路構造物として管理はできません。防犯灯と

道路照明では役割が違いますし、道路構造物とし

て防犯灯は入らないということでご理解をお願い

します。 

 

 



 

市民 

 ただ、言葉の違いにしかすぎないように私は思

います。それからゼロカーボンの取り組みとして

LED 化の補助率を上げることはできないでしょう

か。 

 

山下市民生活部長 

 防犯灯につきましては、ゼロカーボンの取り組

みや維持管理の部分も含めて、４年ほど前に LED

化に対して補助率を上げています。この間色々な

資機材が値上がりをしていますので、状況も踏ま

えて引き続き内部で協議を行います。状況も確認

しながら検討したいと思います。 

 

市民 

 集落センター、保育所など市の施設前にある防

犯灯も地域が払っています。市の施設の前ぐらい

市が負担していただくわけにはいかないでしょう

か。 

 

市民 

 住んでいる人間が少なくなってきていることと、

電気代が上がってきていること、また地域で色々

な組織があり維持していくことも大変になってい

る。色々と助成してもらっていますが、例えば LED

化は市が面倒をみるなどしていただけると私たち

も維持していけるかなと思っています。この維持

費が上がってくると、防犯灯はいらないのではな

いかなどにもなるので、そういう話も踏まえて市

で色々と考えていただきたいと思います。 

 

稲葉副市長 

 地域から色々な要望をいただいています。意見

も取り入れながら、すぐに切り替えることはでき

ませんが、お互い考えなら何ができるのかという

ことも含めて検討させていただきたいと思います。

皆さんの防犯灯の維持について、地域によっては

LED 化すると明るくなるので灯数を減らしたなど

もありますので、皆さんにも情報提供していきた

いと思います。 

 

市民 

 麓郷街道の桜並木についてお願いですが、麓郷

振興会が東大演習林の協力を得て、昭和 54 年か

ら植えたものです。現在は、麓郷振興会として毎

年草刈りやごみ拾いを行っていますが、大きなっ

て手入れが必要になってきます。去年のような強

風で枝が折れ、そのままにしておくと病気になり

枯れてしまうということで、手入れが必要になり

ます。手入れには業者が入らなければいけないが、

麓郷振興会としてはお金がないのでできないとな

ると、だんだん腐る一方です。桜並木も富良野市

の観光資源の一つとして考えていただいて、手入

れの予算をお願いしたいと思います。 

 

川上経済部長 

 麓郷街道の桜並木について、昭和 54 年から麓

郷振興会と東大演習林が力を合わせて植えた桜並

木があって、その後もずっと植樹を続けていただ

いて、ある時から北の国からの出演者や倉本先生

も関わりながら、増やしてきた状況。そして麓郷

振興会が草刈り等をしながら守ってきたという経

緯があるとお聞きしています。去年の湿雪の関係

で、これまで 600 本ぐらい植えてきていますが、

今残っているのが 169 本。その湿雪で 69 本が折

れ、傷んでいる状況をお聞きしました。それで麓

郷振興会、観光協会、倉本財団、東大演習林、市で

どのように管理をしていくのかを話をしました。

まず、今年の分については東大演習林の予算で整

備をするという話になっています。課題は来年度

以降どうしていくのかを協議している状況です。 

 

市民 

 神社だよりに広告が出ていますが、富良野市、

教育委員会、富良野市議会が広告を出しています。

公金を宗教団体にだしていることにならないので



 

しょうか。 

 

稲葉副市長 

 名刺広告のことだと思いますが、何か判例があ

るかということも含めて一度持ち帰って調べたい

と思います。 

 

市民 

 東部地域の人口減少に対して、現在具体的な取

り組み等があったら教えていただきたいと思いま

す。昨今労働不足が非常に顕著になっており、中々

人でも見つからないという問題があります。この

まま高齢過疎化が進んでいく状況にどのように歯

止めをかけていくのか、市で取り組んでいる対策

について教えていただければと思います。 

 

関澤総務部長 

 東部地域の人口減少対策ということですが、東

部地域に絞った人口減少対策というのは、現在

行っておりません。富良野市全体について第６次

総合計画を令和４年度から取り組みを進めていま

す。この中に、富良野市全体の人口が減少傾向に

ありますが、10 年計画の中でこの減少幅をなるべ

く少なくしたいということで、様々な政策をすす

めていくという内容になっています。今、市が進

めている部分では、関係人口として観光で訪れる

方よりもっと富良野に愛着を持ってもらい、定期

的に訪れていただける方、そういった方に富良野

にもっと関心を持ってもらって、将来的に住んで

もらえるような取り組みを進めています。合わせ

て労働力の人材確保については、農業、観光、運輸

など様々な部門で人手不足という声をいただいて

います。市として事業者の方や関係団体からのご

意見も伺いながら、どのような手を打つことがで

きるのか検討を進めています。具体的な取り組み

も含めて検討をしていますが、その中では、どう

したら富良野にきてもらえることができるのだろ

うかも含まれていますので、東部地域だけの対策

ではなく、富良野市全体としてどうやって働き手

を確保していくのか、住んでもらえる地域になれ

るのかを検討している状況です。 

 

市民 

 ゼロカーボンの中にバイオマス発電等の計画が

あるのか教えてください。 

 

山下市民生活部長 

 先ほどのゼロカーボンについては、市民の方が

取り組めることを中心に紹介させていただきまし

た。ロードマップでは、再エネの検討ということ

では、現在取り組んでいる太陽光や薪・ペレット

ストーブもあります。バイオマス、水力発電など

様々な再エネの可能性も今後検討していくとして

いますが、具体的にどのように進めていくとまで

は至っていませんが、再エネの推進ということで

バイオマスもメニューには入っています。 

 

５．情報提供 

AI オンデマンド交通の運行について 

～西野 SC戦略室長 資料にて説明～ 

 

稲葉副市長 

 ふらのりについては、広報 10 月号でも紹介し

ていますし、不明な点がございましたら、スマー

トシティ戦略室にお問い合わせいただきたいと思

います。もう一度全体を通して皆様からございま

すか。なければ閉会にあたり市長からご挨拶申し

上げます。 

 

北市長 

 限られた時間ではありましたけれども、情報提

供あるいはテーマ等について熱心にお聴き取りを

いただきましたことに、お礼を申し上げたいと思

います。また、地域の課題、想いについてもご意見

をいただきましたが、色々な課題があるというふ

うに感じさせていただきました。これらにつきま



 

しては、状況や内容などを確認させていただき、

皆さんにお伝えできればと思います。 

AI オンデマンド交通については、ちょっと離れ

たところではありますが、利用の仕方があります

し、また今日で全てを理解していただけるという

ことでもないと思います。さらにこのままずっと

続けていくということにもならないと思います。

遠隔地の方々の要望、そして利用される方の工夫

をお聞かせいただき、この AI オンデマンド交通

「ふらのり」を成長させていければと思っていま

す。懇談会はこれで終了となりますが、お気づき

の点があれば遠慮なさらず、行政の方にお届けい

ただければと思っています。 

この他にも健幸ポイント、デジタルに関わるも

のなど様々な取り組みもありますし、ゼロカーボ

ンなどこれからの暮らしの魅力づくり、住んでい

る方々の快適さ、そして観光で訪れる方々がまた

来てみたいと思っていただけるような、まちに

育っていくための一つの方策であろうかと思って

います。これらについてもお気づきの点があれば

お知らせをいただければありがたいと思っていま

す。 

行政全般、中々ご理解をしていただくとはなら

ないかもしれませんが、開会にもお話をした、地

域の方々、行政の推進にもご協力いただいており

ますし、地域の振興にもご尽力いただいています。

行政とここに住む皆さんと協力、連携しながら地

域を作っていく、まちを作っていくということが、

皆さんの満足のできるまちに作り上げていく方法

の一つであると確認しています。引き続き、ご理

解ご協力をお願いしたいと思います。今日は大変

お疲れの中、限られた時間にご出席をいただき、

ご協力いただきましたことに心からお礼申し上げ

閉会の挨拶にさせていただきます。本日は大変あ

りがとうございました。 

 

６．閉会  ～小笠原企画振興課長～ 



 

日時 11 月８日（水） 18:30～20:00 

場所 布部会館 

参加者 ８人 

 

１．開会 司会～小笠原企画振興課長～ 

２．市長挨拶 

 今日は布部会館で近隣の皆さんにお集りいただ

きました。朝晩めっきり寒くなってきましたけど、

足元の悪い中、またお疲れのところおいでをいた

だいたことにお礼申し上げたいと思います。 

 夏の暑さがなんだったのかというような時期に

なってきましたけれど、その暑さも含めて１年間

生活する中で、様々な課題、心配ごとが生まれて

いる状況かなと思います。 

富良野市は農業と観光を基幹産業としてまちづ

くりを進めさせていただいていますが、そのうち

観光については、入り込みもコロナも明け、人の

動きが活発になってきたことも含めて、５月の連

休段階でコロナ前の 120％ぐらいまで回復してき

たということです。しかしながら、働き手が不足

しているのはどの職種も同じで、観光あるいは観

光関連の飲食業は人が足りないということで、稼

働率が 70～80％と聞いています。また、飲食店も

同じで人が足りないことから、100％受け入れる

に至っていないようです。結果として人の動きは

出てきていますが、経済としては回復するまでに

は至っていないかなと思っています。 

 また、農業も夏の暑さでお米も豊作じゃないか

と聞いていましたが、結果も暑すぎて一等米の比

率が低いと聞いています。また、玉ねぎも雨が降っ

た後に気温が 35 度になるものですから、病気の

発生も随分あったようで、収量的には減収という

ことのようです。こういった気候に左右される部

分で言えば、鹿や熊の出没も山に餌がないという

ことから、民家のそばまで出てきているのが実態

です。 

 人が足りないということで、高齢者、福祉施設

が閉所や統合などを行っている動きから、施設の

運営はどうなのかという心配の声もあります。加

えて、ウクライナの関係から、資材が高騰してい

る、物価があがる、生活に関わる心配ごとも多々

出てきています。今の経済対策で、国が検討を進

めていますが、市としても年内に対応できるよう

に考えています。 

 そうした心配ごとが地域も色々と出てこようか

と思っています。地域の意見交換ということで、

今申し上げた心配ごとだけではなく、色々あると

思いますので、皆さんの思いを聞かせていただけ

ればと思っています。 

 今回はテーマ、情報提供についてご報告させて

いただきますが、どれも富良野市の将来にとって

も大事で、まちの魅力を高めていく、重要な課題

になっていますので、十分にお聞きいただき、疑

問のところは質問いただければと思っています。

ぜひ限られた時間ですが、有意義な時間となりま

すようお願い申し上げ、開会にあたってのご挨拶

に代えさせていただきます。 

 

出席者紹介 

 ・稲葉副市長 

 ・関澤総務部長 

 ・西野 SC 戦略室長 

 ・山下市民生活部長 

 ・柿本保健福祉部長 

 ・川上経済部長 

 ・中島都市施設課長 

 ・佐藤教育部長 

 ・小笠原企画振興課長 

 

３．懇談会 進行～稲葉副市長～ 

ゼロカーボンの取り組み 

～石出環境課主幹 資料について説明～ 



 

 

４．意見交換 

市民 

 ハザードマップに災害時の対応について書いて

あります。災害は何が起こるかわからないです。

以前は山火事や水害などがあった。災害になった

ら会館が避難所になると思うが、会館に段ボール

の簡易ベッドを設置してはどうか。 

 せっかくいい文化会館ができた。私はカラオケ

が好きで、２月の老人の芸能発表に申し込んだ際

にテープを持ってきてと言われた。せっかくの施

設なのにカラオケの器材がない。そういうことも

やらなければ参加者が少なくなってしまうのでは

ないか。そうイベントをやる時は用意してはどう

だろうか。 

 

関澤総務部長 

 ハザードマップは今年全世帯に配布させていた

だきました。水害の時、地震の時など災害が起き

た時に市民の皆さんに事前に心掛けていただきた

いこと、また準備していただきたいことも含めて

掲載しています。そういった備えは災害の被害を

少なくすることにもつながると思いますので、ぜ

ひよろしくお願いします。それぞれ避難施設を市

で指定しています。簡易ベットが必要ではないか

とお話をいただきました。災害が起きた時に、必

要なものに関しては、段ボールベットも含めて、

計画的に購入して備蓄しています。それぞれの施

設に備え付けるところまではいきませんが、災害

が起きて必要になった時は、必要なところに運ん

で対応できる体制をつくっています。 

 

山下市民生活部長 

 先日の市民総合文化祭でも歌やダンスにはテー

プや CD を持って来ていただいているのが実態で

す。富良野でも以前よりカラオケを楽しまれ、そ

れが生きがいになり健康増進にも繋がっています。

文化会館にはカラオケ器材は備えていませんが、

コロナが明けて歌う人が増えてくると思いますの

で、もっと気軽に使えるように、どのような方法

がいいのか考えてみたいと思います。 

 

市民 

 昨年の地域懇談会でも要望させていただきまし

たが、根室線廃止後にバスの本数は増えますが、

ぜひ布部市街地の中を通ってほしいとお願いした。

今時点でどのようになっているのか詳しく教えて

ください。 

 

小笠原企画振興課長 

 JR 根室線の富良野新得間が廃止になり、代替バ

スの運行に関して、前回の説明会では、国道ルー

トでまずは運行開始をして、市街地により近いバ

ス路線を持っていくにあたっては信号設置をした

上で検討していきたいと返事をさせていただきま

した。その後地域懇談会で皆さんからのご要望を

受け、バス事業者と交渉を行い、麓郷入り口から

道道を通って、布部の交差点までバスが来て国道

の方に右折して出ていくルート運行を計画するに

至っています。既にこのルートでバス事業者から

運輸局に申請をしましたので、許可を待っている

段階です。厳密には確定ではありませんが、その

運行をする前提でいるという認識をいただければ

と思います。なお、これから冬に JRがダイヤ改正

を予定していますので、代替バスについても接続

の関係で若干の調整があります。皆さんにお知ら

せするのは、年が明けてはっきりしてから、時刻

表などでご案内したいと思っています。 

 

市民 

 停留所について場所は決まっているのか。 

 

 

小笠原企画振興課長 

 今のところ予定としては、右折した先の適切な

場所ということで、バス会社の方で安全性、前後



 

に交差点から一定の距離があるところなども含め

て、相応しい場所を選定して、道路管理者へ申請

をする予定になっています。場所としては、交差

点を右折して、踏切の手前を前提に手続きを進め

ています。 

 

市民 

 決まった時はもう一度確認のつもりで私たちに

連絡してほしい。 

 

小笠原企画振興課長 

 承知しました。 

 

市民 

 料金についてはどのようになりますか。 

 

小笠原企画振興課長 

 料金については、運輸局の許可が出ていないの

で私からご案内する段階ではありませんが、見込

みとしては、基本的に変わらないと思っていただ

いて差し支えないと思います。 

 

市民 

 今年、布部の仲通り舗装いただきありがとうご

ざいます。まだ残っているので引き続きよろしく

お願いします。来年、布部小中学校が閉校になる

ので、その後の管理について建物をどう使うのか。

来年、消防団の演習で使う予定なのですが、水道

やトイレなどはどうなりますか。 

 

佐藤教育部長 

 布部小中学校は、来年３月閉校後の利用につい

ては、今のところ未定で決まっていることはあり

ません。ただ、周辺管理は行っていきたいと思い

ます。水の関係について、閉校後は電気を止める

ことで考えていますが、その後不便になるような

ことがあれば困りますので、ご相談させていただ

きたいと思います。 

 

稲葉副市長 

 来年９月にある消防の連合演習の会場が布部小

中学校のグラウンドでやるということですか？閉

校後も布部で行うのか、布部でできるよう何かを

用意して行うのかということを消防署に確認した

いと思います。場合によっては水道がないから水

槽車を出すこともあり得ると思います。 

 

市民 

 緊急時医療情報カードについてお聞きしますが、

今年の春に私の町内会でこの取り組みをして、私

も含めて高齢者が増えてきていますので、ぜひと

思いましたが、残念ながらあまり期待できるよう

な感じにはならなかった。市の窓口から申請書を

いただきましたが、富良野市全体で対象者のうち

登録者の割合はどれぐらいになりますか。 

 

柿本保健福祉部長 

 緊急時医療情報カードについて、登録者数の正

確な数字はここでお答えすることができませんが、

民生委員の方々を通じて紹介させていただき、高

齢者の方が病気や事故にあった場合に、ご家族の

連絡先や既往症などの情報を掲載しています。今

質問いただいたように、本人のご理解がないと

中々広がっていかないところです。私どもとして

この事業が、本人やご家族のためになるという説

明をして、ご理解いただき、１人でも多く広めて

いきたいと考えています。 

 

市民 

 あり方は十分理解できますが、もう少し市全体

として、これから高齢者が増えてきているわけで

すから、もっと積極的に PR する方法をとってい

ただかないと、まるっきり知らない人もたくさん

いますので、そのような取り組みも考えていただ

きたいと思います。 

 



 

市民 

 布部小中学校が閉校になった場合、ここの会館

で敬老会などを行う時に、学校から国旗や市旗な

どを借りてきました。それをいただけないかなと

思います。 

 

佐藤教育部長 

 今、地域の皆さんが会館で使われるものがある

と伺いましたので後程教えていただければと思い

ます。また、閉校後の備品について、今年も布礼別

小学校で行いましたが、まずは他の学校で使うも

のはないか確認をします。その後、市の他の部署

で使うものがないかを確認します。最後に市民譲

渡会を設けて学校の中を見ていただき、持ってい

けるものは持っていただいています。布部小中学

校も同様に使えるものは他で使ってもらう予定で

す。 

 

市民 

 今、地域活動でちょっと困ったなというのが、

個人情報の関係が厳格だということ。こないだ敬

老会では長寿番付がなくて寂しいと声がありまし

た。情報を出すことでいろんな弊害があるのでや

めたと聞きましたが、楽しみにしているお年寄り

もいるし、地域としてはどこにどんな年寄りがい

るのかわからなくなっちゃう時代です。自助、共

助、公助というのが、共助が非常にやりづらくなっ

てきたと思います。 

 

関澤総務部長 

 個人情報の取り扱いに関しては、国が色々な取

り決めをしています。そのような中で、災害など

があった場合は、独居のお年寄りや障がいがあっ

て不自由な方などのリストは準備しています。そ

ういったリストを元に対応する準備はできていま

すが、長者番付が作りにくい、町内会の役員名簿

も作って配りにくいというのが、今の仕組みに

なっています。そういった中では日常の人との繋

がりを引き続き作っていただく努力をしていただ

くことが、現状できることかと思います。 

 

市民 

 山手の方にそれほど多いわけではないが、不法

投棄があるらしいです。そういう場合にどうすれ

ばいいですか。 

 

山下市民生活部長 

 すぐに確認しますので、後程場所の確認をさせ

てください。 

 

５．情報提供 

AI オンデマンド交通の運行について 

～西野 SC戦略室長 資料にて説明～ 

 

市民 

 将来的には布部などの郊外での検討はしていま

すか。 

 

西野 SC 戦略室長 

 こちらは道路運送法の許可をとり、実証運行と

して行っています。それは今年３月に地域公共交

通計画を策定し、それに基づき人口密集地域にお

けるモビリティのあり方を検討するということの

一つとして実証運行を行っています。そうした中

で様々なデータが取れてくると思います。ただ、

布部地域になると、路線バスが運行していますの

で、路線バスとオンデマンドの新たなモビリティ

との関係がどうなのかということを検討しながら

考えていかなければいけません。今はそういう段

階で、まずは富良野市街地を運行して本当に市民

の足として定着するのか等を、１年以上かけて

データを取りながら実証運行をしているところで

す。 

 

稲葉副市長 

 これらの話は広報 10 月号にも掲載しています



 

し、わからないことがございましたら、スマート

シティ戦略室に電話いただければお答えできます

ので、よろしくお願いします。それでは閉会にあ

たり市長からご挨拶申し上げます。 

 

北市長 

 短時間ではありましたけれどもご協力いただき

ましたことに、心から感謝申し上げたいと思いま

す。ゼロカーボン、AIオンデマンド交通の関係に

ついて説明させていただきましたが、今日の話を

聞いて十分にわかったということにはならないと

思います。懇談会は今日で終わりますが、この後

も引き続き、何か疑問なところや改善した方がい

いのではないかということがあれば、市役所に届

けていただければありがたいと思います。 

地域の要望で様々な意見をいただきましたが、

皆さんが気にされているのは地域のコミュニティ

のことかなと思いました。会館の利用のあり方、

災害があった時にどうするのか、カラオケの話も

ありました。そして個人情報の関係については、

悪用する人がいるので管理をしなければいけない

ということになってきました。その犯罪を防止す

るというのも、地域の方々が普段から心配事など

を共有していくことで、お互いを守っていくこと

にもなるのかと思いますし、防災でもいざという

時に個人情報の懸念される部分は行政も対応しま

すが、引き続き地域の中でコミュニティを深めて

いただくことも必要かなと思います。ぜひそう

いった部分もご理解いただき、地域の振興発展に

ご尽力いただければありがたいと思います。最後

にまちをつくっていくのは皆さんからのご意見を

いただきながらつくっていくことになります。引

き続き、行政に対してご協力ご理解いただきます

ようよろしくお願いします。最後になりますが、

皆さんが元気に過ごされることが１番だと思いま

す。11 月も残り少なくなり、12 月になれば新し

い年を迎えることになると思います。ぜひ、健康

で、一つでも多く自分たちの幸せを感じられるよ

うな年末になるようご祈念をさせていただいて、

閉会のご挨拶に代えさせていただきます。 

 

６．閉会  ～小笠原企画振興課長～ 



 

日時 11 月９日（木） 18:30～20:30 

場所 鳥沼会館 

参加者 14 人 

 

１．開会 司会～小笠原企画振興課長～ 

２．市長挨拶 

 市内９カ所に分けて地域懇談会を開催させてい

ただいていますが、今日は全体の８カ所目です。

11 月に入りめっきり寒くなってきましたけど、お

疲れのところご出席いただいたことにお礼申し上

げます。 

 行政の動きについてですが、昨年からウクライ

ナ侵攻と世界情勢が安定しない中で、物価が上が

り大変な生活状況になってきているかと思います。

そうした中で、年明けから国の経済対策含めて、

国のお金と行政の力を合わせて、経済対策を春か

ら行ってきました。農業に関連することでいえば、

肥料が海外から調達できないので、肥料の値段の

高騰、そして肥料の不足ということから、国や北

海道、そして市も上積みして、肥料購入に対する

支援を春に行いました。加えて有機質肥料の支援

ということで独自に加算しました。これの意味合

いは世界情勢が安定しないことで、肥料が入って

こないので、それを待つのではなく、この状態が

当たり前になるのだとしたら、肥料を国内で輸入

に頼らないで国内で賄えるという動きに繋がれば

ということで、有機質系の肥料に対する支援をさ

せていただきました。こういった趣旨が伝わって

いるかは別にしても、対応としては間違いなくシ

フトしていかなければいけないと思いますので、

お気づきの点があればご意見を出していただきた

いと思います。 

 今、申し上げたように世界情勢が変わることに

加えて、日本国内でもコロナの影響で生活環境が

変わり、生活に対する考え方が変わってきている

と思います。そういった一つひとつの時代の変化

を捉えて対応していく。少子化や人口減少は間違

いなく急速に起きているのが現状ですので、様々

な不安なことが出てきていると思います。それら

に一つ一つ対応していくためにも皆さんからのご

意見、行政の支援、そうした自助、共助、公助など

の動きがこの後求められていくと思います。 

 代表的なところでは、農業や他の産業も担い手、

働き手が不足しています。農業関係では、海外か

ら労働力を求めて対応しているようですし、次年

度に向け、100 人ほど確保したと聞いています。

他の産業も雇用がなければ経済が成り立たないの

で、春から行政がその雇用確保に対してどのよう

な対応がとれるのか、どういう支援が必要なのか

という検討をしています。民間の事業者の方々と

意見交換を行っています。そうして意見を集約し

ながら、次年度に向け体制を組んでいる最中です。

人が足りないということで言えば、高齢者施設が

閉所、働き手が不足して統合という動きが出てい

ます。我々がお世話になる時にどこへ行けばいい

のかという心配もあると思います。そういった部

分についても皆さんと力を合わせながら、改善に

向けていければと思います。 

 この後は脱炭素の関係と AI オンデマンド交通

の取り組みについてご報告に加え、地域の課題等

の意見交換をさせていただきたいと思います。こ

の地域は学校、養護施設、公園などの観光を担う

部分、さらに農業が中心ということで課題も多岐

にわたると思いますので、忌憚のないご意見をい

ただければと思います。限られた時間ですが、意

義ある時間にしたいと思いますので、ご協力をお

願いして開会のご挨拶に代えさせていただきます。 

 

 

 

 

 



 

出席者紹介 

 ・近内教育長 

 ・関澤総務部長 

 ・西野 SC 戦略室長 

 ・山下市民生活部長 

 ・柿本保健福祉部長 

 ・川上経済部長 

 ・中島都市施設課長 

 ・佐藤教育部長 

 ・小笠原企画振興課長 

 

３．懇談会 進行～近内教育長～ 

ゼロカーボンの取り組み 

～石出環境課主幹 資料について説明～ 

市民 

 農業について、圃場が大区画になってきて作業

効率が少し上がっている状況にあります。新しい

機械だとロータリーの速度が速くできるようなも

のもあり、私の面積だと１行程で 400L ぐらい軽

油が減らせられ、年間だとかなりの量が減らすこ

とができ、ゼロカーボンに繋がると思います。そ

ういった部分で効率の良い機械の導入や作業効率

などに対する補助が農業に必要かなと思っていま

す。 

 

市民 

 ７～８年前に市の補助をもらってペレットス

トーブを導入しました。その頃は灯油が 100 円ぐ

らいになれば、ペレットの方が安くなると言われ

ました。今は灯油の値段が上がってきてペレット

の方が安くなるかなと思ったのですが、ペレット

も値上がりしています。また、ペレットの確保も

大変で市内には１カ所しかないので、いざという

時に困るので、他に頼るところがあれば教えてい

ただきたい。 

 

石出環境課主幹 

 現在は１カ所しかない状況です。薪、ペレット

ストーブを増やしていくためには、使うところと

合わせて、作るところも考えていく必要があると

考えており、課題の一つだと思っています。ゼロ

カーボンを進めていくためには、エネルギーコス

トが市外に流れていますので、この取り組みを通

じて、少しでも地域内にコストが止まることを考

えることが大事だと思いますし、課題だと思って

います。 

 

市民 

 私も薪ストーブを使っていて、炎の動きがあっ

て暖かいので増えればいいなと思いますが、一番

のネックは薪の原料の確保です。よく思うのが、

公共工事などで木の伐採や街路樹の剪定を行って、

そういうものが薪として出回ればと思いましたが、

廃棄までが公共工事ということで無理だと聞きま

した。もう少し行政と事業所と連携して、薪の配

布などを作ってもらえればいいなと思います。あ

と、山にも伐採してそのままになっていてもった

いないと思います。こういうのが有効活用できれ

ばと思います。 

 

中島都市施設課長 

 公共工事からでた木については、ある程度の大

きさのものは有価物として取り扱っています。そ

の他の老木や腐食した木については廃棄物として

処理していますが、有効活用できる木につては今

後の利活用について検討していきたいと思います。 

 

市民 

 毎年、年末の地域要望で道路補修を要望してい

ますが、農産物を運ぶトラックが多いので、道路

がボコボコだと減速と加速を繰り返してしまうの

で、平らにすることで多少排気量が減るのではな

いかと思うので合わせてお願いします。 

 

中島都市施設課長 

 道路の補修については、地域の方から要望をい



 

ただいて市内全域を整備しています。全ての要望

にお応えできないことについては大変申し訳なく

思っていますが、今年度は北３号線の大きな陥没

について整備しました。最近は、舗装の資材も高

騰しており、全てを網羅することはできませんが、

順次いただいた箇所について整備をしていきます。

どうしても急ぎたいという箇所がありましたら遠

慮なく連絡いただければと思います。 

 

４．意見交換 

市民 

 観光の分野について、富良野市は農業と観光と

うたっていますが、外国人に対する公共施設のト

イレなどの案内が全く無いように感じます。国外

の方に対して適切な表示や観光パンフレットも小

さすぎて説明しにくいと思うので、外国人に対す

る対応を行政としても力を入れる必要があるので

はないでしょうか。 

それと、午後２時から午後５時までに食事がで

きる飲食店が珍しいと聞きます。その時間帯に食

事ができる場所を料飲店にも協力してもらって対

応してはどうでしょうか。 

駅前の観光客が目指す案内が少ないのではない

かと思います。また、駅の近くにコンビニもなく

て、観光客が不便をされていると聞きます。それ

らについても行政として何かしら対応してはどう

でしょうか。 

それとごみの関係ですが、外国人観光客にも対

応できるごみ箱の設置が必要じゃないかと思いま

す。そういうものがないために、駅のトイレやい

たるところに捨てているように見受けられます。 

 

川上経済部長 

 案内の関係ですが、一時期は外国人観光客を呼

び込もうと国をあげて統一したピクトグラムを取

り組んできました。まだ足りないのかもしれませ

んが、逆に最近は旅慣れてきた方も結構いらっ

しゃって、案内が多すぎるという意見もあり、そ

の土地に来た感覚が薄れるという声も中にはあり

ます。どのぐらいが適切かは難しいですが、観光

協会とも相談をしながらパンフレットも含めて標

記について努めていきたいと考えています。 

 飲食店については、飲食店も非常に人手不足で

減っています。コロナ禍で閉店したお店もあり、

現在あるお店に集中している状況です。人手不足

でお店も疲れている中、対応していると聞いてい

ますし、お店の方針もあると思いますが、休憩を

取っていると思います。観光客に対して飲食店の

数が少ないということも課題となっていますので、

人材不足解消と合わせて検討したいと思います。 

 駅の案内についてわかりやすいものがいいと思

いますが、交通機関との協議もありますので検討

したいと思います。駅近くのコンビニついては、

誘致などは難しいとは思います。 

 ごみ分別については議会の一般質問でもいただ

きましたが、外国人が地域のステーションに捨て

ていくと聞きます。外国には分別文化もないとこ

ろがあります。議会では、外国の皆さんにも分別

体験して富良野の文化に触れてもらうというよう

な質問を受けましたが、そこの徹底は難しいかな

と思います。できれば旅館組合等と相談をするよ

う調整をすすめています。 

 

北市長 

 ご意見をいただいたこと、観光で富良野に来ら

れる方にも、富良野の観光施設や食事の場所、そ

の周辺の環境がどうなっているのかという情報を

どう伝えていくのかということかなと思います。

今は観光地に来てから何かを探すという時代では

なく、スマホをもって支払いから観光案内まで済

ましてしまうという状況になってきています。い

わゆる旅前、旅中、旅後、それが一つの情報ネット

ワークの中で完結するというサービスが求められ

ています。観光案内も海外に情報発信しています

が、その情報を充実、広げていくことが環境整備

に繋がっていくのかと思います。加えて、観光に



 

関わる財源をどう確保するのかも大きな課題にな

ります。富良野は宿泊税の導入を検討しています

が、北海道も導入を検討しているということです。

導入には国の許可が必要ですし、許可には北海道

と自治体が合意した中で制度をつくることが求め

られています。この北海道との合意に向けて検討、

議論している最中です。北海道と自治体の役割が

一致できないところがあり、もう少し時間がかか

るかなと思っています。財源を確保しながらご指

摘いただいた部分の対応も図っていかなければと

思います。 

 

市民 

 鳥獣害の被害について、鹿やアライグマの被害

が出ていて、鹿は鹿柵などで防げている部分とそ

うでない部分があります。アライグマについては

市から箱罠をかりて捕獲を進めています。被害を

少なくするためには絶対数を減らすことが一番だ

と思いますので、箱罠の数を増やして、地域全体

で取り組むことが必要ではないかと思います。そ

れに伴い、市職員の対応も本当に毎日忙しい中対

応していただき本当に申し訳ないと思うぐらい感

謝しています。10 月も熊がでて対応が大変だった

と思いますし、これから被害が増えていくことを

考えると農林課だけでは対応が難しいのではない

かと思います。市の中で対応する部署をつくると

か人員を増やすとかをしていただきたいと思いま

す。先日の鳥獣害の公聴会で猟友会と市の方との

やり取りを見ましたが、猟友会は地先の方に寄り

添う形で対応したい。市の担当者は地先の方に寄

り添いたいけど条例や法律がありできることでき

ないことがあるような感じを受けました。目的は

同じだけど寄り添えない部分というのを見ていて

感じました。コーディネーターのような方をおい

て取り組めればいいのかなと思いました。 

 市道の舗装化について９線８号が砂利道で、２

回グレーダーで削っていただいていますが、通っ

ているうちにガタガタになります。舗装が進んで

いない地域の農家さんはスイカも作っている人も

いて、割れてしまったりしますので、舗装をお願

いしたいと思います。 

 富良野高校が統合になった後の富良野高校の校

舎はどういう利用になるのか。道立校なので市で

決めることにはならないと思いますが、もしわ

かっていることがあれば教えてください。 

 

川上経済部長 

 鳥獣被害は非常に増えて拡大していると認識し

ています。アライグマに関しては箱罠の数を増や

して市民の皆さんに協力をお願いしたいと思って

います。一番効果的な時期や効果的な方法を考え

ています。ハンターの育成は非常に大事だと思っ

ています。猟友会のハンターも高齢化が進んでい

ますが、若い方々も興味をもって資格を取ろうと

いう雰囲気になっています。ハンターを育成する

ために令和４年度から資格取得に対して支援や銃

を取得するための支援を行っています。市と猟友

会と意見交換を行いながら進めていきたいと思い

ます。 

 

北市長 

 鳥獣害対策の専任職員については、それぞれの

組織から要望もいただいています。これだけ頭数

が多くなってきているので、全体を統制していく

ことも必要になってくると思っています。これに

ついては圏域も同じ状況ですから、どうした連携

した対応ができるのかを協議させていただいてい

ますので、その中でも検討させていただきます。 

 

中島都市施設課長 

 市道の舗装化についてですが、舗装率もようや

く 50％を超えたところで順次進めています。現在、

来年度に向け各地域から要望を承っているところ

です。地域において要望の優先順位をつけていた

だけると整備の参考になりますので、可能でした

らよろしくお願いします。 



 

 

佐藤教育部長 

 統合後の跡地については、まだ決まっていませ

ん。ただ北海道から利用について照会が来ていま

す。富良野市としては、教育的なものに利用でき

ないかを模索検討しているところです。 

 

市民 

 中学校の関係で、市内の中学校は学年に２クラ

スずつある。部活動をみていても合同でやってい

るのもあり、それはそれで交流もできていいけど、

将来にむけて少子化が深刻な状況が進んでいる。

小学校は地域性があり、小さくてもいいかと思い

ますが、中学校はある程度団体の活動など切磋琢

磨する取り組みが重要だと思います。中学校で１

クラスになってしまうことが目に見えている状況

なので、市が中心となってその先を見据えた構想

を出してほしいと思います。そこが今の富良野高

校だったら場所的にはいいのかと思いました。 

 地域の小学校についてですが、施設があり、１

年間で子どもが増減します。年度当初の児童数で

教員を配置しています。例えば、児童は今年でい

えば６人増えている状況ですが、先生が増えるわ

けではなく、先生が苦労されている。地域性も踏

まえて柔軟な配置をすることで地域の学校や子ど

もたちのためになると思うのでよろしくお願いし

ます。 

 

近内教育長 

 中学校の生徒が減っているという中で、色々な

教育活動、特に部活動も厳しい状況ですが、でき

るところからということで、現在は拠点校方式と

いうことで、競技によって東が西で受け持って合

同で行うようにすすめています。ただ、将来的に

それだけで成り立つのかというとなかなか難しい

と思っています。この点に関しては沿線、中富良

野町、上富良野町も同じような課題を抱えていま

す。そういった市町村をまたいだ連携も視野にい

れています。そういっても、基礎的な学校単位で

は将来的には厳しい状況も考えられます。今の学

校の適正規模適正配置の計画が令和９年までの計

画となっています。その期間内では中学校は現状

と同様の計画となっていますが、例えばどちらか

一方の学校の人数がある程度少なくなってしまう

ことが見えれば、学区の調整も検討するというこ

とは計画に含まれています。令和 10 年度以降の 5

年毎に見直す中で、先を見据えてどのような形が

いいのかを考えていきたいと思います。 

 小学校の教員の配置について、中学校は教科ご

とに教員を配置しなければいけないという中で、

教科ごとに確保が難しい場合は、免許外の先生に

対応していただいている状況もあります。これに

ついては、国に対して道教委を通じて配置の要望

は毎年しています。年度途中で先生が必要になる

場合は人材の確保は苦労しながらも、例えば時間

講師という形で必要な教科を教えられる方を確保

して配置するようなことも、今までは行っていま

す。学校と予測を立てながら対応せざるおえない

状況ですし、子どもたちの安定的な教育環境の確

保を、引き続き連携を密にしながら情報共有しな

がらすすめていきたいと思っています。 

 

市民 

 言われているとおりだと思いますが、中学校の

件に関しては、先日の新聞報道でもありましたが、

全国学力テストで小学生は北海道や上川管内では

いい成績だけども、中学校は他の地域がいい状況

です。中学校の学力向上はこの地域にとっても大

事なことだと思うので、そういった側面もある程

度多い人数でいた方が切磋琢磨されると思います

ので、そういう点についても考えていただきたい。 

 小学校については、国の子寮があるという地域

特性を適正配置にきちっと盛り込んでいく。５年

間というのがいいスパンなのかということもある

ので、柔軟にやっていただければと思いますので

よろしくお願いします。 



 

 

近内教育長 

 小学校の関係については、毎年次の年はどうな

のか、それから３年後はどうなのかということで

検討することになっていますので、保護者の皆さ

んと現状、将来予測については情報共有しながら

進めたいと思っていますのでよろしくお願いしま

す。 

 

市民 

 ベベルイ川の改修について、去年あたりが来て

いませんが、年々やってくれると思っていたがど

うなっているのでしょうか。 

 それと、３号排水、７号排水について道路の下

が高くて、一段下がって川に近い下について低く

なっている。そこが道路の床が高くて、上の方が

抜けづらい。それが３号、７号についてもありま

す。 

３号については、下の４線から３線で三面トラ

フが入っていますが、その上については柵渠板で、

柵渠板の方が折れてしまっていますので、できれ

ば、４線から８線まで三面トラフになるよう市と

北海道で話し合いをしていただき、改修していた

だきたいと思います。 

 

中島都市施設課長 

 ベベルイの改修については、北海道の事業なの

で、現在の進捗状況を含めて再度確認してお答え

したいと思います。合わせて３号排水、７号排水

に関しては、まず現場を確認させていただいて、

現状を把握したうえで北海道と情報共有していき

たいと思います。 

 ３号排水の関係は東４線から上流域について排

水路は改良区と連携をとり、再度どのような改修

方法が適切なのかをこれから協議を行います。８

線にかけてのトラフについても引き続き改良区と

情報共有しながら進めていきたいと考えています。 

 

市民 

 ベベルイの改修について、地域で毎年草刈りを

しています。地域も高齢化しているので、効率が

落ち、時間がかかるようになってきています。河

川の改修についてこれまでもやっていただいてい

ますが、土現や市にも要望しているが改めて強く

お願いしたい。 

 

中島都市施設課長 

ベベルイ川の改修については、毎年、北海道建

設管理部富良野出張所に社会資本整備の要望につ

いて要望をしています。事業の進捗状況も進んで

いないという状況もありますが、いただいた意見

を北海道に上げていきたいと思います。改修の進

捗状況については、北海道に確認して回答します。

それと草刈りの関係ですが、日頃より道路河川愛

護にご協力をいただきありがとうございます。市

全体でも高齢化が問題になっていて、北海道との

意見交換をした際にも話をしているところです。

何か効率的ないい手法があれば、道とも話をして

考えていきたいと思います。 

 

市民 

 鳥獣害対策で、猟友会にお願いすることが多々

あると思いますが、どこかの市町村では猟友会の

方が出動する機会が増えて、既に有給休暇を使い

切ってしまって、疲弊して困っている話を聞いた。

富良野市の場合はどうなっているのか。 

 

川上経済部長 

 猟友会の方々が緊急出動した時は日当を支給し

ています。猟友会に補助しています。先日、地域４

カ所で意見交換をさせていただきました。その時

には、物価が高騰しているので補助や支援を厚く

してほしいというご意見もいただきましたので、

次年度の予算に向けて検討していく状況です。 

 

 



 

市民 

 労働不足の関係ですが、農業だけではなく、色々

な業種で人がいないというのがかなり深刻な状況

で、国内だけではなく外国人も雇用していかなけ

ればいけない状況かと思っています。特に介護関

係、建築関係でも人がいなくて大変な状況となっ

て、農業についても手のかかる仕事ができなく

なっている状況です。将来的に多くの人を呼ぶと

いうことになれば、住むところが必要になってく

る。市の使われてない施設を使うということや、

ある程度の規模で受け入れができるような施設が

将来的に必要になってくるのかと思います。とて

もお金がかかることですが、今取り組んでいかな

ければ、人を確保していけないと思うので、住め

る環境づくりは最重要課題として検討していただ

ければと思います。 

 

北市長 

 雇用確保ということで特に海外から招へいした

際の生活環境ということですが、市の施設や民間

の空き住宅、道の施設なども議論はしていますが、

具体的に進んではいません。空き家の活用もご指

摘いただいた手法の一つになるかと思います。時

間を置かずに対応していかなければいけないと考

えています。加えて海外の人材を確保するという

ことは言葉の課題、コミュニケーションが取れな

いのが大きな課題になろうかと思います。それら

を可能にできるような日本語学校のような施設の

ようなものも必要かもしれません。あらゆる環境

整備が必要になってくるかと思います。その対策

も、働き手がいないということが自治体の経済や

振興にも大きく左右すると思いますので、ご指摘

いただいた部分も含めて色々と検討させていただ

きます。 

 

市民 

 富良野市としてニセコのような資本を誘致して

いくような観光を目指すとか、目指す観光地の方

向性があるのかどうかを聞いてみたい。 

 

北市長 

 いわゆるスキー場を核とした観光をどのように

考えているのかということですが、富良野に来た

ら富良野らしいスキー場、まちの環境、生活、そう

いったものを守りながらスキー観光を振興できれ

ばと考えています。ただ、ホテルができればいい

ということだけではなく、観光に来られる方の

ニーズに応えられるようなホテルが大事だと思い

ます。多様な方を受け入れできるような投資をし

ていただければありがたいと思っています。富良

野市に来て、外国と間違えるような開発の仕方は

好まないものですし、都市計画の中でご理解いた

だけるような開発を進めていければと思っていま

す。 

 

５．情報提供 

AI オンデマンド交通の運行について 

～西野 SC戦略室長 資料にて説明～ 

 

市民 

 将来的に農村地区にこの交通体系は考えている

のでしょうか。 

 

西野 SC 戦略室長 

 こちらは実証運行ということで、道路運送法に

基づいて運行をしています。そうした中で、どれ

だけ利用があるのか、有料になった場合どれだけ

の方が、どの地域からどういう風に移動するのか

というようなデータを収集しています。こうした

乗り物が新しい公共交通として、市民の足として

認知され、定着されていって、利用が増えていく

と１台では間に合わないような状況になれば、更

なる車両の確保、ドライバーの確保が可能になれ

ば、台数を増やしてエリア拡大も選択肢の一つに

なるかもしれないと思っています。ただ、路線バ

スもあり、デマンド交通との兼ね合いも含めて、



 

住民、バス事業者とも協議をしながら検討したい

と思います。まずはこの実証運行ということで、

どれだけ利用者がいるのかを把握して検討してい

きたいと考えています。 

 

近内教育長 

 お約束の８時半が近づいてきましたので、最後

に北市長から締めのご挨拶申し上げます。 

 

北市長 

 それでは長時間にわたって、こちら側のテーマ、

あるいは情報提供をさせていただきました。この

関係について、熱心にお聞き取りをいただき、色々

なご意見をいただきましたことに感謝申し上げた

いと思います。しかし、この場だけで全てを理解

したということにはなっていないと思いますし、

一つ一つの事業が説明した内容で終わるというも

のだけではなく、皆さんの意見を取り入れながら

発展充実していけると捉えています。今日の地域

懇談会でご意見をいただきましたが、お気づきの

点があれば遠慮なく行政に届けていただければと

思います。 

 加えて、地域のおける課題、将来に向けての考

え方ということで様々なご意見をいただきました。

課題として捉えた時には難しいものもたくさんあ

ります。全てを行政だけでは進められるほど、行

政は完璧なものではありません。これらを皆さん

と一緒に作り上げていく、皆さんの力を借りなが

ら、完璧なものにしていくというのは、行政と住

民との連携、共創ということになろうかと思いま

す。引き続き、行政に対するご理解、ご協力をよろ

しくお願い申し上げ、閉会の挨拶にさせていただ

きます。本日は大変ありがとうございました。 

 

６．閉会  ～小笠原企画振興課長～ 



 

日時 11 月 14 日（火） 18:30～21:00 

場所 東山支所 

参加者 25 人 

 

１．開会 司会～小笠原企画振興課長～ 

２．市長挨拶 

 今日は東山地区の地域懇談会ということでこの

ように大勢の皆さんにお集りいただきましたこと

を、まずもってお礼申し上げます。 

東山地域の皆さんにおかれましては、常日頃か

ら地域の振興発展、教育、農業などご尽力いただ

いておりますし、行政運営にも特段のご配慮をい

ただいております。この場をお借りして重ねてお

礼申し上げます。 

この地域は農業ということで、今年の作柄が気

になるところですが、夏の異常な気温ではやはり

苦戦を強いられたのではないかと思います。結果

として、玉ねぎは収量が減少しているとお話を聞

いておりますし、人参、ビートについても高温で

傷んだ、あるいは生育が不良だったということで、

農業トータルでは、いい結果が残せないで終わっ

たのではないかと思っています。また、農業資材

も値上りしているということであり、困難が二重

三重であったと感じております。行政でもそうし

た資材の高騰分については、支援させていただい

ております。 

また、担い手育成の関係で、今日嬉しいニュー

スがありましたのでちょっと紹介させていただき

ます。次年度にむけて、東山でミニトマトをつく

りたいという方がいらっしゃって、東山のミニト

マトとしてブランドを確立したいという目標を

もっています。高い志をもってこられるというの

はありがたいお話ですし、地域おこし協力隊から

地域に住まわれて活動を続けている方もいますし、

フォトコンテストも含めて、地域を振興発展させ

ようと取り組んでいる方が既にいますので、そう

いう方が１人でも増えるということは大変地域に

とっても心強いことでありますし、その方々の活

躍をより期待したいなと思います。そういった

方々に行政として支援させていただきますが、地

域の皆さんと一緒に、育てていければと思ってい

ます。 

今日は、地域懇談会ということで、それぞれテー

マの情報提供をさせていただきます。地域の魅力

を高めたり、住んでいる方々の満足に繋がったり、

富良野市のそういったものを掘り起こし、磨き上

げていく活動の一環です。この取り組みは、ゼロ

カーボンであれば、脱炭素に取り組むということ

だけではなく、地域の魅力を高めていくためには

必要な事業でありますし、情報提供の AIオンデマ

ンド交通やデジタルの関係は、この時代が移り変

わる中では避けては通れない部分であります。デ

ジタルの部分で言えば、健幸ポイントについて取

り組んでいますが、ポイントを付けて健康に対す

る意識を高めていくことですが、取り組みを通じ

て、それぞれの健康の状況、体調などを見える化

し、さらに健康づくりに努めていただき、市全体

で健康寿命が延びる、医療費が削減されることに

も繋がればいいと思っています。加えて、デジタ

ルでポイントを還元しますが、このポイントの活

用も広がっていくかと思います。市民の方々がお

互いのコミュニケーションの中でポイントを活用

するような利用など、利活用についても育て上げ

るようになっていけばいいなと思っています。 

今日は未来をつくろうということでの地域懇談

会です。皆さんが日頃から思っている地域の未来

に対する思い、取り組みの考え方などもお聞かせ

いただければありがたいと思っています。限られ

た時間ですが、皆さんの忌憚のないご意見をいた

だきますようよろしくお願い申し上げて開会のあ

いさつに代えさせていただきます。 

 



 

出席者紹介 

 ・稲葉副市長 

 ・関澤総務部長 

 ・西野 SC 戦略室長 

 ・山下市民生活部長 

 ・柿本保健福祉部長 

 ・川上経済部長 

 ・北川建設水道部長 

 ・佐藤教育部長 

 ・小笠原企画振興課長 

 

３．懇談会 進行～稲葉副市長～ 

ゼロカーボンの取り組み 

～石出環境課主幹 資料について説明～ 

市民 

 資料の中で、産業別の CO２排出量削減量につい

てちょっと伺いますが、家庭部門の排出量が多い

ということで、削減しないと達成できないという

話でしたが、その説明内容がミスリードなのでは

ないかと思います。削減量より、その分野ごとの

削減率をしっかりとらえた方がいいのではないか

と思います。家庭部門は 2013 年と 2018 年を比

べて大体１割削減できているようですが、運輸部

門だと実質７～８％ぐらいの削減率なのかと思い

ます。家庭部門の排出量をどの程度まで削減する

と達成できるのか。運輸部門や産業部門もありま

すが、家庭部門だけ集中して削減すると達成でき

るのか説明いただきたいと思います。 

 

石出環境主幹 

 家庭部門だけ減らしても達成できません。それ

ぞれの部門で削減しなければいけませんが、今回

は市民の皆さんとの地域懇談会ということなので、

家庭部門について説明をさせていただきました。

それ以外の部門についても今後考えていく必要が

あると思いますし、農業などもスマート農業で効

率化していくことも必要になると思いますし、事

業所にも促していきたいと思います。全ての部門

で減らさなければいけないと思います。 

 

市民 

 この資料が市民向けだということでお話をいた

だきましたが、このゼロカーボンチャレンジとい

う企画自体がどの世代に対してなのかと思います。

この資料も小さくて見えないとか、そういうとこ

ろからなのかと思います。その世代ごとに合わせ

た説明をしないといけないのではないかと思いま

す。 

 

石出環境課主幹 

 伝え方については、これからもっと勉強をしな

がら伝わるようにしていきたいと思いますし、ゼ

ロカーボンというのが 2050 年までにゼロにする

ということで、あと 21 年あります。そうなってく

ると、今の小学生、中学生子どもたちが 30 代に

なった時に、ゼロにするということを、子どもに

知ってもらうことが大事だということで、環境省

のキャラクターなども使わせてもらいました。も

う少しわかりやすく、人や場所によって伝わるよ

うに改善しながら進めていきたいと思いますので、

ご協力をよろしくお願いします。 

 

市民 

 大切な話だと私も自覚しますが、富良野市とし

て地域におろすことはもちろんだと思いますが、

各業界に市として力を入れている部分を、市内の

企業に対しても共有できるような体制があるのか

をお聞きしたい。 

 

石出環境課主幹 

 共有しながら進めていきたいと思いますし、そ

ういった場を設けたいと思います。環境審議会が

あり、審議委員にはふらの農協、商工会議所、連合

町内会のそれぞれから選出いただき、15 人ぐらい

が集まった会議で進めていきたいと思っています。

それだけでは、浸透しないとも思いますので、各



 

団体にもお伝えしながら、実情や意見交換をしな

がらより良い道を探している状況です。 

 

市民 

 当然、共有していくだろうと思いながらお聞き

しました。引き続き頑張っていただければと思い

ます。 

 

市民 

 二酸化炭素の削減量で 2.1ｔ減らすという数字

が出てきましたが、重さではなく体積だったらわ

かりやすいかと思います。子どもたちにまで伝え

ようとしたら、体積でこれぐらいだよ、空気の重

さで言えばこれぐらいだよなど、極力わかりやす

く伝えなければ、子どもたちが中心となって動く

ときに理解が進まないのではないかと思います。 

 

石出環境課主幹 

 伝わるようにということでしたが、私は重さが

いいのかと思って重さでお話しましたが、人に

よっては体積の方がわかりやすいということです

ので、わかりやすく伝えるようにしていきたいと

思います。そういったことも踏まえながら資料を

作成し、説明をしていきたいと思います。 

 

４．意見交換 

市民 

 過去、職員と何回か交流をして意見交換をして

きましたが、農業的に東山が不利な部分が環境的

にあると思っていまして、市もそれを自覚してい

る中で、できる支援は何かなど、サポートできる

こところを探りたいということでした。東山の農

業を何パターンかにわけ、この地域がどういう課

題があって、どういうふうにサポートできるのか

を考えていると言われた。それが今どう生きてい

るのかを聞きたい。 

 

 

川上経済部長 

 その職員は非常に、東山のことを思って動いて

いました。人口減少、農業者の減少の関係、それに

伴ってコミュニティがどうなっていくのか、ある

いはその中で団体をどうしていくのか、色々なこ

とを考えていました。また、観光では、地域の方々

と一緒になってイベントを起こしたり、地域の

方々が行ったりと連携して盛り上げていこうとい

う動きが数年前までありました。担当者が変わり

ましたが、引き続き東山地域は農家の戸数も減っ

てきていますし、それをどう維持していくのかと

いうところを、次の農業計画策定に向け、色々な

意見を盛り込んでいくところで、その中で実践し

ていきたいと思います。 

 

市民 

 それを聞いてほっとしました。少なくなってき

ている部分で、山際の部分が途絶える流れがあっ

たり、鹿が多かったり、すごく大変なことになっ

ていますが、やはり担い手がいない部分もあり、

どうしようもない部分があろうかと思いますが、

東山の農業を守るために、大変な部分も若い人た

ちをサポートできるような環境を継続していただ

ければと思います。 

 

北市長 

 農業の振興というのは、富良野市は農業と観光

を基幹産業として経済が成り立っていますから、

常にその地域にあった農業をどういうふうに支え

ていくのかが大事になってきます。東山は色々な

歴史の中で、作付けが変わってきて、今は玉ねぎ

が中心となっていますが、その玉ねぎも東山地域

に本当にあっているのか、今の環境であっていな

いのであれば、合わせるのにどうしたらいいのか

ということも出てくると思う。やはり基盤になる

ものを良くしていこうということが、大事なこと

になると思いますし、その基盤を整備する中で、

東山をこうしたら、こんな農業が展開できるよう



 

になるということもあると思います。そういうも

のを探すには、行政だけではなく皆さんと一緒に、

皆さんがやる取り組みに行政ができる支援を合わ

せながら、進めていくことが大事だと思います。

開会の時にも話ましたが、東山のトマトのブラン

ドを確立したいと大きな志をもって来ようとして

いる方もいます。そういう人を育てていく、支援

していくというのも東山の地域で必要と思います。 

色々な要素を含めて、東山地域の農業を振興して

いければと思いますのでよろしくお願いします。 

 

市民 

 新規就農の予定者がいると聞いただけで嬉しい。

今、東山でミニトマト農家が５人ほど本当に頑

張っていますし、新しい風も入れてくれる。地域

も土地改良については繋いではいますが、難しい

部分もあるなか頑張っていることを理解してもら

いたいと思います。東山は全体から見ても不利な

要素が多いということを理解してもらえたらと思

います。 

 

市民 

 今年は久しぶりにふるさと祭りを開催しまして、

たくさんの人が集まってくれ、みんなこういうの

を待っていたのかなと思います。 

 地域からの要望をまとめて行いますが、先だっ

て一つお聞きします。道路について、コンバイン

などの機械や、輸送手段のトラックなども大きく

なっている。道路が狭くて通れない、脱輪すると

ころも多々見られている。最近では除雪車が行け

ないところもでてきている。生活でも重要な問題

です。市の予算も限られているとおもいますし、

用地の買収もあろうかと思います。市としての考

えをお聞かせください。 

 

北川建設水道部長 

 他の地域も農業機械の大型化、トラック輸送の

関係で支線になると市道も狭いと伺っています。

ただ、道路の拡幅となると用地買収等がネックに

なっています。今すぐにはなかなかできないかも

しれませんが、地域でこの道路をメインに拡幅し

てほしいということがあれば、一緒に協議をしな

がら、地域の方々にも用地買収等でご理解をいた

だければと思います。 

 

市民 

 よろしくお願いします。買収と言わずに土地を

提供してもいいと思っている人もいっぱいいます。

生活、農業のため広くないとどうにもならないこ

ともありますのでよろしくお願いします。 

 

市民 

 東山支所の改善のお願いですが、支所の２階を

利用して地域の高齢者を招き、サロンなどの交流

会を行っていますが、高齢者ばかりなので、階段

を利用してあがるのが大変です。 

 国道に関してなので国に言う案件かもしれませ

んが、国道が傷んでひどいです。自電車が、道路の

穴をよけるのに避けるのが車を運転していて危な

い。大型の貨物車両が走ると地震が起きたみたい

に響わたる。国道 38 号は幹線道路としての大事

な役割なので、国に強く整備をお願いしてもらい

たい。 

 

稲葉副市長 

 支所の関係ですが、福祉的な設備もありますが、

支所の階段に合うかどうかはわからないので、今

日お答えはできませんが、今後何ができるのかを

含めて要望があったと捉えさせていただきます。 

 国道の関係については承りまして、色々な機会

を通じて申し入れをさせていただきます。 

 

市民 

 西達布川の部分について川の中の雑木をなんと

かしてほしい。熊や鹿の住処にもなっています。 

 



 

北市長 

 道河川については、先日上川総合振興局で建設

関係部署の方と意見交換をしました。災害が起き

た時に対応できるような堤防の管理や浚渫を進め

ていきたいとのことでした。また、堤防の管理に

ついても同様に維持管理に努めたいとのことでし

た。 

 

市民 

 観光客がすごく増えていますが、車がポイ捨て

していきます。富良野市が観光をメインにすると

うことであれば、私はトイレとごみ箱を準備する

必要があると思います。ごみは持ち帰ってもらう

ようお願いはしていますがそうならないのが現実

です。また、ナビで抜け道を走る方も増えて道路

も傷んできています。 

 ふるさと納税について、集めたものうち返礼品

で農産物が多いと思いますので、農業にもう少し

使ってもいいのではないか。 

 

川上経済部長 

 ごみの関係については、これまでもインター

ネット等で観光客に事前に周知や、レンタカー会

社にちらしを配布などの注意喚起をしてきている

ところですが、もう一度観光協会と協議しながら

周知を強化したいと思います。 

 

関澤総務部長 

 ふるさと納税について、令和４年度寄付額が８

億 3,000 万円の内、農業の割合が７割を超え、金

額では、メロンが大部分を占めているところです。

ふるさと納税はいただいた寄付に対して、かける

費用にはルールがあり、返礼品にかけることがで

きるのが３割以下、輸送費や手数料などを込みで

５割となり、いただいた寄付の半分が市の財源と

して残る仕組みになっています。寄付をしていた

だくときに、どの分野に使ってほしいと希望があ

りますので、希望に沿った目的で様々な事業に充

てているところです。農作物も含めて、返礼品を

増やしていただいている状況がありますので、使

い方についても様々な工夫が必要だと思っていま

すので、どういった使い方が効果的なのかを引き

続き検討していきたいと思います。 

 

市民 

 返礼品のメロンについて、個人で出しているの

で個人はもうかりますが、部会としては市場の収

量が減ってしまう。本当はいいことではないです。

農協経由や市場からなどのメロンも市場には必要

で、地域の産業としてはマイナスになってしまい

ます。また、出されたメロンの良し悪しは誰が見

ていますか。それを勝手に送ってしまっている。

その辺りがこれからの課題だと思いますので来年

度以降に生かしていただきたいと思います。 

 

関澤総務部長 

 ふるさと納税仕組みについて、農産物に限らず

市で説明会を開催して、出品いただける方を募集

します。その中には農協さんにも出していただい

ていますし、個人農家さんも出していただいてい

ます。ふるさと納税のメリットは、送料は市が負

担するということと、売り値を少し高く設定でき

るという点があります。ご指摘をいただいた品質

の部分については出荷される事業者を信用するし

かないというのが現状ですし、ネットでは口コミ

があり評価されます。ご指摘いただいた部分は課

題としてわかっている部分ですのでご意見として

受け止めたいと思います。 

 

市民 

 鳥獣害について、今年は町中にも熊がでました

し、この地域も熊、鹿、アライグマが農作物を食べ

るなどの被害があり、減収しています。畑を守る

ために農林課では電気柵の助成などもしています

が、やはり個体数を減らさなければいけないと思

うので、ハンターの育成などを考えてもらいたい



 

と思います。 

 

川上経済部長 

 鳥獣害対策では被害が大きくなっています。担

当職員もずっと出ている状況です。これまで行っ

てきたことでは、９月上旬に沿線５市町村長で北

海道知事、北海道議会議長へ十分な支援をしてほ

しいと要望をしてきています。また、市議会でも

意見書を採択し、関係機関へ送られています。ま

た、９月下旬から市内４カ所で有害鳥獣の意見交

換をさせていただきました。そこでは様々な意見

をいただきました。その中で個体数を減らすとい

うことで、ハンターの育成として資格取得への支

援や銃を購入するための支援などを令和４年度に

設けて PR しています。罠の設置についても効果

的な時期を見極めて行いたいと思います。それと

広域で鳥獣対策を検討しています。上富良野自衛

隊に協力を、市長を中心に要望しています。 

 

市民 

 兼業ハンターが多いので、いざというときは自

分の仕事が優先になってしまいます。できれば専

門職を市に設け、職員を増やしていかなければ守

り切れないと思いますので、ぜひ今後の農業のた

めにもちょっと考えていただければと思います。 

 

市民 

 鳥獣害について、この頃アライグマはひどいと

思っています。罠を増やして対応していただいて

いますが、市職員の方に毎日対応していただいて

いるので、専門の下請け業者などにもお願いでき

ないのかなと思います。 

 

川上経済部長 

 今年の予算で回収するようなものを見ていまし

たが、人不足でうまくいきませんでした。これか

らどのような形で行うのがいいのかを検討します

が、職員だけでは限界がきています。また、ハン

ターでは占冠村では専門職を抱えているという話

も聞きますので、体制整備を模索したいと思って

います。 

 

市民 

 観光について、観光客がごみをポイ捨てして散

乱しています。また、JR が廃線になったことで、

レンタカーが増えると思いますが、高齢者は自信

がないので運転できないと思います。交流人口を

増やすために、今走っているコミュニティカーを

ふらのバスが走らない時間帯に延長してはどうか

と思います。 

 農業をもっとやりたい、小規模でやりたいとい

う希望者に対する対応は富良野市で行われている

のかどうか。 

 交流人口を増やすために、廃校になった体育館

を利用した屋内遊戯施設として活用できないもの

か。 

 人口減少について、行政の取り組みでどのよう

に改善できたのかを５年に一度ぐらい知りたいと

思います。 

 コンパクトシティについて、東山地域はどうい

うふうな未来を描けばいいのかと知りたい。そこ

をなくして子どもたちが誇れる東山にならないか

なと思います。 

 

川上経済部長 

 ごみ関係については、まずは持ち帰りが基本に

なりますので、周知を強化していきたいと思いま

す。また、市議会の一般質問で、観光客、宿泊客に

対してごみ分別を体験させてはという質問があり

ました。他の自治体で行ったところ、海外では分

別する文化がないので、すごく難しかったという

ことでした。ただ、そういうことを通じてポイ捨

てが少しでも減るのではないかという考えもあり

ますので、内部で協議をしているところです。 

 農業担い手の関係については、農業担い手セン

ターの職員がフェアなどのイベントに参加して



 

PR をしています。 

 

佐藤教育部長 

 体育館の屋内遊戯施設については、今後の計画

を立てる段階でアンケートやご意見を取る予定で

すので、その参考にさせていただきます。 

 

関澤総務部長 

 JR について、富良野新得間については廃線にな

りますが、旭川から富良野を経由して帯広までい

くバスを増便することが決まっていますし、西達

布線についても幾寅まで伸ばすことや、金山方面

は南富良野町の町営バスを運行するということも

決まっています。 

 人口については、第６次総合計画を作る際に、

人口減少の見込みの中で減るペースをどう抑えて

いくのか、関係人口として富良野に興味をもって

もらう人を増やすことが人口減少のペースを抑え

ることに繋がるのではないかということで、事業

を行ってきています。定期的に見直しをかけ人口

の目標をお伝えしたいと思います。 

 

稲葉副市長 

 コンパクトシティについては、全てを集めると

いうことではなく、無造作に広げるのではなくイ

ンフラ整備をしましょうということです。それぞ

れの地域の誇りとは別になりますので、コンパク

トシティは一致しないということで理解いただき

たいと思います。 

 

市民 

 体育館を運営するためには、水やトイレ、暖房

費などの維持費が莫大になることはわかっていま

す。ただ特徴として検討していただければと思い

ます。 

 農業について、色々と取り組んでいることはわ

かりましたので、それを富良野市全体にもわかり

やすく伝えていただきたいと思います。 

 交通について地図では鉄路はわかりますが、道

路でバスが走っているかはわからない。観光列車

は人気ですぐに売り切れるようなニーズはたくさ

んあると思うので再考していただきたい。 

 

北市長 

 子どもたちに誇れる地域をつくりたいというこ

とでお話をいただいたと思います。教育の中でも

未来づくりフォーラムで語られたのは、ふるさと

祭りやフォトコンテスト、人口減少についても触

れられていました。それは、人口減少で困ったと

いうことではなく、何とか解決して地域を盛り上

げたいという意見発表でした。まさに、子どもた

ちは東山地域を愛しているし、ここに住んでいる

方々の色々な取り組みが、子どもたちにとっても

誇りになっているのだと思います。 

加えて体育館を利用して、さらに子どもたちに

夢を与えることができないのかということですが、

小学校も色々なところで閉校になっています。全

部使うことはできませんが、東山地域ではこうし

たらいいというのがあるかもしれません。色々な

企業からも提案をいただいていることがあります

ので、そういったものを実現していくことが可能

になった時には、地域の皆さんにご提案をしたい

と思いますので、ご理解いただきたいと思います。 

 JR の関係ですが、利便性について落とさないよ

うに対応しています。バスの増便も含めて地域コ

ミュニティカーと連携できるのかを考えていただ

けると交流人口の解決にもなってくるかと思いま

す。 

 

市民 

 ふるさと祭りでも、保育園の子どもが可愛らし

い姿を見て、住民もほっこりしています。その保

育園ですが、以前保育所が耐震性もないし、裏の

がけ崩れの問題も抱えているということでした。

その後の進展はどうなっているのでしょうか。 

 この間のツールド北海道の問題です。広報や新



 

聞でも周知されていましたが、地域住民にはあま

り知らされていない。悲しい事故が起きましたが、

東山地域でも起きていたかもしれないと思うと心

配です。大きな大会なので、地域住民にも市から

連絡とかほしいなと思いました。 

 

佐藤教育部長 

 保育所の老朽化などの問題について、皆様から

ご意見、ご要望をいただいて様々検討をしていま

す。どういった方法が可能なのか、どういうこと

が必要なのかを具体化に向けて検討している段階

です。 

 

市民 

 東山保育所について、こども未来課長がきて話

があり、建て替えについて時期、規模、年数など具

体的な話をされたと聞きました。 

 

北市長 

 準備をしていかなければいけない部分があるの

で、今回は担当から説明を行ったということで、

予算の関係もありますので、まだ公にはできない

ということを理解していただきたい。 

 

市民 

 具体的にそのような話がされたので、保護者が

勘違いをしてしまうのではないですか。行政とし

て統制がどうなのかなと思います。その場にいた

保護者には不快感を持ったという人もいます。 

 

北市長 

 動きとして説明をしたことは承知していますけ

れど、職員の一生懸命さがそのようにでたという

ことで理解いただければと思います。決して、こ

れで決まりという話ではないですので、引き続き

説明を続けさせていただきます。 

 

 

稲葉副市長 

今動いているということで、皆さんの意見も伺

いながら進むべきだと思っています。 

 

山下市民生活部長 

 本日は部長職が来ていますが、地域懇談会でで

た意見は、必ず持ち帰り職場とも共有しています

し、色々なことに生かしていこうと思っています

ので承知いただけたらと思います。ツールド北海

道の関係について、市に主催者から開催日の案内

や、コースの発表があり、警備員についても何日

に何人配置してほしいと案内がきています。今回

も要請があった人数について、交通指導員等を配

置しましたが、周知についてはもっと市民にき

ちっと周知すべきというご意見として受け止めさ

せていただき、主催者に対してどのような周知が

いいのか、意見交換をさせていただきたいと思い

ます。 

 

市民 

 意見交換をするのであれば、コースを間違えて

選手も困っていました。コースの交通管理、安全

管理に気を付けてほしいということを伝えていた

だきたいと思います。 

 

５．情報提供 

AI オンデマンド交通の運行について 

～西野 SC戦略室長 資料にて説明～ 

 

稲葉副市長 

 こちらについては広報 10 月号でもお知らせし

ていますし、不明なことがあればお電話でもご連

絡いただきたいと思います。 

もう時間もだいぶ過ぎていますけれど、もうそ

ろそろこの地域懇談会を終了させていただいても

よろしいでしょうか。閉会にあたり市長からご挨

拶申し上げます。 

 



 

北市長 

 長時間にわたり様々なご意見をいただきました。

こちら側のテーマ、あるいは情報提供をお伝えす

ることができたかなと思います。今日の地域懇談

会はこれで終わりますが、ゼロカーボン、AI オン

デマンド、地域の課題ということでいただいたも

のも、今すぐに解決できるということにはなかな

かならないかなと思います。引き続き、皆さんの

お考えを行政に届けていただきたいと思います。

インフラの関係については地域要望でいただきま

すが、ソフトの部分も色々とご意見をいただきま

した。引き続き行政の方にお伝えいただければと

思います。今日いただいた課題は地域として切実

なものだと思いました。鳥獣害の関係、子どもた

ちをどう育てていくのか、地域の農業を含めてど

う発展させていくのかという様々な課題があろう

かと思います。それらを解決していくのにも共創

ということを一つのキーワードにさせていただい

ています。行政だけが何かをするには限界があり

ます。どうしても地域の皆さんの協力をいただき

ながら、ご意見をいただきなが進めていくのがこ

れからのまちづくりになると考えています。ぜひ

とも引き続き行政にご協力をいただくということ

と、共創のまちづくりを努めて行きたいと思いま

す。ぜひ、皆さんと力を合わせて良い東山地域を

つくっていきたいと思っていますので、ご協力を

お願いします。最後になりますが、11 月の最中に

なりましたし、新しい年を迎える時期にもなって

きました。ぜひ１年の締めくくりで、一つでも多

く幸せを探しながら、充実した１年として終われ

ますように、また、皆さんのご健康でのご活躍を

ご祈念させていただき閉会の挨拶にかえさせてい

ただきます。本日は大変ありがとうございました。 

 

６．閉会  ～小笠原企画振興課長～ 

 



■自由記載意見
性別 年齢 その他

女性 70歳以上
ゼロカーボンに心がけての生活です。今までもこれからも。町内も高齢者多

数で協力が少ないです。

男性 60～69歳市役所の職員の方が数名出席していましたが自主的に参加したのかなー？

男性 29歳以下
１００+αのチャレンジですが、物価が高騰している現代では、節約できる金

額の目安もしめしていただければより取り組みやすいと思いました。

男性 50～59歳

理想論を聞かされても心に響かない。行うことにより利益がなければ人は動

かない。未来をつくろうと言いながら未来を感じられない。言葉のつくろい

ではいつか破綻するのでは？職員の説明がくどい意味もなく時間をかけす

ぎ。まちづくりとゼロカーボンの関連がまったく理解できなかった

男性 50～59歳ありません。様々なご意見への誠実な回答お疲れ様でした。

男性 70歳以上 今後とも明るい未来に向けてよろしくお願いします。

男性 60～69歳
富良野市には、独身未婚女性との出会いが全然ないので出会いを企画してほ

しい。

男性 70歳以上 雇用問題も含め、若者の住み易い町づくりに努めてほしい。

男性 50～59歳
ふらのりの料金の支払い方を多様化してほしいと思います。例（現金、バー

コード決済等

男性 29歳以下 運営等お疲れ様でした

男性 70歳以上
１原始の泉の周囲の草刈りをしてほしい。富良野観光地でもあり多くの人が

来てるから。２空き巣対策にどう取り組んでるか。近所の者が迷惑している

女性 70歳以上 大変ありがとうございました。

男性 50～59歳

若い方が多く参加されるような工夫が必要だと思いました。とても大切な

テーマでしたが。生活により密着されるテーマ設定が必要かと思います。今

であれば、物価高騰対策とか、少子高齢化対策とか、意見交換は活発になさ

れ良かったと思います。

男性 50～59歳

再エネに対する補助制度はあるが、ゼロカーボンの取り組みとして家庭から

排出量を減らすための、省エネ機器への切り替えに対する補助も検討してい

ただきたい。

男性 40～49歳山部保育所、山部小学校に冷房を設置してほしい。

男性 40～49歳

環境課だけでなく、それぞれの課の取り組み内容について話を聞きたかった

です。市の説明がゼロカーボンのだけだったので、ゼロカーボンの説明会か

と思いました。また、スーパーがなくなる件については、山部地域について

とても重要な問題だと思いますが、意見を聞いて話しますという事だけでは

なく、何か新しい取り組みについて、市として提案をいただきたかったで

す。また、色々と協議するとのことですが、具体的に話が進んでいるとは思

えないです。

男性 70歳以上 山部診療所、くれぐれもよろしくお願い致します。

男性 70歳以上 樹木園の桜が病気がついているようですが、市の方で一回見てください。

男性 60～69歳
オンデマンド交通の取り組みは理解できるが、地域の実情に見合った課題整

理を支給検討する必要があると考える。

無回答 70歳以上 鉄道用地ペレプトカイトセッチする

男性 50～59歳麓郷に住める住宅がないので、市営住宅等を考えてほしい。

女性 60～69歳

市政としての理想と富良野に住む現実に距離を感じました。理想をかかげ、

ひとつひとつ満足のいく市政を実現していくためには、時間もかかるのは十

分理解できますが、少しでも富良野は住みやすい街、愛されるまちとなるよ

うに希望しますし、ひとりひとりが受け身にならずに、生活していきたいも

のです。



■自由記載意見
性別 年齢 その他

男性 70歳以上

人口減少は、麓郷のみならず、富良野市を含めて全国的なものです。全体が

増えないので片方が増えると一方は減少することになります。とても難しい

とは思いますが、子どもに係わる給食費、医療費など無料にするなど、一人

ひとりの嗣明に対する支援を多くすることが、人口増につながっていくもの

と思います。美しい富良野の町が大好きです。

男性 50～59歳道路の整備。市役所の喫煙所をぜひ作ってほしい。

男性 60～69歳オンデマンド交通、ぜひとも全市的に

男性 60～69歳桜並木にお力をお貸しください！

男性 40～49歳

東部地域の人口減少に対して具体的な取り組みについて何かしていますか？

労働力不足の取り組みについて。布礼別小学校の今後どうなるのか。売却等

は考えているのか？ゼロカーボンバイオガス発電等の計画はあるのか？

女性 50～59歳

いつもお世話になっております。児童生徒の健やかな成長のため、学校の環

境を改善していただきたいと思います。今年の夏はとても暑く、児童生徒の

健康面が心配でした。エアコンの設置をお願いいたします。現在、スポット

クーラー等が検討されておりますが、常設のエアコンの学級数分をお願いし

ます。食品ロスについて知ることができ、日常生活で気を付けていきたいと

思いました。学校給食費280円で工夫して作っていると思います。富良野の給

食センターで改善していると思いますが、食材の安全性についても、更に木

を配っていただきたいと思います。水道水の安全性について、洗濯水など、

雨の日など茶色くなるときがあります。浄水器があるといいのですが。

男性 50～59歳JR廃線後、布部駅にバス停を置いてほしい、ぜひ

男性 50～59歳丁寧な説明、ありがとうございました。

男性 70歳以上 今日はご苦労様でした。

男性 60～69歳ソフト、ハードの部分、市民と共に取り組みましょう！ごくろうさま

男性 30～39歳
保育所の移設については、早急かつ慎重に取り進めていただきたいと思いま

す。

男性 60～69歳

老節布地区にある市道線で麓郷へぬける道路、交通量が多いため、大変危

険。なんとか考えてほしい。大型車も多い。道路が悪路です。いつか事故が

おきる。それでは遅い。

男性 70歳以上 意見、質問等が多く出て良い会でした。担当者の答弁も良かった。

男性 30～39歳
子育て支援で、クーポンのみでなく、家事手伝いなどの妊婦の方の負担軽減

になる、家事サービス等の支援をお願いしたい。

男性 60～69歳今後も東山地域に対して、ご支援よろしくお願いします。

男性 50～59歳

避難所、指定施設に自家発電の装置設置を望みます。大きな災害では必ずと

言っていいほど長時間な停電が起き、気温の低い時期だと文字通り致命的に

なります。南富の水害の時も第２避難所の南富小に自家発電があったため、

避難所が機能できました。災害はいつ起こるかわかりませんので、将来的に

完備されるよう検討願います。協会病院線ですが、老節布市発にできないで

しょうか。あるいは西達布線、老節布まわり可能でしょうか。学校前から公

共交通機関が遠すぎて、転入を検討しづらくなると存じます。（デマンドだ

けでは）また、老節布の方々は不便に思っていると聞きました。

男性 70歳以上

今日の説明会で使われた用語、アプリ、ダウンロード、Co2/ｔの体積など説

明した人だけが理解して、参加者のどれだけ理解（知って）いるのか不明

だ！！人に伝えることの大変さ考えた説明してほしい。



■自由記載意見
性別 年齢 その他

男性 60～69歳

鳥獣害の実害の正確なおさえ、個体数を減らす工夫、農業の将来展望（不利

地、特に山際工作休閑地の散在）不利地の中でもきびしい耕作者に有望な方

法、転地する支援は。市の財政への不安。アライグマ、キツネ、シカ集計？



■アンケート集計結果

１．男女別参加者の割合の推移（R5アンケート回答者数180人）

２．年齢別参加者の割合の推移

３．参加回数別参加者の割合の推移

４．市からの提出資料や説明に対して理解できましたか？
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男性 女性 無回答
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20代 30代 40代 50代 60代 70代以上
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初めて ２～３回 毎年参加 無回答
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0%

0%

1%

0%

0%

11%

R3
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よく理解できた まあまあ理解できた

どちらともいえない あまり理解できなかった

全く理解できなかった 無回答



５．今回、地域懇談会に参加されたきっかけは何ですか？
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市の取り組みを知りたかったから 市長の話を聞きたかったから

地域の実情を知ってほしいから まちづくりに興味があったから

町内会の役員だから その他
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